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（
１
）

　
不
正
軽
油
の
流
通
が
後

を
絶
た
な
い
。
本
紙
近
畿

版
に
よ
れ
ば
２
月
中
旬
、

軽
油
と
灯
油
を
混
和
し
た

炭
化
水
素
油
約
１
１
７
♂

を
密
造
し
た
疑
い
で
石
油

販
売
業
者
が
兵
庫
県
警
に

逮
捕
さ
れ
た
。
路
上
抜
取

調
査
で
発
覚
し
た
も
の
で

相
当
量
の
不
正
軽
油
が
密

造
さ
れ
販
売
先
も
広
域
に

わ
た
る
可
能
性
が
高
い
と

い
う
。
こ
れ
ま
で
不
正
軽

油
は
、
原
油
価
格
高
騰
時

に
少
し
で
も
安
い
軽
油
を

求
め
る
一
部
需
要
家
を
対

象
に
法
令
違
反
承
知
の
確

信
犯
的
な
業
者
の
所
業
と

み
ら
れ
て
い
た
。

（
２
）

　
軽
油
引
取
税
は
地
方
税

で
自
治
体
の
税
収
入
の
な

か
で
は
大
き
な
割
合
を
占

め
る
。
首
都
圏
一
極
集
中

型
の
様
相
を
呈
す
る
経
済

・
雇
用
環
境
下
で
地
方
経

済
は
後
退
し
税
収
入
も
伸

び
悩
む
。
脱
税
混
和
軽
油

が
出
回
る
よ
う
で
は
歳
入

に
響
く
。
不
正
軽
油
の
流

通
は
看
過
で
き
な
い
大
問

題
で
あ
る
。
首
都
圏
で
は

埼
玉
県
が
「
作
ら
な
い
」

「
売
ら
な
い
」「
使
わ
な

い
」
と
刷
り
込
ん
だ
ポ
ス

タ
ー
を
関
係
先
に
配
布
、

不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

時
に
は
消
費
者
に
も
情
報

提
供
を
呼
び
か
け
る
。

（
３
）

　
官
民
あ
げ
た
「
不
正
軽

油
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
毎
年
10
月
に
実
施
さ
れ

社
会
的
に
も
共
感
を
呼
ぶ

運
動
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
相
次
ぎ

出
回
る
よ
う
で
は
取
り
締

ま
り
強
化
や
厳
罰
を
求
め

る
声
が
寄
せ
ら
れ
る
の
も

無
理
は
な
い
。
し
か
し
最

近
数
年
、
手
口
が
巧
妙
化

し
製
造
と
販
売
を
分
離
す

る
事
例
も
あ
り
、
取
り
締

ま
る
側
と
い
た
ち
ご
っ
こ

の
様
相
に
あ
る
。
不
正
軽

油
流
通
で
真
面
目
な
販
売

業
者
が
シ
ロ
い
目
で
み
ら

れ
業
界
の
信
用
低
下
を
招

く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

社 説
後
を
絶
た
な
い

不
正
軽
油
流
通

きょうの紙面
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全
漁
連
、
３
月
前
半

Ａ
重
３
円
50
銭
上
げ

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
は
、
３
月

前
半
（
１
〜
15
日
）
出
荷

分
の
系
統
向
け
Ａ
重
油
卸

価
格
を
、
２
月
後
半
比
㍑

３
円
50
銭
引
き
上
げ
た
。

Ａ
重
油
の
値
上
げ
改
定

は
、
２
月
前
半
以
来
２
期

ぶ
り
に
な
る
。

　
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽

油
は
地
域
市
況
を
考
慮
し

て
決
め
る
。

　
◎
…
原
油
続
落
で
海
外
ガ

ソ
リ
ン
市
況
が
失
速
し
「
海

外
安
・
国
内
高
」
に
転
換
し

た
こ
と
で
ガ
ソ
リ
ン
が
安
定

的
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
石

油
統
計
速
報
に
よ
れ
ば
１
月

の
輸
入
量
は
12

万
♂
、
昨
年
８

月
の
27
万
♂
に

く
ら
べ
て
半
減
以
下
と
な
っ

た
。
海
外
市
況
が
改
善
し
た

影
響
と
見
込
ま
れ
る
が
、
西

日
本
で
は
安
価
な
輸
入
ガ
ソ

リ
ン
が
市
況
軟
化
要
因
と
の

指
摘
も
あ
る
。
７
、
８
月
に

く
ら
べ
て
輸
入
量
は
減
少
し

た
が
主
に
Ｐ
Ｂ
業
者
が
仕
入

れ
て
お
り
安
値
増
販
の
原
資

と
な
っ
て
い
る
。
１
月
以
降

需
要
が
低
調
に
推
移
し
て
い

る
た
め
圧
倒
的
な
価
格
優
位

性
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
ガ

ソ
リ
ン
輸
入
は
限
定
的
で
広

範
囲
に
広
が
る
恐
れ
は
な
い

と
の
見
立
て
も
あ
る
。

　
◎
…
シ
ー
ズ
ン
序
盤
戦
の

暖
冬
で
つ
ま
ず
い
た
灯
油
は

販
売
量
で
軽
油
を
下
回
っ

た
。
１
月
販
売
量
は
灯
油
２

６
２
万
♂
、
軽
油
２
６
５
万

♂
、
わ
ず
か
な
差
だ
が
、
灯

油
絶
不
調
を
示
す
。
灯
油
は

在
庫
も
膨
ら
ん
で
い
る
が
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
と

し
て
海
外
に
輸

出
し
国
内
需
給

の
調
整
を
進
め
る
も
よ
う
。

　
◎
…
ガ
ソ
リ
ン
ン
も
３
９

１
万
♂
と
４
０
０
万
♂
を
割

り
込
ん
だ
。
原
油
続
落
で
高

値
感
は
解
消
さ
れ
た
が
低
燃

費
車
の
普
及
が
最
大
要
因
。

１
月
も
ガ
ソ
リ
ン
輸
入
12
万
㎘
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経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
ま
と
め
に
よ

る
と
、
自
家
発
電
機
を
設

置
し
て
災
害
発
生
時
に
被

災
地
域
の
住
民
向
け
に
燃

料
供
給
す
る
「
住
民
拠
点

Ｓ
Ｓ
」
が
、
１
月
31
日
現

在
２
６
６
３
カ
所
と
２
０

１
８
年
10
月
31
日
時
点
に

く
ら
べ
て
７
１
５
カ
所
増

加
し
た
＝
別
表
参
照
。
政

府
は
全
国
８
０
０
０
カ
所

へ
の
整
備
を
加
速
し
て
お

り
、
２
０
１
８
年
度
末

（
２
０
１
９
年
３
月
末
）

に
は
３
０
０
０
カ
所
を
超

え
る
見
通
し
だ
。

　
エ
ネ
庁
は
各
地
で
相
次

ぐ
災
害
を
受
け
昨
年
11

月
、
燃
料
供
給
の
強
靱
化

に
向
け
た
対
策
を
ま
と
め

た
。
こ
の
な
か
で
３
年
以

内
に
実
現
す
る
対
策
と
し

て
住
民
拠
点
Ｓ
Ｓ
を
全
国

８
０
０
０
カ
所
に
整
備
す

る
取
り
組
み
を
加
速
し
、

将
来
的
に
１
万
カ
所
に
増

や
す
方
針
を
示
し
た
。

　
住
民
拠
点
Ｓ
Ｓ
は
２
０

１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震

を
契
機
に
整
備
を
開
始
。

過
疎
地
な
ど
Ｓ
Ｓ
が
少
な

い
地
域
か
ら
配
備
を
進
め

て
き
た
が
、
都
市
部
に
つ

い
て
も
追
加
配
備
が
行
わ

れ
、
拠
点
数
の
拡
充
が
図

ら
れ
て
い
る
。

　
１
月
末
ま
で
の
３
カ
月

間
に
福
井
県
を
除
い
て
増

加
。
住
民
拠
点
Ｓ
Ｓ
数
が

最
も
多
い
北
海
道
で
は
67

カ
所
増
加
し
３
７
０
カ
所

に
な
っ
た
。
次
い
で
福
岡

県
で
は
20
カ
所
増
加
し
１

１
０
カ
所
。
埼
玉
県
が
23

カ
所
増
の
93
カ
所
、
鹿
児

島
県
が
32
カ
所
増
の
90
カ

所
、
長
野
県
が
18
カ
所
増

加
し
て
88
カ
所
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

　
１
月
の
全
国
平
均
軽
油

価
格
（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
調
べ
＝
消
費
税
抜

き
）
は
、
イ
ン
タ
ン
ク

（
ロ
ー
リ
ー
）
㍑
92
円
32

銭
、
カ
ー
ド
１
０
０
円
37

銭
、
Ｓ
Ｓ
掛
け
売
り
１
０

２
円
76
銭
。
イ
ン
タ
ン
ク

と
カ
ー
ド
の
価
格
差
は
８

円
５
銭
だ
っ
た
。
８
円
を

超
え
る
格
差
は
、
２
０
１

７
年
４
月
に
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
発
足
し
、
７

月
か
ら
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
基
準
価

格
を
導
入
す
る
以
前
の
２

０
１
６
年
７
月
（
８
円
52

銭
）
以
来
、
２
年
半
ぶ
り

と
な
る
。

　
イ
ン
タ
ン
ク
と
カ
ー
ド

の
価
格
差
は
５
〜
６
円
程

度
が
適
正
と
さ
れ
る
。
こ

れ
以
上
広
が
れ
ば
イ
ン
タ

ン
ク
メ
リ
ッ
ト
が
拡
大

し
、
５
円
以
内
な
ら
カ
ー

ド
利
用
の
ほ
う
が
合
理
的

と
い
う
。
た
だ
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
誕
生
す
る

以
前
は
割
安
な
ス
ポ
ッ
ト

市
況
を
織
り
込
ん
だ
イ
ン

タ
ン
ク
価
格
に
対
し
、
割

高
な
カ
ー
ド
と
の
格
差
が

８
円
以
上
と
な
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
イ
ン
タ
ン
ク

価
格
が
陥
没
し
、
そ
れ
に

カ
ー
ド
価
格
が
引
き
ず
ら

れ
た
。

　
足
元
で
は
、
相
対
的
に

カ
ー
ド
が
割
高
に
な
っ
て

き
た
こ
と
で
価
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
価
格
の

値
上
げ
に
陸
上
ス
ポ
ッ
ト

が
つ
い
て
い
け
な
い
状
況

が
あ
る
。
そ
の
た
め
大
手

運
送
業
者
に
は
事
業
所
ご

と
に
近
隣
Ｓ
Ｓ
と
カ
ー
ド

よ
り
も
安
い
価
格
で
個
別

契
約
す
る
動
き
も
出
て
き

た
と
い
う
。

　
昨
年
１
年
間
の
格
差
は

４
円
29
銭
（
４
月
）
〜
７

円
78
銭
（
11
月
）
の
レ
ン

ジ
で
推
移
し
、
平
均
６
円

56
銭
の
格
差
だ
っ
た
。
本

社
一
括
の
事
務
処
理
な
ど

を
考
慮
す
れ
ば
カ
ー
ド
を

利
用
し
た
ほ
う
が
合
理
的

だ
っ
た
。
し
か
し
か
つ
て

は
８
円
以
上
の
格
差
と
な

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
２

０
１
５
年
は
７
円
44
銭
〜

９
円
88
銭
の
レ
ン
ジ
で
推

移
し
、
平
均
格
差
は
８
円

51
銭
だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
足
後
の
販
売
業
界
は
、

産
業
用
油
種
の
軽
油
市
況

を
是
正
し
、
採
算
油
種
と

す
る
課
題
に
取
り
組
み
、

格
差
は
縮
小
す
る
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

　
原
油
価
格
に
よ
る
コ
ス

ト
上
昇
局
面
で
、
８
円
以

上
の
格
差
が
生
じ
た
状
況

　
軽
油
イ
ン
タ
ン
ク
と
カ
ー
ド
の
価
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
大
手
運
送
会
社
で
は
カ
ー
ド
利
用
の
給
油
を
手
控
え
て
、

事
業
所
ご
と
に
近
隣
の
Ｓ
Ｓ
と
個
別
に
契
約
し
て
給
油
す
る
動
き

が
出
て
い
る
。

が
今
後
も
続
け
ば
、
運
送

事
業
者
の
カ
ー
ド
離
れ
に

つ
な
が
り
、
再
び
産
業
用

軽
油
の
採
算
悪
化
の
要
因

に
な
り
か
ね
な
い
。
今
後

の
イ
ン
タ
ン
ク
と
カ
ー
ド

の
価
格
差
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
だ
。

　
ガ
ソ
リ
ン
、
中
間
留
分

と
も
に
、
陸
上
ス
ポ
ッ
ト

価
格
は
前
週
前
半
水
準
か

ら
引
き
上
が
っ
た
。
２
月

商
戦
中
に
下
げ
過
ぎ
感
が

強
か
っ
た
下
値
が
、
月
替

わ
り
と
と
も
に
い
っ
た
ん

底
上
げ
し
た
も
の
。
中
高

値
圏
は
元
売
仕
切
り
改
定

通
り
㍑
１
円
の
上
げ
が
大

勢
だ
っ
た
。

　
商
社
系
、
広
域
特
約
店

に
よ
る
と
、
今
週
前
半
時

点
の
京
浜
地
区
・
製
油
所

渡
し
中
心
値
は
、
ガ
ソ
リ

ン
が
前
週
前
半
比
１
〜
２

円
高
の
１
１
４
円
10
銭
〜

１
１
６
円
、
灯
油
１
円
高

の
63
円
80
銭
〜
64
円
50

銭
、
軽
油
（
未
課
税
）
１

〜
２
円
高
の
63
円
30
銭
〜

64
円
50
銭
、
Ａ
重
油
１
円

高
の
61
円
80
銭
〜
62
円
50

銭
に
な
っ
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
は
、

前
週
前
半
か
ら
の
１
週
間

で
２
円
上
げ
た
卸
業
者
も

み
ら
れ
た
。
足
元
の
Ｊ
Ｘ

Ｔ
Ｇ
基
準
価
格
（
販
売
関

連
コ
ス
ト
含
ま
ず
）
は
ガ

ソ
リ
ン
１
１
４
円
80
銭
、

灯
油
63
円
50
銭
、
軽
油
63

円
50
銭
、
Ａ
重
油
61
円
50

銭
で
、
陸
上
物
下
値
と
の

差
は
ガ
ソ
リ
ン
以
外
の
油

種
で
は
目
立
た
な
い
。

　
た
だ
中
下
旬
に
か
け

て
、
陸
上
市
場
が
コ
ス
ト

変
動
以
上
に
弱
含
ま
ず
に

維
持
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

は
、
早
く
も
懐
疑
的
な
見

方
が
聞
か
れ
る
。
２
月
の

陸
上
ス
ポ
ッ
ト
価
格
が
、

ガ
ソ
リ
ン
を
中
心
に
軟
化

し
た
最
大
の
要
因
は
需
要

の
弱
さ
だ
。
２
０
１
７
年

３
月
末
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
構
造
高
度
化
法
第
２
次

告
示
対
応
後
、
元
売
は
需

要
減
退
に
合
わ
せ
て
、
製

品
供
給
の
適
正
化
を
進
め

て
き
た
。
た
だ
系
列
回
帰

の
定
着
や
需
要
自
体
の
減

退
で
、
現
在
の
ガ
ソ
リ
ン

陸
上
ス
ポ
ッ
ト
市
場
は
タ

イ
ト
感
と
は
ほ
ど
遠
い
。

　
西
日
本
で
流
通
す
る
輸

入
玉
や
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

（
東
京
商
品
取
引
所
）
先

物
市
場
の
割
安
感
な
ど

も
、
市
場
を
弱
気
に
す
る

一
因
と
み
ら
れ
、
現
時
点

で
は
一
連
の
要
因
に
大
き

な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
４
月
か
ら
関
西
地
域

で
家
庭
用
電
力
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
で
ん
き
」
の
販
売
を

開
始
す
る
。
家
庭
向
け
に

関
西
Ａ
プ
ラ
ン
を
、
商
店

や
事
務
所
向
け
な
ど
に
関

西
Ｂ
プ
ラ
ン
を
用
意
。
あ

わ
せ
て
業
務
用
低
圧
プ
ラ

ン
と
し
て
関
西
動
力
プ
ラ

ン
を
設
け
、
４
月
１
日
か

ら
同
時
に
申
し
込
み
の
受

け
付
け
を
開
始
す
る
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
で
ん
き
は

２
０
１
６
年
か
ら
東
京
電

力
管
内
で
販
売
し
て
お

り
、
申
込
件
数
は
２
０
１

９
年
１
月
末
現
在
43
万
件

に
の
ぼ
る
。
電
力
事
業
は

次
世
代
の
柱
の
ひ
と
つ

で
、
取
り
扱
い
地
域
を
滋

賀
県
、
京
都
府
、
大
阪

府
、
奈
良
県
な
ど
の
関
西

電
力
管
内
に
拡
大
し
、
育

成
を
加
速
す
る
。

　
関
西
地
域
の
家
庭
向
け

で
は
、
４
人
家
族
の
場

合
、
関
西
電
力
の
料
金
に

く
ら
べ
て
年
間
約
７
４
５

０
円
安
く
な
る
。
さ
ら
に

２
年
間
の
継
続
利
用
に
よ

る
料
金
割
引
「
に
ね
ん
と

く 

２ 

割
」（
２
年
契
約
で
１

㌔
㍗
時
当
た
り
０
・
２
円

割
引
）
を
利
用
す
れ
ば
年

間
約
８
４
１
０
円
安
く
な

る
と
い
う
。

　
電
気
料
金
を
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
カ
ー
ド
（
Ｃ
・
Ｐ
・
Ｓ

・
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
）
で
支
払

う
と
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油

・
灯
油
代
が
㍑
１
円
引
き

（
最
大
月
間
１
５
０
㍑
ま

で
）
に
な
る
ほ
か
、
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
（
Ｃ
Ｂ
）

・
シ
ナ
ジ
ー
カ
ー
ド
で
支

払
う
と
電
気
料
金
を
月
間

１
０
０
円
（
税
込
み
）
割

引
す
る
特
典
も
あ
る
。

　
関
西
電
力
管
内
で
４
月

１
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間

に
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
で
ん

き
」
を
申
し
込
む
と
、
供

給
開
始
月
の
電
気
料
金
か

ら
２
０
０
０
円
（
税
込

み
）
を
割
引
す
る
「
新
発

売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展

開
す
る
。

　
関
西
地
域
の
電
力
は
、

水
島
製
油
所
、
大
分
製
油

所
、
麻
里
布
製
油
所
の
小

売
事
業
用
電
源
な
ど
で
発

電
し
て
供
給
す
る
。
旧
東

燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
時
代
か

ら
首
都
圏
や
中
部
、
関
西

地
方
で
展
開
し
て
い
る

「
ｍ
ｙ
で
ん
き
」
の
13
万

件
を
合
わ
せ
る
と
、
申
込

件
数
は
56
万
件
に
な
る
。

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
見
通
し
に
よ
る
と
、
２

月
の
燃
料
油
の
国
内
需
要

は
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽

油
、
Ａ
重
油
の
４
油
種
合

計
で
９
７
７
万
♂
、
前
年

同
月
比
７
％
減
少
す
る
。

軽
油
が
堅
調
な
一
方
、
暖

冬
に
よ
る
灯
油
需
要
の
減

少
が
響
い
て
１
０
０
０
万

♂
を
割
り
込
む
予
想
だ
。

　
２
月
１
日
か
ら
24
日
ま

で
の
気
温
は
、
全
国
八
大

都
市
平
均
で
５
・
２
度
。

前
年
比
で
２
・
４
度
高

く
、
平
年
比
で
は
１
・
２

度
高
い
。
高
気
温
の
影
響

を
受
け
灯
油
は
２
１
６
万

♂
、
前
年
同
月
比
80
％
と

前
年
実
績
に
く
ら
べ
て
54

万
♂
の
減
少
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
ガ
ソ
リ
ン
は
３
７
６
万

♂
、
97
％
を
想
定
。
乗
用

車
の
燃
費
改
善
な
ど
で
低

調
を
見
込
む
。
ガ
ソ
リ
ン

小
売
価
格
は
昨
年
２
月
よ

り
若
干
低
い
程
度
で
需
要

喚
起
に
は
至
ら
な
か
っ
た

も
よ
う
。
Ａ
重
油
は
１
１

０
万
♂
で
93
％
と
落
ち
込

む
見
通
し
だ
。

　
中
国
経
済
の
減
速
に
よ

る
景
気
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
、
軽
油
は

２
７
６
万
♂
、
１
０
０
％

の
見
通
し
。
通
信
販
売
の

利
用
拡
大
な
ど
に
よ
る
輸

送
需
要
が
堅
調
に
推
移
す

る
と
み
て
い
る
。

　
暖
房
油
の
安
定
供
給
を

中
心
と
す
る
冬
場
の
生
産

体
制
を
敷
い
て
い
た
精
製

元
売
会
社
は
春
季
を
迎

え
、
製
油
所
の
定
期
修
理

に
着
手
す
る
。

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
は
、
３
月
上
旬
か
ら
４

月
上
旬
ま
で
の
予
定
で
大

阪
国
際
石
油
精
製
・
大
阪

製
油
所
（
大
阪
府
高
石

市
、
常
圧
蒸
留
装
置
能
力

11
万
５
０
０
０
†
‡
）
の

定
期
修
理
を
実
施
す
る
。

千
葉
製
油
所
（
千
葉
県
千

葉
市
、
同
能
力
12
万
９
０

０
０
†
‡
）
で
は
３
月
中

旬
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
定

期
修
理
を
行
う
計
画
だ
。

サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
と

連
携
キ
ャ
ン
ペ

エ
ネ
ク
ス
が

沖
縄
限
定
で

　
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
は
10

日
ま
で
、
沖
縄
県
内
の
グ

ル
ー
プ
対
象
店
舗
で
カ
ー

エ
ネ
ク
ス
×
Ａ
＆
Ｗ
×
サ

ー
テ
ィ
ワ
ン
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
「
Ｗ
で
お
得
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
‼
」
を
展
開
し
て

い
る
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
「
地
域
密
着
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
お
り
、
顧

客
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
Ｃ

Ｓ
づ
く
り
を
推
進
し
集
客

す
る
こ
と
が
目
的
。

　
対
象
の
Ｃ
Ｓ
で
２
０
０

０
円
（
税
込
み
）
以
上
の

商
品
を
購
入
す
る
と
、
カ

ー
エ
ネ
ク
ス
ガ
ソ
リ
ン
割

引
ク
ー
ポ
ン
券
、
Ａ
＆
Ｗ

ク
ー
ポ
ン
券
、
サ
ー
テ
ィ

ワ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
割

引
ク
ー
ポ
ン
券
が
当
た

る
。

　
ク
ー
ポ
ン
利
用
期
間
は

カ
ー
エ
ネ
ク
ス
ガ
ソ
リ
ン

割
引
ク
ー
ポ
ン
券
が
４
月

30
日
ま
で
。
そ
の
ほ
か
は

３
月
24
日
ま
で
。
一
部
Ｃ

Ｓ
を
除
い
た
28
店
舗
で
利

用
可
能
。

都道府県別にみた「住民拠
点ＳＳ」整備状況

（2019年 1月 31日時点）
（単位：カ所）

（注）増減は 2018年 10月末比。

都道府県 1月末 増減
北 海 道 370 67
青 森 県 66 3
岩 手 県 42 9
宮 城 県 53 6
秋 田 県 79 30
山 形 県 55 17
福 島 県 49 11
茨 城 県 74 36
栃 木 県 23 4
群 馬 県 28 13
埼 玉 県 93 23
千 葉 県 67 9
東 京 都 16 3
神奈川県 61 15
新 潟 県 72 21
富 山 県 15 9
石 川 県 15 7
福 井 県 12 0
山 梨 県 49 12
長 野 県 88 18
岐 阜 県 41 12
静 岡 県 40 26
愛 知 県 81 25
三 重 県 41 10
滋 賀 県 44 20
京 都 府 57 12
大 阪 府 85 27
兵 庫 県 87 20
奈 良 県 34 6
和歌山県 28 6
鳥 取 県 25 5
島 根 県 41 12
岡 山 県 30 7
広 島 県 46 12
山 口 県 38 14
徳 島 県 62 10
香 川 県 60 32
愛 媛 県 54 26
高 知 県 21 3
福 岡 県 110 20
佐 賀 県 22 8
長 崎 県 35 20
熊 本 県 57 7
大 分 県 30 14
宮 崎 県 25 10
鹿児島県 90 32
沖 縄 県 52 6
合　 計 2,663 715

ガ
ソ
リ
ン
、軽
油
最
大
２
円

陸
上 

ス
ポ
ッ
ト 

上
昇
続
く

エネ庁

今
年
度
末
3000
カ
所
突
破
へ

住
民
拠
点
Ｓ
Ｓ
2663
カ
所

「ENEOSでんき」エリア拡大
４月から関西地域で販売 ＪＸＴＧ

インタンク・カード格差拡大

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
２
月
内
需
見
通
し

灯
油
激
減
で 

1000
万
㎘
割
れ
る

２
年
半
ぶ
り
８
円
台

軽
油
価
格
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コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ

ル
ー
プ
は
４
月
１
日
付

で
、
次
の
人
事
異
動
を
行

う
（
Ｃ
Ｅ
Ｈ
＝
コ
ス
モ
エ

ガ
ソ
リ
ン
安

値
112
円
80
銭

三
重
県
業
転
価
格

　【
津
】
本
紙
名
古
屋
支

局
調
べ
に
よ
る
と
、
三
重

県
Ｓ
Ｓ
向
け
ガ
ソ
リ
ン
業

転
価
格
（
Ｓ
Ｓ
届
け
・
消

費
税
別
）
は
２
月
28
日
現

日
に
さ
ら
に
２
円
値
下
げ

し
81
円
と
し
た
が
、
仕
切

り
コ
ス
ト
上
昇
で
今
回
は

２
円
値
上
げ
し
た
。

在
、
前
週
（
21
日
）
と
く

ら
べ
て
㍑
40
銭
値
下
が
り

か
、
10
〜
20
銭
値
上
が
り

し
た
。
軽
油
は
20
銭
〜
１

円
30
銭
値
上
が
り
し
た
。

灯
油
は
50
銭
〜
２
円
値
上

が
り
し
た
。

　
結
果
、
28
日
時
点
の
同

県
Ｓ
Ｓ
向
け
業
転
価
格

「
未
来
事
業
推

進
部
」
を
新
設

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
Ｈ
Ｄ

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
４
月
１
日
付
で

組
織
を
一
部
改
正
す
る

（
廃
止
は
３
月
31
日
付
）。

　「
未
来
事
業
推
進
部
」

を
設
置
す
る
。
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
の
一
環
と
し
て

検
討
し
て
き
た
革
新
的
な

事
業
ア
イ
デ
ア
を
事
業
化

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
実
に

実
行
す
る
た
め
の
組
織
と

し
て
新
設
す
る
。

　
事
業
企
画
部
を
廃
止

し
、
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
の
合
同
部
と
し
て
購

買
部
、
環
境
安
全
部
、
品

質
保
証
部
を
設
置
す
る
。

事
業
企
画
部
が
所
掌
す
る

購
買
、
環
境
安
全
、
品
質

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以

外
は
３
月
６
日
ま
で
適
用

円
40
銭
。
軽
油
（
引
取
税

別
）
は
63
円
で
80
銭
、
灯

油
は
63
円
70
銭
で
60
銭
上

が
っ
た
。
Ａ
重
油
は
62
円

50
銭
。

以
下
後
報

主
要
グ
ル
ー
プ
会

社
社
長
人
事
異
動

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
Ｈ
Ｄ

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
は
、
４
月
１
日
付

で
主
要
グ
ル
ー
プ
会
社
の

社
長
人
事
異
動
を
行
う
。

　
◎
Ｊ
Ｘ
リ
サ
ー
チ
▽
退

任
（
代
表
取
締
役
社
長
社

長
執
行
役
員
）
櫻
井
初
則

▽
代
表
取
締
役
社
長
社
長

執
行
役
員
（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ

ネ
ル
ギ
ー
取
締
役
常
務
執

行
役
員
環
境
安
全
部
・
品

質
保
証
部
・
中
央
技
術
研

究
所
管
掌
）
五
十
嵐
仁
一

◎
Ｊ
Ｘ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
▽
退
任
（
代
表
取
締
役

０
円
以
上
の
掲
出
が
み
ら

れ
る
が
、
全
県
域
の
一
部

に
転
嫁
不
足
が
目
立
っ
て

い
る
。
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ

Ｓ
も
１
３
０
円
割
れ
は
な

く
な
っ
た
も
の
の
、
安
値

掲
出
店
は
少
な
く
な
い
。

た
だ
フ
ル
Ｓ
Ｓ
の
適
正
マ

ー
ジ
ン
が
20
円
以
上
と
の

指
摘
が
あ
る
が
、
か
す
み

が
う
ら
市
、
つ
く
ば
市
、

土
浦
市
、
阿
見
町
に
は
１

４
７
〜
１
４
９
円
表
示
も

み
ら
れ
、
採
算
重
視
の
販

売
に
徹
し
て
い
る
Ｓ
Ｓ
も

の
地
区
で
は
１
３
０
円
割

れ
は
な
く
な
っ
た
。
た
だ

「
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
適
正
マ

ー
ジ
ン
は
15
円
以
上
だ

が
、
そ
こ
ま
で
達
し
て
い

な
い
店
が
少
な
く
な
い
。

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
も
１
４
０
円

台
に
乗
せ
な
け
れ
ば
採
算

割
れ
に
な
る
は
ず
で
、
水

戸
市
、
笠
間
市
、
北
茨
城

市
、
日
立
市
、
ひ
た
ち
な

か
市
、
龍
ヶ
崎
市
、
阿
見

町
に
は
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
１
４

青
森
県
民
生
協

　【
青
森
】
青
森
県
民
生

協
は
１
日
か
ら
定
期
配
送

な
ど
灯
油
価
格
を
㍑
２
円

引
き
上
げ
た
。
定
期
配
送

は
Ｈ
Ｔ
（
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
）
で
㍑
当
た
り
（
消
費

　【
仙
台
】
２
月
末
の
仙

台
地
区
の
石
油
製
品
の
油

槽
所
渡
し
は
、
初
旬
に
く

ら
べ
て
平
均
で
㍑
４
円
程

度
値
上
げ
し
て
い
る
。

　
油
種
別
に
み
る
と
、
中

心
値
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ

リ
ン
で
４
円
45
銭
上
が
っ

て
１
１
６
円
45
銭
、
軽
油

は
３
円
95
銭
上
が
っ
て
64

円
５
銭
、
灯
油
は
３
円
85

銭
上
が
っ
て
63
円
80
銭
と

な
っ
て
い
る
。

ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＝
コ
ス
モ

石
油
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
＝
コ
ス
モ

石
油
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

保
証
に
関
わ
る
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ

グ
ル
ー
プ
戦
略
の
企
画
・

立
案
機
能
を
担
う
。

　
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
一
体
で
取
り
組
む
体
制

に
す
る
こ
と
で
企
画
・
立

案
機
能
と
実
行
機
能
を
直

結
し
グ
ル
ー
プ
戦
略
を
推

進
す
る
た
め
、
人
事
部
を

合
同
部
化
す
る
。

　
改
革
推
進
部
を
廃
止
す

る
。
統
合
後
２
年
が
経
過

し
統
合
施
策
推
進
業
務
に

一
定
の
め
ど
が
つ
い
た
こ

と
か
ら
廃
止
す
る
。

さ
れ
る
価
格
だ
っ
た
」
と

語
る
。

は
、
ガ
ソ
リ
ン
で
安
値
１

１
２
円
80
銭
、
中
値
１
１

３
円
30
銭
、
高
値
１
１
５

円
60
銭
だ
っ
た
。
軽
油
は

安
値
62
円
50
銭
、
中
値
63

円
、
高
値
65
円
50
銭
だ
っ

た
。
灯
油
は
安
値
64
円
20

銭
、
中
値
64
円
70
銭
、
高

値
65
円
30
銭
だ
っ
た
。

　
県
内
の
あ
る
Ｓ
Ｓ
は

「
ガ
ソ
リ
ン
安
値
は
、
２

月
27
、
28
日
の
み
値
下
が

り
し
、
３
月
初
め
に
リ
セ

ッ
ト
さ
れ
、
値
上
が
り
す

社
長
社
長
執
行
役
員
）
倉

田
一
郎
▽
代
表
取
締
役
社

長
社
長
執
行
役
員
（
Ｊ
Ｘ

Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
締
役

副
社
長
執
行
役
員
社
長
補

佐
、
環
境
安
全
部
・
品
質

保
証
部
・
中
央
技
術
研
究

所
・
製
造
本
部
）
野
呂
隆

◎
Ｊ
Ｘ
ア
イ
テ
ィ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
▽
退
任
＝
顧
問

（
代
表
取
締
役
社
長
社
長

執
行
役
員
）
内
田
悟
▽
代

表
取
締
役
社
長
社
長
執
行

役
員
（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル

ギ
ー
取
締
役
常
務
執
行
役

員
監
査
部
・
内
部
統
制
部

・
事
業
改
革
推
進
部
・
Ｉ

Ｔ
戦
略
部
管
掌
）
忍
田
泰

彦
。

目
に
と
ま
る
」
と
話
す
Ｓ

Ｓ
店
主
の
声
も
聞
か
れ

る
。

　「
安
値
で
量
販
を
求
め

て
も
大
幅
に
増
伸
す
る
こ

と
は
な
い
。
適
正
マ
ー
ジ

ン
確
保
の
質
販
に
徹
す
る

こ
と
が
、
Ｓ
Ｓ
の
閉
鎖
に

歯
止
め
を
か
け
、
業
界
発

展
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
」

と
、
い
ぜ
ん
と
し
て
数
量

を
求
め
て
の
低
マ
ー
ジ
ン

販
売
を
続
け
る
Ｓ
Ｓ
の
販

売
姿
勢
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

地
場
業
者
は
多
い
。

税
込
み
）
は
83
円
、
ポ
リ

缶
は
85
円
と
な
る
ほ
か
、

店
頭
受
け
付
け
は
Ｈ
Ｔ
で

84
円
、
ポ
リ
缶
は
86
円
と

な
る
。

　
今
年
に
入
っ
て
定
期
配

送
の
Ｈ
Ｔ
は
１
月
１
日
２

円
下
げ
て
83
円
、
２
月
１

　
Ａ
重
油
は
３
円
90
銭
上

が
っ
て
62
円
、
ロ
ー
サ
ル

は
62
円
50
銭
と
な
っ
て
い

る
。

Ｃ
Ｅ
Ｐ
＝
コ
ス
モ
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
。
Ｕ
＝
ユ
ニ
ッ

ト
、
Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ
）。

　
◎
コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
▽
監
査
室
長
兼
内
部
監

査
Ｇ
長
（
内
部
監
査
Ｇ

長
）
畠
義
昌
▽
秘
書
室
秘

書
Ｇ
長
（
コ
ス
モ
石
油
ル

ブ
リ
カ
ン
ツ
出
向
）
佐
々

木
一
▽
経
営
企
画
部
計
画

Ｇ
長
（
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
出

向
）
境
剛
太
▽
経
営
企
画

部
業
革
推
進
Ｇ
長
（
Ｃ
Ｏ

Ｍ
営
業
企
画
部
企
画
Ｇ

長
）
夏
目
久
義
▽
事
業
開

発
部
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
Ｇ
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｃ
製
品
部

電
力
事
業
Ｇ
長
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ

経
営
管
理
Ｕ
企
画
管
理
部

海
外
技
術
協
力
セ
ン
タ
ー

長
）
平
塚
隆
介
▽
事
業
開

発
部
新
規
事
業
Ｇ
長
（
米

国
コ
ス
モ
石
油
出
向
）
稲

葉
繁
▽
関
連
事
業
統
括
部

関
連
事
業
Ｇ
長
（
関
連
事

業
統
括
部
関
連
事
業
Ｇ
）

菊
池
健
介
▽
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

部
Ｉ
Ｒ
Ｇ
長
（
財
務
部
財

務
Ｇ
長
）
長
野
慎
太
郎
▽

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
部
広
報
・
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
Ｇ
長
（
Ｃ
Ｏ

Ｃ
供
給
Ｕ
原
油
外
航
部
管

理
Ｇ
長
）
伊
達
英
理
子
▽

Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
部
総
括
Ｇ
長

兼
コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ

ル
ー
プ
企
業
倫
理
推
進
室

長
（
法
務
部
法
務
Ｇ
）
菊

池
敦
史
▽
法
務
総
務
部
法

務
Ｇ
長
兼
コ
ス
モ
エ
ネ
ル

ギ
ー
グ
ル
ー
プ
企
業
倫
理

推
進
室
兼
人
事
部
人
事
Ｇ

（
経
営
企
画
部
企
画
Ｇ
）

松
尾
亮
平
▽
法
務
総
務
部

総
括
Ｇ
長
（
法
務
部
法
務

Ｇ
長
兼
人
事
総
務
部
人
事

Ｇ
兼
コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー

グ
ル
ー
プ
企
業
倫
理
推
進

室
）
小
川
泰
史
。

　
▽
人
事
部
人
事
企
画
Ｇ

長
（
人
事
総
務
部
人
事

Ｇ
）
岩
瀬
雄
亮
▽
人
事
部

人
事
Ｇ
長
兼
コ
ス
モ
エ
ネ

ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ
企
業
倫

理
推
進
室
（
人
事
総
務
部

人
事
Ｇ
長
兼
コ
ス
モ
エ
ネ

ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ
企
業
倫

理
推
進
室
）
近
藤
誠
▽
人

事
部
労
政
・
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
Ｇ
長
兼
コ
ス
モ
エ
ネ

ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ
企
業
倫

理
推
進
室
（
人
事
総
務
部

労
政
・
総
務
Ｇ
長
）
舛
本

匡
秀
▽
人
事
部
採
用
・
教

育
Ｇ
長
（
経
理
部
予
算

Ｇ
）
福
留
詩
乃
▽
情
報
シ

　
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
で
か
す
み

が
う
ら
市
に
１
２
６
円
の

安
値
が
際
立
つ
が
、
ほ
か

ス
テ
ム
部
Ｉ
Ｔ
統
制
管
理

Ｇ
長
（
経
営
企
画
部
業
革

推
進
Ｇ
長
）
渡
邊
和
也
▽

財
務
部
財
務
Ｇ
長
兼
コ
ス

モ
松
山
石
油
出
向
兼
Ｃ
Ｏ

Ｃ
企
画
管
理
部
財
務
Ｇ
長

兼
Ｃ
Ｏ
Ｍ
総
務
部
財
務
Ｇ

長
（
財
務
部
財
務
Ｇ
兼
Ｃ

Ｏ
Ｃ
経
営
管
理
Ｕ
企
画
管

理
部
財
務
Ｇ
兼
Ｃ
Ｏ
Ｍ
総

務
部
財
務
Ｇ
）八
島
幸
子
。

　
◎
コ
ス
モ
石
油

　
▽
企
画
管
理
部
計
画
Ｇ

長
（
Ｃ
Ｅ
Ｈ
関
連
事
業
統

括
部
関
連
事
業
Ｇ
長
）
牧

野
隆
一
郎
▽
企
画
管
理
部

海
外
技
術
協
力
セ
ン
タ
ー

長
（
安
全
技
術
統
括
Ｕ
中

央
研
究
所
環
境
技
術
Ｇ

長
）
土
屋
祐
治
▽
安
全
環

境
品
質
保
証
部
安
全
環
境

統
括
Ｇ
長
（
製
造
Ｕ
千
葉

製
油
所
製
造
２
課
長
）
木

下
圭
二
▽
安
全
環
境
品
質

保
証
部
安
全
サ
ポ
ー
ト
Ｇ

長
（
安
全
技
術
統
括
Ｕ
安

全
環
境
統
括
部
安
全
総
括

Ｇ
）
渡
辺
敦
▽
安
全
環
境

品
質
保
証
部
品
質
統
括
Ｇ

長
（
安
全
技
術
統
括
Ｕ
研

究
部
品
質
統
括
Ｇ
長
）
田

中
晴
也
▽
研
究
部
研
究
企

画
Ｇ
長
（
安
全
技
術
統
括

Ｕ
中
央
研
究
所
石
油
化
学

Ｇ
長
）
渡
辺
克
哉
。

全
油
種
小
幅
上
げ

阪
神
業
転
市
況

　【
大
阪
】
阪
神
地
区
２

月
28
日
以
降
の
業
転
価
格

（
Ｓ
Ｓ
届
け
）
は
、
全
油

種
で
小
幅
の
上
昇
に
。
平

均
値
で
は
ガ
ソ
リ
ン
が
前

週
比
㍑
30
銭
高
の
１
１
５

４
月
１
日
付

　
◎
出
光
ラ
イ
オ
ン
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト

　
▽
出
光
ラ
イ
オ
ン
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト
複
合
材
料
研
究

所
副
所
長
兼
Ｐ
Ｐ
Ｓ
開
発

・
市
場
創
出
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
（
出
光
ラ
イ
オ
ン

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
販
売
部
担

当
部
長
エ
ン
プ
ラ
販
売
・

新
規
開
発
総
括
）
伊
賀
徹

▽
出
光
ラ
イ
オ
ン
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
複
合
材
料
研
究
所

副
所
長
（
出
光
ラ
イ
オ
ン

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
複
合
材
料

研
究
所
副
所
長
兼
Ｃ
Ａ
Ｌ

Ｐ
開
発
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ

ー
）
土
屋
行
宏
▽
出
光
ラ

イ
オ
ン
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
複

合
材
料
研
究
所
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｐ

開
発
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

（
出
光
ラ
イ
オ
ン
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
複
合
材
料
研
究
所

Ｐ
Ｐ
Ｓ
開
発
・
市
場
創
出

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
大

西
聡
▽
出
光
ラ
イ
オ
ン
コ

ン
ポ
ジ
ッ
ト
香
港
総
経
理

（
出
光
ラ
イ
オ
ン
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
上
海
総
経
理
）
石

村
裕
一
郎
▽
出
光
ラ
イ
オ

ン
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
上
海
総

経
理
（
出
光
ラ
イ
オ
ン
コ

ン
ポ
ジ
ッ
ト
販
売
部
大
阪

営
業
所
所
長
付
）
深
井
剛

史
▽
出
光
ラ
イ
オ
ン
コ
ン

ポ
ジ
ッ
ト
タ
イ
社
長
（
出

光
ラ
イ
オ
ン
コ
ン
ポ
ジ
ッ

ト
香
港
総
経
理
）
塩
谷
康

弘　
◎ 

Ｐ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン

　
▽
Ｐ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
研
究

開
発
部
副
部
長
兼
開
発
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
（
Ｐ
Ｓ

ジ
ャ
パ
ン
研
究
開
発
部
副

部
長
兼
共
通
基
盤
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
）
立
松
裕
章

　
◎
出
光
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ジ
ン
グ

　
▽
出
光
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ジ
ン
グ
北
海
道
販
売
課
長

（
出
光
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ

ン
グ
東
海
北
陸
販
売
課

長
）
山
口
和
宏
▽
出
光
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
関
東

第
一
販
売
課
長
（
出
光
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
南
関

東
販
売
課
長
）
細
井
睦
弘

▽
出
光
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ

ン
グ
関
東
第
二
販
売
課
長

（
出
光
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ

ン
グ
北
関
東
販
売
課
長
）

坂
口
隆
洋
▽
出
光
ス
ー
パ

ー
バ
イ
ジ
ン
グ
中
国
販
売

課
長
（
出
光
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ジ
ン
グ
中
国
四
国
販
売

課
長
）
大
岡
勇
明
▽
出
光

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
関

東
第
二
販
売
課
（
出
光
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
南
関

東
販
売
課
）
梶
田
実
▽
出

光
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ

中
部
販
売
課
（
出
光
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
関
西
販

売
課
）
桜
井
克
彦
▽
出
光

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ン
グ
関

西
販
売
課
（
出
光
ス
ー
パ

ー
バ
イ
ジ
ン
グ
中
国
四
国

販
売
課
）
西
川
昌
孝

　
◎
沖
縄
出
光

　
▽  

沖
縄
出
光
取
締
役
統

括
部
長
兼
販
売
部
長
（
沖

縄
出
光
取
締
役
統
括
部

（
ア
ポ
ロ
タ
イ
副
社
長
）

須
藤
英
輝

　
◎
出
光
ル
ブ
ベ
ト
ナ
ム

　
▽ 

出
光
ル
ブ
ベ
ト
ナ
ム

副
社
長
（
出
光
ル
ブ
ベ
ト

ナ
ム
）
河
崎
厚

　
◎
出
光
電
子
材
料
韓
国

　
▽
出
光
電
子
材
料
韓
国

取
締
役
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ

ー
ト
担
当
（
出
光
電
子
材

料
韓
国
取
締
役
カ
ス
タ
マ

ー
サ
ポ
ー
ト
担
当
兼
技
術

サ
ポ
ー
ト
担
当
）
佐
山
博

一
▽
出
光
電
子
材
料
韓
国

技
術
サ
ポ
ー
ト
担
当
部
長

（
出
光
電
子
材
料
韓
国
技

術
サ
ポ
ー
ト
部
長
）
齊
藤

博
之

　
◎
台
塑
出
光
特
用
化
学

品
股
份
有
限
公
司

　
▽
台
塑
出
光
特
用
化
学

品
股
份
有
限
公
司
販
売
業

務
部
長
（
台
塑
出
光
特
用

化
学
品
股
份
有
限
公
司
）

大
和
田
貴
紀
。

長
）
松
本
光
裕

　
◎
出
光
グ
リ
ー
ン
パ
ワ

ー　
▽
出
光
グ
リ
ー
ン
パ
ワ

ー
常
務
取
締
役
兼
供
給
部

長
（ 

出
光
グ
リ
ー
ン
パ
ワ

ー
常
務
取
締
役
）
藤
本
英

行
▽
出
光
グ
リ
ー
ン
パ
ワ

ー
営
業
部
長
（
出
光
グ
リ

ー
ン
パ
ワ
ー
供
給
部
長
）

板
坂
太
一

　
◎
出
光
ル
ブ
テ
ク
ノ

　
▽
出
光
ル
ブ
テ
ク
ノ
社

長
兼
京
浜
事
業
所
長
兼
安

全
環
境
室
長
兼
業
務
部
長

（
出
光
ル
ブ
テ
ク
ノ
社
長

兼
総
務
部
長
）
鈴
木
忠

　
◎
恵
州
出
光
潤
滑
油
有

限
公
司

　
▽
恵
州
出
光
潤
滑
油
有

限
公
司
副
総
経
理
（
恵
州

出
光
潤
滑
油
有
限
公
司
）

上
田
文
昭

　
◎
ア
ポ
ロ
（
タ
イ
）

　
▽
ア
ポ
ロ
タ
イ
社
長

出
光
興
産 

固
有
部
門 
人
事

　【
水
戸
】
元
売
仕
切
り
が
３
週
連
続
し
て
引
き
上
が
り
、
上
げ
幅
は
ガ
ソ
リ
ン
で
㍑
４
円

に
な
っ
た
。
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
転
嫁
に
取
り
組
む
茨
城
県
内
Ｓ
Ｓ
は
増
え
た
が
、
一
部
に
低
マ

ー
ジ
ン
で
販
売
を
続
け
る
Ｓ
Ｓ
が
目
立
ち
、
採
販
に
取
り
組
む
地
場
業
者
の
上
げ
場
面
の
値

上
げ
完
達
を
阻
害
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

プラッツ
ウィークリー・サマリー

毎週火曜日掲載
週間取引概要
（2019.2.25~3.1）

プラッツ eWindow 成約概況（陸上）
成約日時 商　品 数量 出荷地 価　格 税込価格
2月27日 ガソリン 50 神奈川 60,800 114,600

2月27日 ガソリン 50 神奈川 60,800 114,600

2月27日 ガソリン 50 神奈川 60,800 114,600

2月27日 ガソリン 50 神奈川 60,800 114,600

2月27日 ガソリン 50 神奈川 60,800 114,600

2月28日 ガソリン 50 神奈川 61,000 114,800

2月28日 ガソリン 50 神奈川 61,000 114,800

2月28日 ガソリン 50 神奈川 61,000 114,800

2月28日 ガソリン 50 神奈川 61,000 114,800

2月28日 ガソリン 50 神奈川 61,000 114,800

成約日時 商　品 数量 出荷地 価　格 税込価格
3月1日 ガソリン 50 神奈川 60,900 114,700

3月1日 ガソリン 50 神奈川 60,900 114,700

3月1日 軽油 50 神奈川 64,000

3月1日 軽油 50 神奈川 64,000

3月1日 軽油 50 神奈川 64,000

3月1日 軽油 50 神奈川 64,000

プラッツ eWindow 成約概況（海上）
成約日時 商　品 数量 出荷地 出荷期間 価　格

－ － － － － －

(過去１週間：月～金）

(単位：数量は㎘，価格は円/㎘）

プラッツ陸上価格
神奈川 千　葉 中　京 阪　神

ガソリン 60,900 1,900 60,900 1,900 58,900 900 58,600 1,400

灯　油 62,000 900 62,000 900 62,000 900 62,000 1,400

軽　油 64,000 2,500 64,000 2,500 63,300 1,900 63,300 2,100

Ａ重油 61,500 1,600 61,500 1,600 61,300 900 61,000 1,800

ＬＳＡ重油 62,000 1,600 62,000 1,600 62,100 900 61,500 1,800

(金曜日価格、前週比）

(単位：円/㎘）

(金曜日価格、前週比）

プラッツ海上価格 LC1（3月前半渡し）
東京湾 中　京 阪　神 大　西

ガソリン 57,000 800 57,000 800 57,000 800 57,000 800

灯　油 62,600 1,000 62,600 1,000 62,100 1,000 60,600 800

軽　油 63,500 1,600 63,500 1,600 63,500 1,600 63,500 1,600

Ａ重油 60,800 1,500 60,800 1,500 60,800 1,500 60,800 1,500

ＬＳＡ重油 61,300 1,500 61,500 1,500 61,300 1,300 61,300 1,500

(単位：円/㎘）

プラッツ・ウィークリー・コメンタリー
陸上市況：月替
わりのタイミン
グで、価格競争
による下落圧力
が緩和された結
果、相場は油種
を問わず上昇し
た。市況の悪化
が目立っていた
阪神でも、価格
は大きく上がっ
ている。ただし
価格上昇前に発
生した仮需の反
動があり、足元
では販売が低迷
しているとの指摘も多かった。またバージガソリン３月限の納会値が安かったため、今後、先物
の現受け玉が競争力を持つ可能性もある。ＭＯＰＳ92ＲＯＮの市況は改善しており（上記グラフ
参照）、１日時点のクラック・スプレッドは†1.75㌦をつけた。２月21日にＭＯＰＳがドバイ原油
を上回ってから、スプレッドはプラス圏を維持している。
海上市況：ガソリンは大手元売が２月28日、イーウィンドウ上にビッドを置いたものの、スポッ
ト販売枠が限られていることから売り手は不在だった。１日時点のクラック・スプレッドは♂１
万300円をつけた一方、ＭＯＰＳ92ＲＯＮのそれは†1.75㌦にとどまった（上記グラフ参照）。こ
のため、国内市況は十分維持されているとの見方が出ている。灯油はエリアによって、需給バラ
ンスにバラつきがあるという。東京湾では、一部の製油所で出荷が滞っているため浮遊玉がなく、
バージ灯油４月限を下回る売りは出ていない。一方、西日本では温暖な気候が続いたことから需
要がとくに弱く、価格は「東高・西安」で推移している。 （無断転載を禁ずる）

　プラッツ日本石油製品価格アセスメント説明会のご案内（東京）
　プラッツは日本石油製品価格アセスメントについて説明会を毎月１回開催しております。具体
的にはプラッツ日本国内石油製品メソドロジーの特徴、MOCとeWindowの概念と役割、アセス
メントの決め方などについて説明します。次の開催日は３月12日、４月11日、５月21日の午後４
時～５時、場所はプラッツ東京オフィスの会議室、参加費は無料です。詳細と登録に関しては
naoko.suzuki@spglobal.comまで。
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（注）価格の単位はガソリン・灯油ともに㎘当たり円。ガソリンはガソリン税㎘53,800円を除く。ガソリ
ン・灯油は製油所（油槽所）渡しバージ価格。出来高の単位は枚。1枚は100㎘。価格は「日中取引」分。

プラッツドバイ原油・バージガソリン・灯油・軽油先物取引価格
2019年
3月1日

プラッツドバイ原油
3月限 4月限 5月限 6月限 7月限 8月限

始　　値 46,190 46,030 45,680 45,460 45,100 44,790 
高　　値 46,760 46,500 46,220 45,970 45,630 45,310 
安　　値 46,180 46,010 45,680 45,440 45,100 44,790 
終　　値 46,700 46,500 46,220 45,930 45,630 45,290 
前 日 比 740 780 800 760 810 -
出 来 高 164 188 93 266 2,145 783 
2019年
3月1日

バ ー ジ ガ ソ リ ン
4月限 5月限 6月限 7月限 8月限 9月限

始　　値 55,230 55,790 56,400 56,350 56,080 56,000 
高　　値 56,000 56,560 57,180 57,110 56,900 56,760 
安　　値 55,220 55,750 56,400 56,300 56,070 55,980 
終　　値 56,000 56,560 57,180 57,110 56,900 56,760 
前 日 比 1,010 1,120 1,110 1,040 1,090 1,090 
出 来 高 16 38 47 80 318 460 
2019年
3月1日

バ ー ジ 灯 油
4月限 5月限 6月限 7月限 8月限 9月限

始　　値 62,210 62,340 62,150 61,920 61,350 61,290 
高　　値 62,600 62,660 62,670 62,280 61,830 61,800 
安　　値 62,210 62,340 62,150 61,870 61,340 61,290 
終　　値 62,600 62,660 62,670 62,150 61,740 61,730 
前 日 比 660 800 900 800 670 770 
出 来 高 7 3 4 17 120 203 
2019年
3月1日

バ ー ジ 軽 油
4月限 5月限 6月限 7月限 8月限 9月限

始　　値 - - - - - -
高　　値 - - - - - -
安　　値 - - - - - -
終　　値 - - - - - -
前 日 比 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 
出 来 高 - - - - - -

（注）価格の単位はガソリン・灯油ともに㎘当たり円。ガソリンはガソリン税㎘53,800円を除く。いず
れも名古屋市潮見ふ頭および飛鳥村での油槽所渡し価格。出来高の単位は枚。１枚は10㎘。

中京ローリーガソリン・灯油先物取引価格
2019年
3月1日

中京石油市場ガソリン
4月限 5月限 6月限 7月限 8月限 9月限

始　　値 59,500 59,600 - 57,700 57,600 -
高　　値 59,500 59,600 - 58,290 58,090 -
安　　値 59,500 59,600 - 57,700 57,600 -
終　　値 59,500 59,600 - 58,290 58,090 -
前 日 比 550 700 0 590 490 0 
出 来 高 1 1 - 2 2 -
2019年
3月1日

中 京 石 油 市 場 灯 油
4月限 5月限 6月限 7月限 8月限 9月限

始　　値 - - - - - -
高　　値 - - - - - -
安　　値 - - - - - -
終　　値 - - - - - -
前 日 比 0 0 0 0 0 0 
出 来 高 - - - - - -

茨城県地場業者

根
強
い
安
値
量
販
に
憤
り

「
値
上
げ
完
達
の
阻
害
要
因
」

仙
台
地
区

油
槽
所
渡
し 

２
月
末
値
上
が
り

初
旬
か
ら
４
円
程
度
上
昇

コ
ス
モ
エ
ネ
ル
ギ
ー

グ

ル

ー

プ 

人
事
異
動

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
転
嫁
は
増
加

灯
油
配
送
２
円
上
げ



  

(３) 第２０４２１号 （第三種郵便物認可） 平成３１年（２０１９年）３月５日 （火曜日）

　
ア
ス
ト
モ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
１
日
、
３
月
の
仕
切

価
格
を
発
表
し
た
。

　
為
替
前
月
末
締
め
の
ア

ス
ト
モ
ス
プ
ロ
パ
ン
は
前

月
比
㌧
当
た
り
３
３
０
０

円
の
値
上
げ
、
ア
ス
ト
モ

ス
ブ
タ
ン
・
オ
ー
ト
ガ
ス

は
６
４
０
０
円
の
値
上
げ

と
し
た
。

　
バ
ン
カ
ー
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
分
は
プ
ラ
ス
２
０
０
円

だ
っ
た
。

　
－
－
－
１
月
の
次
期
社
長
披
露
の

場
で
「
会
社
の
精
神
を
引
き
継

ぐ
」
と
表
明
し
た

　
地
域
密
着
の
会
社
な
の
で
、
お

客
さ
ま
第
一
の
姿
勢
は
こ
れ
か
ら

も
絶
対
条
件
。
私
は
以
前
、
既
存

客
を
担
当
す
る

カ
ス
タ
マ
ー
サ

ー
ビ
ス
に
い
た

こ
と
も
あ
り
、

長
年
「
シ
ャ
イ

ニ
ン
グ
の
○
○

さ
ん
」
と
呼
ん

で
も
ら
っ
て
い

る
人
を
大
切
に

し
、
親
し
い
関

係
を
続
け
て
い

く
こ
と
は
必
要

不
可
欠
―
と
強
く
考
え
る
。
一
方

で
変
え
て
い
く
部
分
も
あ
る
。
わ

が
社
の
社
訓
に
「
リ
ス
ク
を
恐
れ

ず
挑
戦
す
る
心
」
が
あ
る
。
今
回

の
人
事
は
ま
さ
に
社
訓
通
り
の
大

き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
当
然
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
る
が
、
期
待
と
信
頼

に
応
え
た
い
気
持
ち
が
強
い
。
大

和
久
会
長
に
は
今
も
身
近
で
常
時

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
活
か
し
て
社
訓
通
り
果
敢

に
挑
戦
し
て
い
く
」。

　
－
－
－
挑
戦
の
第
一
歩
は

　
社
内
組
織
を
刷
新
し
た
。
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
担
当
す
る
営
業
第
１
部
、

中
心
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
を
は
じ

め
太
陽
光
・
介
護
事
業
の
部
署
を

集
約
し
た
営
業
第
２
部
の
２
営
業

部
制
に
移
行
し
た
。
従
来
の
部
署

単
独
だ
と
人
数
の
点
か
ら
手
が
回

り
切
ら
な
か
っ
た
部
分
を
補
う
効

果
が
得
ら
れ
る
は
ず
だ
。

　
－
－
－
〝
人
繰
り
〞
と
い
う
側
面

で
は
配
送
合
理
化
な
ど
も
課
題
に

な
る
か

　
空
前
の
人
手
不
足
、
働
き
方
改

革
も
見
据
え
、
配
送
に
限
ら
ず
効

率
化
・
合
理
化
を
一
層
進
め
て
い

く
こ
と
は
一
番
の
課
題
。
自
動
検

針
、
安
全
性
確
保
は
も
と
よ
り
新

サ
ー
ビ
ス
を
付
加
で
き
る
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
の
推
進
な
ど
は
業
界

の
大
き
な
潮
流
だ
が
、
投
資
効
果

を
得
ら
れ
る
か

見
極
め
て
検
討

す
る
必
要
が
あ

る
。
新
し
い
試

み
は
い
ず
れ
も

同
じ
だ
。
経
営

の
部
分
は
私
と

常
務
取
締
役

（
髙
井
大
助

氏
、
山
岸
恵
子

氏
）
が
中
心
に

な
る
が
、
留
任

取
締
役
の
小
杉

吉
昭
保
安
部
部

長
は
も
ち
ろ
ん

新
取
締
役
も
社

歴
、
年
齢
は
近

い
が
私
の
先
輩

ば
か
り
。
そ
れ

ぞ
れ
の
道
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
で
頼
り
に

な
る
。
綿
密
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と

り
、
舵
を
取
っ

て
い
く
。

　
佐
久
間
武
（
さ
く
ま
・
た
け
る
）

氏
＝
１
９
７
６
年
生
ま
れ
。
千
葉
県

出
身
。
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
３
児
（
７

歳
、
５
歳
、
７
カ
月
）
の
父
。「
前

部
署
は
太
陽
光
を
扱
っ
て
い
た
が
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
子
供
を
持
つ
世

代
の
新
規
顧
客
が
多
く
、
共
通
の
話

題
で
共
感
で
き
会
話
の
き
っ
か
け
づ

く
り
に
と
て
も
助
か
っ
た
」。
前
職

は
第
３
営
業
部
課
長
。

　
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
千
葉
県
船
橋
市
）
が
先
頃
開
催
し
た
取
締
役
会
で
、
佐
久
間
武
氏

が
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
で
注
目
さ
れ
た
。
佐
久
間
氏
を
は
じ
め
新
任
９
人

の
役
員
は
す
べ
て
40
代
だ
。
前
社
長
の
大
和
久
正
人
取
締
役
会
長
は
「
私
と
血
縁
は
な
い
が
、
信

頼
の
厚
い
人
間
を
選
抜
し
た
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。
２
月
１
日
の
就
任
か
ら
約
１
カ
月
経
過
、
新

社
長
に
今
の
思
い
を
聞
い
た
。

佐
久
間
武
社
長

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

　
同
事
業
は
、
現
状
す
で

に
存
在
す
る
認
定
要
件
に

合
致
し
た
ス
タ
ン
ド
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

今
後
同
様
の
施
設
を
全
国

に
増
や
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　
背
景
に
は
、
自
治
体
や

事
業
体
の
一
部
が
ス
タ
ン

ド
の
堅
牢
さ
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
災
害
時
の
供
給
安
定
性

を
評
価
し
、
国
土
強
じ
ん

化
政
策
強
化
の
た
め
に
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
車
を
導
入
す
る
動

き
が
あ
る
。
自
立
型
ス
タ

ン
ド
普
及
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
で
災
害
時
の
地
域

交
通
機
関
の
維
持
に
努

め
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド

の
社
会
的
信
用
を
一
層
高

め
て
い
く
。

　
予
定
さ
れ
て
い
る
同
制

度
の
申
請
資
格
要
件
は
次

の
通
り
（
ほ
か
に
認
定
証

発
行
、
周
知
用
ロ
ゴ
マ
ー

ク
使
用
な
ど
に
か
か
わ
る

費
用
も
納
入
）。

　
①
停
電
時
に
も
発
電
機

に
よ
る
給
電
で
操
業
が
可

能
な
Ａ
〜
Ｃ
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
能
力
の
発
電

機
を
保
有
し
、
住
民
拠
点

Ｓ
Ｓ
な
ど
を
活
用
す
る
こ

と
で
発
電
機
燃
料
の
確
保

が
可
能
な
ス
タ
ン
ド

　
▽
Ａ
＝
完
全
自
立
型

（
全
負
荷
が
通
常
と
同
じ

く
稼
動
で
き
る
）

　
▽
Ｂ
＝
標
準
自
立
型

（
受
け
入
れ
時
に
は
払
出

不
可
）

　
▽
Ｃ
＝
準
自
立
型
（
払

出
は
可
能
）。

　
②
停
電
時
に
お
い
て
自

家
発
電
設
備
が
正
常
に
作

動
す
る
よ
う
、
平
時
か
ら

定
期
点
検
を
行
う
。

　
③
年
に
１
度
は
停
電
時

を
想
定
し
た
操
業
訓
練
を

行
い
、
状
況
写
真
を
添
付

し
た
訓
練
報
告
書
を
提

出
。

　
操
業
訓
練
で
は
、
発
電

機
を
単
に
稼
働
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
発
電
機
に
系

統
を
切
り
替
え
て
電
灯
や

ポ
ン
プ
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
な
ど
を
始
動
さ
せ
て
充

填
な
ど
が
可
能
な
状
態
か

ど
う
か
な
ど
を
確
認
す
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

　
財
務
省
の
１
月
Ｃ
Ｉ
Ｆ

（
運
賃
・
保
険
料
込
み
着

値
）
速
報
に
よ
る
と
、
一

般
用
プ
ロ
パ
ン
は
前
月
比

８
１
４
５
円
安
の
５
万
２

９
７
７
円
、
一
般
用
ブ
タ

ン
４
９
６
９
円
安
の
５
万

７
４
６
３
円
だ
っ
た
。
為

替
は
１
㌦
３
円
79
銭
安
の

１
０
９
円
35
銭
。

　
一
般
用
プ
ロ
パ
ン
総
輸

入
量
は
１
１
６
％
の
96
万

４
２
４
７
㌧
で
、
米
国
が

９
割
を
超
え
る
87
万
４
１

５
３
㌧
と
な
っ
た
。
ほ
か

は
Ｕ
Ａ
Ｅ
（
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
）
４
万
４
８
９
１

㌧
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
１

万
４
４
１
３
㌧
な
ど
。
２

０
１
８
年
下
半
期
は
、
米

国
産
は
10
月
が
57
万
５
３

１
５
㌧
、
11
月
が
45
万
６

８
１
８
㌧
、
12
月
が
67
万

６
０
１
６
㌧
。
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
は
10
月
が
２
万
２

１
３
４
㌧
、
11
月
が
６
万

８
８
７
６
㌧
、
12
月
が
２

万
７
９
７
㌧
と
な
っ
た
。

　
サ
イ
サ
ン
は
先
頃
、
本

社
で
入
居
開
栓
時
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目
的
に
第
７

回
「
は
じ
め
ま
し
て
ガ
ス

ワ
ン
で
す
」
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
た
。
最
優
秀
賞

に
は
北
関
東
支
店
宇
都
宮

営
業
所
の
飯
村
綾
香
氏
、

優
秀
賞
に
は
東
北
支
店
潟

上
営
業
所
の
金
野
輝
喜
氏

と
中
部
支
店
瀬
戸
営
業
所

の
田
村
洋
介
氏
、
敢
闘
賞

５
人
が
入
賞
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
〝
都
市
ガ
ス

を
利
用
し
た
事
し
か
な
い

お
客
さ
ま
が
中
古
住
宅
に

ご
入
居
に
な
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
入
居
開
栓
〞。

お
客
さ
ま
が
抱
い
て
い
る

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
対
す
る
不
安

を
保
安
業
務
、
周
知
、
料

金
体
系
や
支
払
方
法
な
ど

を
確
実
に
伝
え
る
こ
と
で

解
消
し
「
ガ
ス
ワ
ン
で
良

か
っ
た
」
と
思
え
る
入
居

開
栓
を
目
指
し
て
社
員
の

ス
キ
ル
平
準
化
を
目
的
と

し
た
。

　
前
回
か
ら
４
年
ぶ
り
の

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
で
欠
席
者
も
出

る
な
か
で
の
開
催
と
な
っ

た
。
今
回
は
①
保
安
業
務

や
料
金
な
ど
の
基
本
事
項

②
ガ
ス
会
社
の
自
己
紹
介

や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
説
明
③
サ

ー
ビ
ス
の
相
違
点
に
つ
い

て
お
客
さ
ま
の
不
安
を
取

り
除
き
、
て
い
ね
い
な
案

内
が
で
き
た
か
－
な
ど
を

審
査
対
象
と
し
た
。
ま
た

時
間
は
20
分
、
基
準
範
囲

外
は
各
減
点
。

　
今
回
も
予
選
会
を
勝
ち

抜
い
た
支
店
お
よ
び
グ
ル

ー
プ
会
社
の
代
表
８
人
が

集
ま
り
、
主
婦
役
を
相
手

に
日
々
の
研
さ
ん
の
成
果

を
競
っ
た
。
審
査
は
審
査

委
員
長
の
川
本
武
彦
社

長
、
川
本
知
彦
副
社
長
の

ほ
か
２
人
と
社
内
か
ら
女

性
審
査
員
２
人
を
加
え
、

よ
り
お
客
さ
ま
の
視
線
に

立
っ
た
審
査
を
行
っ
た
。

　
審
査
員
の
講
評
で
川
本

副
社
長
は
「
全
体
的
に
レ

ベ
ル
が
高
か
っ
た
が
優
秀

賞
の
金
野
さ
ん
は
、
ほ
か

の
具
体
的
例
を
あ
げ
て
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
。

ほ
か
に
も
テ
ン
ポ
が
良
か

っ
た
人
、
地
域
の
情
報
も

提
供
し
て
お
客
さ
ま
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
て
い
た
人
な
ど
、
大

変
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
一

人
ひ
と
り
が
ガ
ス
ワ
ン
ブ

ラ
ン
ド
を
体
現
、
安
全
・

安
心
を
お
客
さ
ま
に
届

け
、
お
客
さ
ま
に
一
番
近

い
み
な
さ
ん
が
、
お
客
さ

ま
と
の
好
縁
関
係
を
結
ぶ

こ
と
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由

化
の
具
現
化
に
つ
な
が
る

の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か

け
た
。

　
審
査
委
員
長
の
川
本
武

彦
社
長
は
「
当
コ
ン
テ
ス

ト
は
第
一
印
象
が
重
要
な

こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
お
客
さ
ま
に
と

っ
て
は
初
め
て
ガ
ス
ワ
ン

に
接
す
る
機
会
な
の
で
、

そ
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
お

客
さ
ま
に
取
引
し
て
も
ら

　
ザ
・
ト
ー
カ
イ
郡
山
支

店
は
２
月
27
日
、
福
島
県

　
ミ
ラ
イ
フ
（
本
社
東
京

都
墨
田
区
・
椎
名
忠
聡
社

　【
金
沢
】
ア
ス
ト
モ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
北
陸
支
店

（
星
康
嗣
支
店
長
）
の
販

促
活
動
推
進
会
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ

陸
燈
会
（
道
吉
哲
也
会

郡
山
市
内
で

新
事
務
所

（
郡
山
市
安

積
町
長
久
保

３

－

８

－

１
）
の
竣
工

式
を
開
催
し

た
。
３
月
11

日
か
ら
営
業

を
開
始
す

る
。
２
階
建

て
事
務
所

（
延
べ
面
積
３
７
３
平
方

㍍
）
の
屋
上
に
は
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
し
た
ほ

か
、
空
調
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
製
Ｇ
Ｈ
Ｐ
13
馬
力
と
10

馬
力
を
１
台
ず
つ
設
け

た
。

　
竣
工
式
で
小
栗
勝
男
ザ

・
ト
ー
カ
イ
社
長
は
「
当

支
店
は
１
９
９
２
年
に
福

島
高
圧
ガ
ス
と
合
併
し
て

設
立
さ
れ
、
当
初
は
福
島

支
店
鏡
石
営
業
所
の
名
称

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
社

長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
都
内

の
ホ
テ
ル
で
２
０
１
８
Ｈ

Ｏ
Ｔ
な
贈
り

物
抽
選
会
を

開
い
た
（
写

真
）。

　
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
今

回
で
26
回
目

を
迎
え
た
。

今
年
度
は
近

年
の
ガ
ス
・

住
宅
機
器
が

ど
れ
だ
け
便

利
に
な
っ
た

か
を
「
毎
日

長
）
は
先
頃
、
金
沢
市
内

で
定
例
会
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
道
吉
会
長
は

「
重
点
商
品
、
住
宅
設

備
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
販
売

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

社
員
教
育
を
徹
底
す
る
う

え
で
、
会
と
し
て
正
し
い

知
識
や
聞
き
や
す
い
ト
ー

ク
を
身
に
つ
け
て
も
ら
え

る
よ
う
に
役
立
ち
た
い
」

の
拠
点
は
関
東
一
帯
か
ら

九
州
圏
に
至
る
ま
で
、
約

60
万
件
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費

者
件
数
を
持
つ
。
全
国
支

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
住
ま
い

の
ス
グ
レ
モ
ノ
」「
毎
日

を
快
適
に
す
る
ス
グ
レ
モ

ノ
」
と
し
て
、
Ｑ
＆
Ａ
方

式
で
紹
介
、
お
し
ゃ
れ
に

楽
し
く
快
適
に
生
活
し
て

い
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
構
成
と
し
た
。

　
カ
タ
ロ
グ
は
27
万
部
を

配
布
。
２
４
１
店
が
参
加

し
た
。
抽
選
券
応
募
数
は

２
０
６
０
件
、
ア
ン
ケ
ー

ト
応
募
件
数
は
２
５
７
７

件
と
な
っ
た
。

　
抽
選
会
を
前
に
あ
い
さ

つ
し
た
椎
名
社
長
は
「
当

と
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
平
國
龍
太
ア

ス
ト
モ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
東

北
所
長
が
社
員
教
育
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
た
。
平

國
所
長
は
「
研
修
効
果
を

上
げ
る
に
は
、
習
っ
た
こ

と
を
人
に
教
え
る
こ
と
。

受
講
者
が
会
議
で
発
表
す

る
、
後
輩
に
教
え
る
な
ど

の
機
会
を
つ
く
ろ
う
」
と

店
の
な
か
で
も
郡
山
支
店

は
と
く
に
顧
客
数
を
伸
ば

し
て
お
り
現
在
１
万
４
０

０
０
件
ま
で
拡
大
し
て
い

る
。
今
年
５
月
に
は
新
元

号
を
迎
え
る
が
、
新
時
代

に
即
し
た
提
案
を
し
て
い

く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
展
開

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
今
回
で

26
回
目
を
迎
え
た
。
今
後

も
お
客
さ
ま
と
の
絆
づ
く

り
の
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
、

Ｈ
Ｏ
Ｔ
な
贈
り
物
カ
タ
ロ

グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
積
極

的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

抽
選
に
当
選
し
た
お
客
さ

ま
に
は
直
接
、
当
選
し
た

と
声
を
か
け
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る

こ
と
で
、
販
売
店
さ
ん
が

お
客
さ
ま
か
ら
日
常
の
相

談
ご
と
を
さ
れ
る
よ
う
な

関
係
づ
く
り
の
一
助
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　
協
賛
メ
ー
カ
ー
を
代
表

し
て
白
木
英
行
リ
ン
ナ
イ

執
行
役
員
営
業
本
部
関
東

支
社
支
社
長
は
「
毎
回
、

助
言
。
ア
ス
ト
モ
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
の
研
修
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
を
案
内
し
、
直
売
営

業
所
長
な
ど
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
初
級
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研

修
」
や
出
前
・
個
別
研
修

な
ど
の
活
用
を
勧
め
た
。

　
続
い
て
同
支
店
の
橋
爪

健
社
員
が
今
年
の
販
促
活

動
の
テ
ー
マ
「
つ
な
ぐ
架

け
橋
活
動
〜
新
た
な
関
係

づ
く
り
〜
」
を
発
表
。
新

施
策
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

（
ア
プ
リ
）
の
活
用
、
見

守
り
サ
ー
ビ
ス
や
か
け
つ

け
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
な
ど

を
説
明
し
た
。
最
後
に
星

支
店
長
が
「
Ｓ
Ｓ
の
繁
盛

店
で
は
教
育
す
る
、
教
え

て
も
ら
う
、
や
っ
て
み

る
、
で
き
る
よ
う
に
な

る
、
教
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
〝
教
育
連
鎖
〞

に
取
り
組
ん
で
い
た
」
と

人
材
教
育
の
大
切
さ
を
語

っ
た
。
ま
た
４
月
１
日
付

で
ア
ス
ト
モ
ス
リ
テ
イ
リ

ン
グ
本
社
へ
異
動
に
な
っ

た
と
伝
え
た
。

す
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ

総
顧
客
件
数
は
約
２
９
０

万
件
。
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
あ
る
当
支
店
も

２
０
２
０
年
を
メ
ド
に
、

現
在
の
２
倍
相
当
と
な
る

顧
客
総
数
３
万
件
を
早
期

達
成
す
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
決
意
表
明
し
た
。

宇
都
宮
営
業
所

長
に
定
永
氏

パ

ロ

マ

人
事
異
動

　【
名
古
屋
】
パ
ロ
マ
は

人
事
異
動
を
発
表
し
た
。

　
▽
北
関
東
支
店
宇
都
宮

営
業
所
長
（
南
関
東
支
店

　
来
賓
と
し
て
阿
部
達
朗

ア
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
社

長
、
松
下
将
実
矢
崎
エ
ナ

ジ
ー
シ
ス
テ
ム
東
北
営
業

部
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

鹿
目
寿
会
津
ガ
ス
専
務
の

乾
杯
発
声
で
歓
談
に
移
っ

た
。
阿
部
社
長
は
「
ザ
・

ト
ー
カ
イ
さ
ん
と
は
約
20

年
の
取
引
が
あ
り
、
お
互

え
る
こ
と
へ
の
感
謝
や
、

末
永
く
つ
き
あ
っ
て
も
ら

う
と
い
う
気
持
ち
が
自
然

と
出
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
今
回
は
全
選
手
が

審
査
員
の
１
位
を
獲
得
し

て
お
り
、
今
ま
で
の
コ
ン

紙
面
が
充
実
し
て
い
る
カ

タ
ロ
グ
で
ガ
ス
機
器
を
上

手
に
提
案
し
て
お
り
、
26

年
と
い
う
歴
史
を
も
つ
ほ

か
に
類
を
見
な
い
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
感
じ
て
い
る
。

国
内
の
住
宅
、
リ
フ
ォ
ー

ム
市
場
が
前
年
割
れ
と
な

る
な
か
で
、
各
メ
ー
カ
ー

の
研
修
施
設
な
ど
も
活
用

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
み

な
さ
ま
と
一
緒
に
一
つ
ひ

と
つ
て
い
ね
い
商
品
を
売

っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
懇
親
会
で
は
、
肥
田
野

信
幸
（
肥
田
野
商
店
）
社

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
木
内

正
義
（
弥
六
商
店
）
代
表

取
締
役
の
中
締
め
で
閉
会

し
た
。

い
苦
楽
を
と
も
に
し
な
が

ら
伸
び
て
き
た
。
同
業
者

間
の
競
争
が
年
々
激
し
く

な
る
が
、
最
強
の
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
こ

の
郡
山
支
店
を
核
に
発
展

し
て
い
こ
う
」と
語
っ
た
。

　
菅
原
和
成
福
島
セ
ン
ト

ラ
ル
ガ
ス
社
長
の
中
締
め

で
閉
会
し
た
。

　【
名
古
屋
】
リ
ン
ナ

イ
は
２
月
26
日
か
ら
、

ガ
ス
衣
類
乾
燥
機
「
乾

太
く
ん
モ
ニ
タ
ー
募
集

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
る
。

　
昨
年
、
乾
太
く
ん
モ

ニ
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
が
、
２
６

５
件
も
応
募
が
あ
り
、

反
響
が
大
き
か
っ
た
。

第
２
弾
の
今
回
は
人
数

を
増
や
し
、
全
国
で
10

人
募
集
す
る
。
モ
ニ
タ

ー
に
は
乾
太
く
ん
の
新

商
品
の
乾
燥
容
量
８

≠
、
５
≠
、
３
≠
タ
イ

プ
の
い
ず
れ
か
一
つ
を

選
ん
で
も
ら
う
。
同
社

が
乾
太
く
ん
機
器
代

金
、
設
置
・
ガ
ス
工
事

費
用
を
負
担
す
る
。

　
今
回
も
住
ま
い
と
イ

ン
テ
リ
ア
の
写
真
共
有

サ
ー
ビ
ス
「
ル
ー
ム
ク

リ
ッ
プ
」
を
運
営
す
る

ル
ー
ム
ク
リ
ッ
プ
（
東

京
都
）
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
。
応
募
は
ル
ー
ム
ク

リ
ッ
プ
の
特
設
サ
イ
ト

か
ら
行
う
。

条
件
が
あ
り

ル
ー
ム
ク
リ

ッ
プ
の
ア
カ

ウ
ン
ト
登
録

も
必
要
と
な

る
。
応
募
期

間
は
３
月
11

日
ま
で
。

テ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
と

い
う
点
で
今
回
の
大
会
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。
今

日
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し

て
よ
り
良
い
入
居
開
栓
を

つ
く
り
あ
げ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

川
崎
営
業
所
長
）
定
永
英

希
▽
南
関
東
支
店
横
須
賀

営
業
所
長
（
北
関
東
支
店

宇
都
宮
営
業
所
長
）
須
山

賢
太
郎
＝
以
上
３
月
１
日

付　
▽
恵
那
工
場
長
（
直
方

工
場
工
長
）
角
田
智
之
＝

以
上
３
月
11
日
付
。

停電時想定の訓練手順

手順内容
Ａ
完全
自立型

Ｂ
標準
自立型

Ｃ
準
自立型

1.発電機始動 ○ ○ ○
2.全負荷停止 ○ ○ ○
3.売電から発電機への切り替え ○ ○ ○
4.電灯の点灯／ＰＯＳ、ディスペンサー、ガス漏れ警報器な
ど最低限必要な負荷の電源オン ○ ○ ○

5.払出ポンプ／コンプレッサーの始動（充填可能の確認） ○ ○ ○
6.（払出ポンプ／コンプレッサーの停止） ○
7.受け入れ用ガスコンプレッサーの循環、受け入れ（受け入れ可能の確認） ○ ○
8.払出ポンプ／コンプレッサーの始動（充填可能の確認） ○
9.強制換気方式にあっては、換気ファンの始動 ○ ○ ○
10.空調など　その他電源オン 可能な範囲で

一
般
輸
入
は
米
国
９
割
突
破

 

プ
ロ

パ
ン 

財務省速報

１
月 

 

Ｃ
Ｉ
Ｆ
５
万
2977
円

Ｌ
Ｐ
Ｇ
陸
燈
会
が
定
例
会

「
聞

き

や
す
い 

」

 

ト
ー
ク
習
得
を

Ｈ
Ｏ
Ｔ
な
贈
り
物
抽
選
会

カ
タ
ロ
グ
27
万
部
配
布

ミライフ

郡
山
支
店
の
新
事
務
所
竣
工

「

 

Ｌ
ＰＧ 

」

ザ・トーカイ
小栗社長

Ｌ
ＰＧ

2020
年  

客
３
万
件
達
成
へ

期
待
と
信
頼
に
応
え
た
い

顧客第一貫き効率化へ挑戦

自立型ＬＰＧスタンド
認定へ 全 Ｌ 協 

2019年度
　
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
ス
タ
ン
ド
委
員
会
は
先
頃
、
２
０
１
９
年
度
事
業
と
し
て
、
一
定
の

防
災
力
を
持
つ
自
動
車
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
（
オ
ー
ト
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
）
を
認
定
す
る

〝
自
立
型
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
タ
ン
ド
認
定
制
度
〞
の
立
ち
上
げ
を
目
指
す
方
針
を
決
定
し
た
。
自

立
型
ス
タ
ン
ド
と
は
「
災
害
時
に
予
想
さ
れ
る
停
電
状
態
で
も
操
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
操
業
能
力
を
有
す
る
ス
タ
ン
ド
」
で
、
発
電
機
の
保
有
と
年
に
１
度
の
操
業
訓
練

＝
別
表
参
照
＝
報
告
、
発
電
機
用
の
燃
料
確
保
―
な
ど
を
申
請
要
件
と
す
る
予
定
。
認
定
は

年
に
１
度
更
新
す
る
。

災
害
時
停
電
も
操
業
継
続

11日から営業開始（円内は小栗社長）

川本社長（左から２人目）
と受賞者（上）、最優秀賞
の飯村さん

サイ
サン 最優秀賞に飯村さ

ん

「はじめましてガスワンです」コンテ

道吉会長

リンナイ
11日まで

全
国
10
人
募
集

乾
太
く
ん
モ
ニ
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ

アストモス

プ
ロ
パ
ン
3300
円
値
上
げ

３
月
仕
切
価
格
を
改
定



  

第２０４２１号 （第三種郵便物認可） 平成３１年（２０１９年）３月５日 （火曜日） (４)

　【
岐
阜
】
本
紙
名
古
屋

支
局
調
べ
に
よ
る
と
、
岐

阜
県
５
市
に
お
け
る
２
月

末
の
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ

の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
は
㍑
１

４
５
〜
１
５
３
円
、
軽
油

は
１
２
３
〜
１
２
９
円
、

灯
油
は
87
〜
90
円
だ
っ

た
。
セ
ル
フ
の
ガ
ソ
リ
ン

フ
リ
価
格
は
１
３
６
〜
１

４
９
円
、
軽
油
１
１
６
〜

１
２
７
円
、
灯
油
78
〜
88

円
だ
っ
た
。

　
市
別
価
格
は
別
表
の
通

り
。
３
油
種
と
も
高
値
は

フ
ル
の
現
金
フ
リ
ま
た
は

会
員
価
格
、
安
値
は
セ
ル

フ
の
現
金
会
員
お
よ
び
元

売
カ
ー
ド
、
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
価
格
、
中
値
は
セ

ル
フ
の
フ
リ
価
格
（
フ
ル

会
員
を
含
む
）。

　
岐
阜
県
５
市
に
お
け
る

２
月
末
の
ガ
ソ
リ
ン
中
値

は
、
前
月
（
１
月
）
末
と

く
ら
べ
て
美
濃
加
茂
市
で

３
円
、
岐
阜
市
と
多
治
見

市
で
１
円
そ
れ
ぞ
れ
値
上

が
り
し
た
。
大
垣
市
と
高

山
市
は
横
ば
い
だ
っ
た
。

　
軽
油
中
値
は
、
美
濃
加

茂
市
で
３
円
、
多
治
見
市

で
１
円
値
上
が
り
し
、
岐

阜
、
大
垣
、
高
山
の
３
市

は
横
ば
い
だ
っ
た
。

　
灯
油
中
値
は
、
美
濃
加

茂
市
で
１
円
値
上
が
り

し
、
大
垣
市
で
２
円
値
下

岐阜県定点調査（2019年2月末現在・現金） （名古屋支局調べ、単位円）

地域 油種 高値 安値 中値 中値前
月末比

岐阜市
ガソリン 146 136 140 +1
軽 油 123 114 118 ±0
灯 油 87 80 84 ±0

大垣市
ガソリン 146 133 136 ±0
軽 油 126 113 116 ±0
灯 油 88 75 78 -2

美濃加茂市
ガソリン 145 138 141 +3
軽 油 125 117 121 +3
灯 油 88 84 86 +1

多治見市
ガソリン 146 142 144 +1
軽 油 129 125 127 +1
灯 油 90 84 88 ±0

高山市
ガソリン 153 146 149 ±0
軽 油 127 123 125 ±0
灯 油 88 83 85 ±0

パ
ウ
メ
ト
ウ
山
手
が

移
設
新
設
オ
ー
プ
ン

シ
ン
ワ
菱
油

　【
美
濃
加
茂
市
＝
岐
阜
】

シ
ン
ワ
菱
油
（
三
菱
商
事

エ
ネ
系
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
マ
ー
ク

＝
本
社
関
市
・
足
立
和
孔

社
長
）
は
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

の
パ
ウ
メ
ト
ウ
山
手
（
美

濃
加
茂
市
蜂
屋
町
）
を
移

設
し
先
頃
、
新
設
オ
ー
プ

ン
し
た
（
写
真
）。
車
検

を
柱
に
、
タ
イ
ヤ
販
売
と

手
洗
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
洗

車
に
力
を
入
れ
る
方
針

で
、
同
社
直
営
９
Ｓ
Ｓ
の

な
か
で
初
め
て
手
洗
い
ブ

ー
ス
を
設
置
し
た
。

　
敷
地
面
積
は
約
２
６
０

０
平
方
㍍
。
地
下
タ
ン
ク

は
48
♂
２
本
で
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
40
♂
、
ハ

イ
オ
ク
８
♂
、
灯
油
33

♂
、
軽
油
15
♂
。
計
量
機

は
マ
ル
チ
４
基
と
灯
油
用

シ
ン
グ
ル
２
基
。
洗
車
機

は
ダ
イ
フ
ク
製
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
１
台
。
整
備
室
が

あ
り
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の

オ
イ
ル
＆
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ッ

プ
と
キ
ー
パ
ー
プ
ロ
シ
ョ

ッ
プ
を
併
設
し
て
い
る
。

　
タ
イ
ヤ
販
売
目
標
は
年

間
１
０
０
０
本
で
、
移
設

前
の
２
倍
に
増
や
す
。
洗

車
は
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
と

手
洗
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
洗

車
を
合
わ
せ
た
収
益
で
月

間
１
０
０
万
円
を
目
指
し

た
い
考
え
。

　
同
社
の
木
村
栄
吾
統
括

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
当
社

は
、
直
営
７
Ｓ
Ｓ
で
油
外

販
売
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
タ
イ
ヤ
を
年
間
３
０

　【
金
沢
】
伊
藤
忠
エ
ネ

ク
ス
北
陸
販
売
支
店
（
甲

斐
崇
史
支
店
長
）
管
内
の

Ｃ
Ｓ
（
Ｓ
Ｓ
）
店
長
ら
で

組
織
す
る
北
陸
ジ
ュ
ニ
ア

Ｌ
Ｉ
エ
ネ
ク
ス
会
（
本
堂

友
輔
会
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
今
年
度
の
各
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
の
年
間
ラ

ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。

１
位
で
あ
る
年
間
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
は
、
東
亜
石
油
販

売
セ
ル
フ
下
赤
江
Ｃ
Ｓ

（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
系
＝
富
山
市

下
赤
江
町
）
が
輝
い
た
。

　
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

同
会
が
昨
年
５
〜
12
月
に

実
施
し
た
各
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
達
成
率
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
て
、
累

計
ポ
イ
ン
ト
１
位
の
Ｃ
Ｓ

を
「
年
間
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
」
と
し
て
表
彰
す
る
企

画
だ
。

　
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
で
惜

し
く
も
２
位
は
摩
郷
石
油

穴
水
（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
系
＝
石

川
県
穴
水
町
大
町
）
と
、

東
亜
石
油
販
売
フ
ェ
ス
タ

41
（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
系
＝
富
山

市
五
本
榎
）
の
２
Ｃ
Ｓ
、

４
位
は
エ
ネ
ク
ス
フ
リ
ー

ト
丸
岡
バ
イ
パ
ス
（
コ
ス

モ
系
＝
福
井
県
坂
井
市
丸

岡
町
）、
５
位
が
松
倉
石

油
セ
ル
フ
高
松
メ
カ
ニ
ッ

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
昭
シ

系
＝
石
川
県
か
ほ
く
市
高

松
）
だ
っ
た
。

　【
豊
橋
市
＝
愛
知
】
豊

橋
市
内
の
多
く
の
セ
ル
フ

ガ
ソ
リ
ン
販
売
価
格
は
２

月
27
日
現
在
、
フ
リ
㍑
１

４
０
〜
１
４
１
円
、
会
員

１
３
８
〜
１
３
９
円
（
写

真
）
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、
前
週
（
20
日
）
と
く

ら
べ
て
２
円
ほ
ど
値
上
が

り
し
た
。

　
21
日
以
降
の
仕
切
り
上

げ
を
契
機
に
、
25
日
か
ら

多
く
の
Ｓ
Ｓ
で
販
売
価
格

を
是
正
し
た
と
み
ら
れ

る
。
し
か
し
メ
ー
ル
会
員

３
円
値
引
き
や
、
最
大
５

円
の
週
末
ス
ロ
ッ
ト
値
引

き
な
ど
の
各
種
割
引
サ
ー

ビ
ス
を
多
く
の
Ｓ
Ｓ
で
実

施
し
て
お
り
、
実
勢
価
格

は
１
３
０
円
台
前
半
の
よ

　【
名
古
屋
】
愛
知
県
内

の
石
油
販
売
業
者
筋
に
よ

る
と
、
２
月
28
日
時
点
の

シ
ェ
ア
上
位
４
元
売
系
列

の
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、
灯

油
仕
切
り
は
、
３
油
種
と

も
前
週
（
21
日
）
と
く
ら

べ
て
、
木
曜
日
改
定
系
列

で
㍑
１
円
、
金
曜
日
改
定

系
列
で
２
円
そ
れ
ぞ
れ
値

上
が
り
し
た
。
こ
の
結

果
、
特
約
店
向
け
ガ
ソ
リ

ン
仕
切
り
は
、
安
値
の
一

部
系
列
を
除
き
ほ
ぼ
１
２

０
円
以
上
と
な
っ
た
。
ま

た
軽
油
は
ほ
ぼ
１
０
０
円

前
後
と
な
っ
た
（
価
格
は

す
べ
て
消
費
税
別
、
軽
油

引
取
税
込
み
、
Ｓ
Ｓ
届
け

建
値
）。

　
28
日
時
点
の
特
約
店
向

け
ガ
ソ
リ
ン
仕
切
り
安
値

は
、
金
曜
日
改
定
系
列
の

１
１
８
円
40
銭
。
中
値
は

１
１
９
円
60
銭
、
高
値
は

１
２
０
円
20
銭
。
い
ず
れ

も
木
曜
日
改
定
系
列
。
前

週
の
安
値
系
列
で
２
円
値

上
が
り
し
た
一
方
、
高
値

系
列
で
は
１
円
の
値
上
が

り
と
な
っ
た
た
め
、
最
大

仕
切
り
格
差
は
１
円
80
銭

に
縮
小
し
た
。

　
軽
油
仕
切
り
は
、
金
曜

日
改
定
の
安
値
系
列
で
99

円
20
銭
と
１
０
０
円
を
下

回
っ
た
が
、
木
曜
日
改
定

系
列
で
は
中
値
１
０
０
円

40
銭
、
高
値
１
０
２
円
10

銭
と
い
ず
れ
も
１
０
０
円

台
に
乗
っ
た
。
仕
切
り
格

差
は
、
ガ
ソ
リ
ン
同
様
、

前
週
の
安
値
系
列
で
２
円

値
上
が
り
し
た
一
方
、
高

値
系
列
で
は
１
円
の
値
上

が
り
に
と
ど
ま
っ
た
た

め
、
最
大
で
２
円
90
銭
に

縮
小
し
た
。

　
灯
油
仕
切
り
は
、
安
値

67
円
10
銭
、
中
値
68
円
30

銭
、
高
値
69
円
40
銭
。
前

週
の
安
値
系
列
（
金
曜
日

改
定
）
で
２
円
値
上
が
り

し
た
一
方
、
高
値
系
列
で

は
１
円
の
値
上
が
り
に
と

ど
ま
っ
た
た
め
、
最
大
仕

切
り
格
差
は
２
円
30
銭
に

縮
小
し
た
。

　
３
者
販
売
店
向
け
は
こ

れ
ら
の
２
円
前
後
高
。

　
特
約
店
向
け
は
前
述
か

ら
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
支
給
さ

れ
る
。

　「
車
販
は
現
状
の
３
倍
、

車
検
は
１
・
５
倍
に
し
た

い
」
と
語
る
の
は
、
藤
村

（
本
社
三
重
県
伊
勢
市
・

藤
村
敏
明
社
長
）
セ
ル
フ

御
薗
Ｓ
Ｓ
（
出
光
系
＝
伊

勢
市
御
薗
町
）
の
酒
徳
里

史
車
販
部
長
（
58
歳
）。

同
社
車
販
事
業
の
責
任
者

で
、
昨
秋
の
出
光
カ
ー
リ

ー
ス
〝
オ
ー
ト
フ
ラ
ッ

ト
〞
導
入
を
契
機
に
車
販

台
数
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
出
光
興
産
中
部

支
店
の
オ
ー
ト
フ
ラ
ッ
ト

研
修
で
は
、
販
売
事
例
紹

介
も
行
っ
た
。

　
酒
徳
部
長
は
、
18
歳
の

時
に
同
社
特
約
店
の
藤
村

石
油
（
現
藤
村
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
）
に
入
社
し
、

今
年
で
Ｓ
Ｓ
歴
40
年
に
な

る
。
藤
村
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
在
籍
中
に
は
、
車

販
事
業
の
責
任
者
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
７
年
前
に

藤
村
の
車
販
部
長
と
し
て

入
社
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
、
車
販
実
績
向

上
の
た
め
、
ま
い
進
し
て

い
る
。

　
と
く
に
昨
年
10
月
の
オ

ー
ト
フ
ラ
ッ
ト
導
入
を
契

機
に
車
販
を
強
化
。
同
時

期
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
既
存
客
に
出
光
オ
ー

ト
フ
ラ
ッ
ト
の
周
知
と
と

も
に
車
販
、
車
検
の
獲
得

に
力
を
入
れ
た
結
果
、
車

検
予
約
20
台
、
車
販
案
件

23
台
を
獲
得
。
車
販
案
件

管
理
表
を
活
用
し
、
見
込

み
客
へ
の
販
売
に
つ
な
げ

て
い
る
。

　
酒
徳
部
長
は
「
ア
ン
ケ

ー
ト
で
車
の
購
入
に
関
す

る
お
客
さ
ま
の
状
況
や
要

望
を
把
握
し
た
の
ち
、
給

油
で
来
店
す
る
た
び
に
商

談
を
深
め
て
い
る
。
車
種

の
決
定
、
見
積
も
り
、
支

払
い
審
査
と
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
な
が
ら
販
売
に
つ
な

げ
て
い
る
。
今
後
は
同
様

の
イ
ベ
ン
ト
を
春
と
秋
の

年
２
回
行
い
、
見
込
み
客

を
増
や
し
た
い
」
と
抱
負

を
語
る
。

　
伊
勢
市
在
住
。
趣
味
は

釣
り
で
、
80
≠
級
の
キ
ハ

ダ
マ
グ
ロ
に
挑
戦
し
て
い

る
。 （
伊
勢
市
＝
三
重
）

出光オートフラット導入

酒徳里史部長

藤村セルフ
御 薗 Ｓ Ｓ 車販、車検強化に活用

社
内
報
「
つ
な
が

り
」
春
号
を
刊
行

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

ウ
イ
ン
グ

　【
名
古
屋
】
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
ウ
イ
ン
グ
（
本
社
名
古

屋
市
・
遠
野
哲
朗
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
同
社
社
内

報
「
つ
な
が
り
」
春
号
を

刊
行
し
た
（
写
真
）。

　
同
号
で
は
、
巻
頭
で
遠

野
社
長
が
、
今
年
の
課
題

と
し
て
財
務
体
質
の
さ
ら

な
る
改
善
と
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
。
社
員
に
対
し
て
「
自

分
を
変
え
て
、
組
織
を
変

え
て
ほ
し
い
」
と
し
、
同

社
の
合
言
葉
で
あ
る
「
圧

倒
的
に
豊
か
で
強
い
会
社

を
つ
く
る
ぞ
！
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　
こ
れ
に
続
い
て
経
営
企

画
、
営
業
、
Ｓ
Ｓ
販
売
、

管
理
各
本
部
が
、
今
年
度

こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
や

今
年
の
目
標
な
ど
に
つ
い

て
連
絡
。
昨
年
12
月
単
月

の
経
常
利
益
が
、
同
社
発

足
以
来
最
高
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
同
号
で
は
、
昨
年
12
月

に
支
店
ご
と
に
行
わ
れ
た

フ
ァ
ル
コ
ン
ス
ー
パ
ー
チ

ャ
レ
ン
ジ
冬
の
陣
表
彰
式

の
様
子
を
特
集
し
た
ほ

か
、
各
支
店
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
や
直
営
優
秀
Ｓ
Ｓ
の
紹

介
を
掲
載
し
て
い
る
。

　【
一
宮
市
＝
愛
知
】
一

宮
市
お
よ
び
周
辺
地
域
の

ガ
ソ
リ
ン
現
金
看
板
は
２

月
28
日
現
在
、
会
員
で
㍑

１
３
８
円
前
後
、
フ
リ
で

１
４
０
円
前
後
と
な
っ
て

い
る
。
２
月
第
２
、
第
３

週
の
仕
切
り
値
上
が
り
分

の
約
３
円
の
末
端
転
嫁
が

第
４
週
前
半
に
実
施
さ
れ

た
も
よ
う
だ
。

　
と
り
わ
け
名
古
屋
市
か

ら
岐
阜
市
に
通
じ
る
通
称

名
岐
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
一

宮
市
周
辺
は
、
系
列
セ
ル

フ
会
員
で
１
３
７
〜
１
３

８
円
、
フ
リ
で
１
３
９
〜

１
４
０
円
中
心
と
な
っ
て

い
る
。

　
２
月
第
４
週
初
め
の
末

端
転
嫁
後
、
28
日
ま
で
に

２
円
程
度
の
軟
化
に
と
ど

め
て
い
る
う
え
、
28
日
か

ら
の
仕
切
り
値
上
が
り
を

考
え
る
と
、
こ
れ
以
上
の

軟
化
は
考
え
に
く
い
。

　
ま
た
本
紙
名
古
屋
支
局

調
べ
に
よ
る
と
、
県
内
特

約
店
向
け
の
ガ
ソ
リ
ン
仕

切
り
（
Ｓ
Ｓ
届
け
建
値
）

は
約
１
２
０
円
。
消
費
税

込
み
で
は
約
１
３
０
円
と

な
る
た
め
、
会
員
１
３
８

円
だ
と
マ
ー
ジ
ン
は
８
円

ほ
ど
し
か
な
い
こ
と
に
な

り
、
こ
の
点
か
ら
も
今
後

の
末
端
市
況
軟
化
は
考
え

に
く
い
。

　
た
だ
し
市
内
で
は
、
セ

ル
フ
会
員
で
昭
シ
系
の
１

３
３
円
や
商
社
系
Ｐ
Ｂ

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
）、
コ
ス
モ
系
の
１
３

５
円
な
ど
の
弱
材
料
が
散

見
さ
れ
て
お
り
、
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

事
務
所
荒
ら
し
で

警
戒
呼
び
か
け
る

愛
知
県
石
商
西

尾
張
稲
沢
地
区

　【
一
宮
市
＝
愛
知
】
愛

知
県
石
商
（
宇
佐
美
三
郎

理
事
長
）
西
尾
張
稲
沢
地

区
（
後
藤
伸
二
地
区
長
）

は
先
頃
、
同
組
合
員
Ｓ
Ｓ

で
事
務
所
荒
ら
し
が
あ
っ

た
た
め
、
警
戒
す
る
よ
う

組
合
員
に
通
知
し
た
。

　【
金
沢
】
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ

ネ
ル
ギ
ー
中
部
支
店
（
大

石
和
宏
執
行
役
員
支
店

長
）
は
２
月
27
日
、
金
沢

市
内
で
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ

ー
ド
獲
得
勉
強
会
」
を
開

い
た
（
写
真
）。

　
昨
年
10
月
以
降
、
旧
Ｔ

Ｇ
店
の
ブ
ラ
ン
ド
変
更
が

進
ん
で
い
る
。
旧
Ｔ
Ｇ
店

は
、
変
更
後
に
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
カ
ー
ド
を
発
行
で
き

る
。
今
回
は
、
ブ
ラ
ン
ド

変
更
し
た
旧
Ｔ
Ｇ
店
を
中

心
に
、
カ
ー
ド
発
券
知
識

を
学
ぶ
研
修
と
し
て
開

催
。
北
陸
３

県
の
旧
Ｔ
Ｇ

店
の
店
主
や

マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
ら
30
人
が

参
加
し
た
。

　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ
カ
ー
ド
審

査
・
発
行
会

社
の
ト
ヨ
タ

フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
川
村
泰

輝
氏
が
講
師

を
務
め
た
。
第
１
部
で

は
、
川
村
講
師
が
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
と
旧
Ｔ
Ｇ
で

発
券
し
て
い
た
シ
ナ
ジ
ー

カ
ー
ド
と
の
比
較
表
を
使

っ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
適
用
給
油
量
の
違
い
、

灯
油
値
引
き
や
ロ
ー
ド
サ

ー
ビ
ス
の
有
無
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

ま
た
入
会
申
込
書
で
よ
く

あ
る
記
入
ミ
ス
・
漏
れ
な

ど
を
詳
し
く
説
明
。
カ
ー

ド
特
典
が
３
タ
イ
プ
あ
る

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
で
最

適
な
タ
イ
プ
の
カ
ー
ド
を

診
断
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

も
紹
介
し
、
活
用
を
促
し

た
。
第
２
部
で
は
、
専
用

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使

っ
て
練
習
用
モ
ー
ド
で
カ

ー
ド
診
断
、
情
報
入
力
、

お
客
さ
ま
控
え
の
交
付
な

ど
入
会
受
け
付
け
の
流
れ

を
体
験
し
た
。
川
村
講
師

は
「
急
増
し
て
い
る
カ
ー

ド
磁
気
不
良
の
対
策
と
し

て
、
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
ａ
ｙ
の

付
帯
を
勧
め
よ
う
」
と
伝

　【
金
沢
】
北
陸
地
区
で
は
、
商
社
な
ど
が
元
売
系
列
Ｓ
Ｓ
向
け

に
、
業
転
見
積
書
を
あ
え
て
提
示
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
）
し
な
く
な
っ

た
ケ
ー
ス
が
増
え
始
め
た
。
ま
た
元
売
の
経
営
統
合
を
控
え
、
元

売
が
他
社
買
い
の
可
能
性
が
あ
る
Ｓ
Ｓ
に
、
系
列
製
品
を
全
量
取

り
扱
う
よ
う
に
指
導
す
る
動
き
も
強
ま
っ
て
い
る
。
結
果
、
商
社

は
「
系
列
回
帰
の
動
き
が
強
く
、
業
転
販
売
は
低
調
だ
」
と
話
す
。

　
北
陸
地
区
の
あ
る
系
列

Ｓ
Ｓ
業
者
は
２
月
下
旬
以

降
、
商
社
か
ら
業
転
見
積

も
り
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
届
か
な

く
な
っ
た
。
あ
る
商
社
も

「
あ
え
て
業
転
見
積
も
り

を
提
示
し
な
く
な
っ
た
ケ

ー
ス
は
最
近
、
増
え
て
い

る
」
と
話
す
。

　
商
社
に
よ
れ
ば
、
数
カ

月
か
ら
数
年
間
、
取
引
が

な
い
先
な
ど
を
対
象
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
を
し
な
く
な

っ
た
と
い
う
。
理
由
は
、

ま
ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
付
先
Ｓ
Ｓ

の
系
列
元
売
へ
の
配
慮

だ
。
さ
ら
に
元
売
の
経
営

統
合
に
よ
っ
て
業
転
玉
の

数
量
削
減
や
価
格
メ
リ
ッ

ト
の
低
下
（
系
列
仕
切
り

と
業
転
価
格
と
の
格
差
縮

小
）
と
な
っ
て
い
る
の
も

理
由
だ
。

　
ま
た
元
売
も
今
年
に
入

っ
て
、
他
社
買
い
の
可
能

性
の
あ
る
系
列
Ｓ
Ｓ
に
対

し
て
特
約
店
を
通
じ
て
警

告
す
る
な
ど
他
社
買
い
の

〝
取
り
締
ま
り
〞
を
強
め

て
い
る
。
あ
る
系
列
Ｓ
Ｓ

は
、
仕
入
先
の
特
約
店
か

ら
「
弊
社
商
品
以
外
の
他

社
商
品
が
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
の

結
果
が
判
明
」
と
指
摘
し

「
他
社
商
品
の
取
り
扱
い

を
即
刻
中
止
し
、
全
量
、

弊
社
製
品
を
取
り
扱
う
」

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
指
摘
を
受
け
た
系
列
Ｓ

Ｓ
は
「
全
量
を
系
列
仕
入

れ
に
す
る
と
、
赤
字
に
な

っ
て
し
ま
う
。
当
Ｓ
Ｓ
の

系
列
仕
切
り
と
業
転
と
の

価
格
差
は
㍑
５
〜
７
円
も

あ
る
た
め
、
仕
切
価
格
を

業
転
価
格
に
近
づ
け
て
ほ

し
い
」
と
求
め
て
い
る
。

が
り
し
た
。
岐
阜
、
多
治

見
、
高
山
の
３
市
は
横
ば

い
だ
っ
た
。

　
本
紙
名
古
屋
支
局
調
べ

に
よ
る
と
、
２
月
末
時
点

に
お
け
る
大
手
元
売
４
社

の
仕
切
り
建
値
は
、
前
月

末
と
く
ら
べ
て
ガ
ソ
リ

ン
、
軽
油
、
灯
油
の
い
ず

れ
も
４
円
値
上
が
り
し

た
。

　【
金
沢
】
金
沢
市
内
の

系
列
セ
ル
フ
は
、
２
週
連

続
で
仕
入
れ
コ
ス
ト
が
上

昇
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

１
日
以
降
、
一
部
の
系
列

セ
ル
フ
が
㍑
２
円
の
転
嫁

に
動
き
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ

ソ
リ
ン
会
員
１
３
５
円
の

セ
ル
フ
が
増
え
て
い
る
。

　
同
市
内
の
系
列
セ
ル
フ

の
会
員
価
格
は
、
２
月
下

旬
時
点
で
、
１
３
２
〜
１

３
４
円
が
大
勢
で
、
転
嫁

不
足
が
深
刻
化
し
て
い

た
。
会
員
１
３
１
円
の
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
が
一
部
に
残
っ

て
い
た
た
め
、
価
格
差
拡

大
を
懸
念
し
て
、
多
く
の

セ
ル
フ
は
転
嫁
に
踏
み
切

れ
な
い
で
い
た
。

　
し
か
し
一
部
の
地
場
業

者
が
１
日
か
ら
セ
ル
フ
で

ガ
ソ
リ
ン
を
２
円
上
げ
、

会
員
１
３
５
円
に
し
た
こ

と
を
皮
切
り
に
、
１
日
以

降
、
近
隣
の
他
社
セ
ル
フ

も
会
員
１
３
５
円
ま
で
上

げ
る
な
ど
、
転
嫁
の
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
。
値
上

げ
に
踏
み
切
っ
た
地
場
業

者
は
「
利
益
の
あ
が
っ
て

い
な
い
会
社
ほ
ど
惨
め
な

も
の
は
な
い
。
社
員
の
た

め
に
転
嫁
し
た
」と
語
る
。

う
だ
。

　
市
内
の
Ｓ
Ｓ
関
係
者
は

「
以
前
の
豊
橋
市
場
は
、

比
較
的
に
堅
実
で
安
定
し

て
い
た
市
況
だ
っ
た
が
、

最
近
は
名
古
屋
や
尾
張
エ

リ
ア
よ
り
も
安
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。
い
ま
こ
そ

採
販
の
チ
ャ
ン
ス
。
た
だ

ち
に
消
耗
戦
を
や
め
て
、

市
場
全
体
が
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
べ
き
な
の
だ
が
」

と
話
す
。

え
た
。

　
受
講
し
た
旧
Ｔ
Ｇ
店
主

は
「
２
月
に
ブ
ラ
ン
ド
変

更
し
た
ば
か
り
だ
が
、
シ

ナ
ジ
ー
カ
ー
ド
と
違
っ

て
、
年
会
費
無
料
条
件
の

あ
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ

プ
が
あ
り
、
発
券
し
や
す

い
と
思
う
。
明
日
か
ら
発

券
に
取
り
組
む
」
と
意
欲

を
高
め
て
い
た
。
別
の
旧

Ｔ
Ｇ
店
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
「
カ
ー
ド
発
券
が
得
意

な
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
受

講
し
た
。
３
月
に
短
期
集

中
の
発
券
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
。
社
内
初
の
試
み

な
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
成
果

を
社
内
の
他
Ｓ
Ｓ
と
共
有

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

０
０
本
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
直
営
の
整
備
指
定
工

場
が
あ
り
、
車
検
台
数
は

年
間
２
０
０
０
台
前
後
。

さ
ら
に
油
外
収
益
の
柱
を

増
や
す
た
め
、
昨
秋
か
ら

手
洗
い
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
洗

車
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

当
社
直
営
Ｓ
Ｓ
の
な
か

で
、
パ
ウ
メ
ト
ウ
山
手
Ｓ

Ｓ
を
、
手
洗
い
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
洗
車
の
モ
デ
ル
店
に

成
長
さ
せ
た
い
」
と
抱
負

を
語
る
。

　
事
務
所
荒
ら
し
が
あ
っ

た
の
は
、
稲
沢
市
内
の
組

合
員
Ｓ
Ｓ
。
２
月
25
日
未

明
に
被
害
に
遭
っ
た
。
営

業
終
了
後
だ
っ
た
こ
と
か

ら
人
的
や
金
銭
的
な
被
害

は
な
く
、
建
物
ド
ア
ガ
ラ

ス
が
割
ら
れ
た
程
度
の
被

害
で
済
ん
だ
。

　
通
知
は
、
事
件
発
生
直

後
に
稲
沢
地
区
の
組
合
員

33
Ｓ
Ｓ
に
文
書
で
通
知
さ

れ
た
。

豊
橋
市
内
セ
ル
フ
ガ
ソ
リ
ン
市
況

フ
リ
140
〜
141
円
中
心

北陸地区

全
量
系
列
取
引
求
め
る
動
き
も

業
転
見
積
書
提
示
中
止
増

ガ
ソ
リ
ン
フ
ル
145
〜
153
円

岐
阜
県
定
点
調
査
２
月
末

愛知県仕切り

３
油
種
と
も
値
上
が
り

軽
油 

大
勢
で
100
円
台
に
乗
る

会員138円前後に上昇
一宮市 フリ価格140円台も

ＪＸＴＧ
エネ中部 カード獲得勉強会
ブランド変更済み店が参加

年間チャンピオンに東亜石油
販売セルフ下赤江ＣＳ輝く
北陸ジュニアＬＩエネクス会

元売の統合
控え 影響か

一
部
系
列
セ
ル
フ
で
転
嫁
進
む

ガ
ソ
リ
ン
会
員
135
円
増
加

金
沢
市
内



  

(５) 第２０４２１号 （第三種郵便物認可） 平成３１年（２０１９年）３月５日 （火曜日）

思いやりのある職場環境必要助
け
あ
う
指
導
徹
底
、研
修
参
加
に
生
か
す

　
◎
…
Ｓ
Ｓ
店
頭
で
の

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
問
題

は
ス
タ
ッ
フ
を
指
導
す
る

所
長
や
中
間
管
理
職
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
店
頭

の
指
導
や
会
議
で
の
会
話

な
ど
、
慎
重
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
郡
部
Ｓ

Ｓ
で
は
「
個
人
目
標
の
話

を
し
た
ら
パ
ワ
ハ
ラ
と
言

わ
れ
た
」
と
所
長
は
話

し
、
困
惑
し
て
い
る
。
Ｓ

Ｓ
の
人
材
不
足
で
若
い
ス

タ
ッ
フ
へ
の
指
導
や
対
応

に
は
、
慎
重
な
姿
勢
を
示

す
ケ
ー
ス
が
多
く
、
特
約

店
幹
部
は
「
強
く
指
導
す

る
と
辞
め
ら
れ
て
し
ま

う
」
と
話
し
、
店
頭
の
問

題
点
を
強
調
。
最
近
で
は

こ
の
よ
う
な
「
パ
ワ
ハ

ラ
」
問
題
も
関
係
し
、
所

長
や
管
理
職
に
と
っ
て
は

難
し
い
職
場
と
な
っ
て
い

る
。「
パ
ワ
ハ
ラ
」
問
題

で
は
普
段
の
ス
タ
ッ
フ
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
や
、
個
人
的
な

問
題
の
対
応
な
ど
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
課
題
も
多
い
。

　
◎
…
問
題
と
な
る
の
は

「
パ
ワ
ハ
ラ
」
問
題
に
神

経
質
に
な
り
、
的
確
な
指

導
や
教
育
が
で
き
な
い
こ

と
。
言
葉
使
い
や
態
度
な

ど
の
指
導
や
教
育
す
る
状

況
に
は
的
確
な
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
、
恐
怖
感
を
感
じ

る
よ
う
な
対
応
は
問
題
。

個
人
に
対
す
る
指
導
・
教

育
よ
り
全
体
会
議
と
し
て

取
り
あ
げ
る
方
法
も
あ

る
。
昔
の
Ｓ
Ｓ
店
頭
で
は

怖
い
所
長
を
避
け
る
た
め

に
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
走
り

回
っ
て
い
た
と
い
う
状
況

や
「
所
長
の
背
中
を
見
て

覚
え
る
」
と
い
う
の
が
主

体
だ
が
、
そ
う
し
た
指
導

・
教
育
が
通
用
す
る
時
代

で
は
な
い
。
理
に
か
な
っ

た
指
導
・
教
育
が
求
め
ら

れ
、
仕
事
に
対
す
る
や
り

が
い
や
満
足
感
を
得
ら
れ

る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ス
タ
ッ
フ
間
で
の
思

い
や
り
や
、
お
互
い
に
助

け
あ
う
職
場
環
境
も
必
要

だ
。
ギ
ス
ギ
ス
し
た
職
場

環
境
は
す
ぐ
に
顧
客
に
伝

わ
り
、
実
績
に
も
影
響
す

る
こ
と
は
確
実
だ
。

　
◎
…
Ｓ
Ｓ
店
頭
で
は
少

な
い
ス
タ
ッ
フ
の
な
か

で
、
研
修
な
ど
に
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
資

系
特
約
店
で
は
ス
タ
ッ
フ

間
で
助
け
あ
う
指
導
を
徹

底
し
、
研
修
に
出
た
ス
タ

ッ
フ
は
Ｓ
Ｓ
に
残
る
ス
タ

ッ
フ
を
思
い
や
り
、
Ｓ
Ｓ

の
ス
タ
ッ
フ
は
研
修
に
出

た
ス
タ
ッ
フ
の
フ
ォ
ロ
ー

と
し
て
頑
張
る
と
い
う
関

係
づ
く
り
を
構
築
し
、
研

修
効
果
を
生
か
す
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。
ま
た
来

店
し
た
顧
客
に
も
ス
タ
ッ

フ
が
研
修
中
で
不
足
し
て

い
る
こ
と
を
伝
え
、
理
解

を
得
て
い
る
。
研
修
に
出

た
ス
タ
ッ
フ
は
、
残
っ
た

ス
タ
ッ
フ
に
負
担
を
か
け

た
こ
と
を
意
識
し
、
残
っ

た
ス
タ
ッ
フ
は
研
修
の
効

果
を
期
待
す
る
。
こ
う
し

た
関
係
が
ス
タ
ッ
フ
間
の

信
頼
関
係
に
構
築
に
つ
な

が
り
、
研
修
効
果
を
Ｓ
Ｓ

に
生
か
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
。「
人
手
不
足
で
研

修
に
出
せ
な
い
」「
研
修

は
居
眠
り
の
時
間
」
と
い

う
研
修
を
軽
視
す
る
言
い

訳
は
通
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　（
札
幌
）

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」的
確
な
対
応
課
題

　
昨
年
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
市

況
は
地
域
格
差
が
拡
大

し
、
札
幌
圏
で
は
収
益
確

保
を
徹
底
し
た
も
の
の
、

道
東
や
道
南
地
域
で
は
市

況
の
混
乱
状
態
が
続
い

た
。
そ
の
結
果
収
益
で
も

地
域
間
格
差
が
拡
大
。
特

約
店
幹
部
は
「
道
東
で
は

市
況
の
混
乱
で
㍑
４
円
前

後
の
収
益
を
失
っ
た
。
札

幌
圏
で
は
ガ
ソ
リ
ン
収
益

の
維
持
が
経
営
に
大
き
く

貢
献
し
た
」
と
話
し
、
札

幌
圏
と
道
東
地
域
の
格
差

を
強
調
す
る
。

　
Ｓ
Ｓ
の
経
営
環
境
が
大

き
く
変
化
し
、
特
約
店
で

は
顧
客
と
の
新
し
い
関
係

づ
く
り
を
模
索
し
て
お

り
、
価
格
に
左
右
さ
れ
な

い
Ｓ
Ｓ
が
持
つ
技
術
や
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
セ
ー

ル
ス
活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
Ｓ
Ｓ
が
強
味
を
発
揮

す
る
こ
と
で
新
た
な
魅
力

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

「
来
店
回
数
が
激
減
し
た

こ
と
で
、
顧
客
の
Ｓ
Ｓ
へ

の
ニ
ー
ズ
に
も
変
化
が
生

じ
て
い
る
。
車
だ
け
で
な

く
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
相

談
も
増
え
て
い
る
」
と
郡

部
市
場
の
Ｓ
Ｓ
で
は
話
し

て
お
り
、
カ
ー
ラ
イ
フ
よ

り
も
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全

般
に
対
応
す
る
接
客
が
Ｓ

Ｓ
に
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス

も
多
い
。

　
地
元
密
着
で
さ
ま
ざ
ま

な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る

Ｓ
Ｓ
は
、
地
域
の
住
民
に

は
「
便
利
な
施
設
」
と
な

っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

情
報
だ
け
で
な
く
災
害
問

題
、
地
域
の
社
会
問
題
、

自
治
体
と
の
関
係
な
ど
多

角
的
な
機
能
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
道
北
の
民
族
系

Ｓ
Ｓ
で
は
、
地
元
の
ス
ー

パ
ー
と
の
提
携
を
進
め
て

お
り
、
ス
ー
パ
ー
を
利
用

す
る
消
費
者
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
。
地
元
の
ス
ー
パ
ー

も
Ｓ
Ｓ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
、
新
し
い
商
材

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、

Ｓ
Ｓ
と
ス
ー
パ
ー
の
長
所

を
生
か
す
取
り
組
み
を
実

践
中
だ
。

　
北
海
道
で
は
暖
房
に
欠

か
せ
な
い
灯
油
を
通
じ
て

生
活
に
密
着
し
た
関
係
を

持
っ
て
い
る
が
、
今
後
は

カ
ー
ラ
イ
フ
へ
の
対
応
と

と
も
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
提
案
な
ど
、
地
域
を
支

え
る
活
動
が
求
め
ら
れ
て

　【
札
幌
】
道
内
の
Ｓ
Ｓ
筋
で
は
人
材
不
足

な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
へ
危
機
感
を
訴

え
て
い
る
。
ガ
ソ
リ
ン
市
況
の
是
正
や
セ
ー

ル
ス
力
の
強
化
に
よ
る
収
益
体
質
の
充
実
な

ど
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要
が
減
退
す
る
な
か
で
、

顧
客
と
の
新
し
い
関
係
づ
く
り
を
進
め
、
基

本
的
な
営
業
基
盤
の
強
化
が
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

お
り
、
高
齢
世
帯
や
独
居

世
帯
の
増
加
な
ど
で
、
市

場
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
今
後
と
も
消
費
者
の

車
離
れ
は
進
み
、
リ
ー
ス

車
や
レ
ン
タ
カ
ー
、
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
車
を

持
つ
時
代
か
ら
利
用
す
る

　【
帯
広
】
帯
広
市
内
で

は
、
２
月
最
終
週
か
ら
順

次
小
売
価
格
の
底
上
げ
が

進
ん
で
お
り
、
同
市
内
お

よ
び
近
郊
の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

で
は
㍑
１
４
３
円
（
レ
ギ

ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
現
金
フ

リ
）
の
価
格
表
示
が
中
心

と
な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
末
の
Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
）
新

規
出
店
以
降
は
市
況
の
悪

化
も
懸
念
さ
れ
て
い
た

が
、
現
時
点
で
は
札
幌
市

内
な
ど
道
内
主
要
市
場
の

価
格
と
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
い
る
。
帯
広
地
区
で
営

業
を
続
け
る
地
場
業
者
の

利
益
に
対
す
る
強
固
な
意

識
の
表
れ
で
あ
り
「
１
円

の
利
益
も
決
し
て
無
駄
に

は
で
き
な
い
」
と
い
う
採

販
へ
の
姿
勢
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
前
出
Ｐ
Ｂ
や
こ

れ
に
価
格
追
随
す
る
量
販

セ
ル
フ
で
は
、
１
３
５
円

の
価
格
を
表
示
し
て
お

り
、
各
種
値
引
き
に
よ
る

店
内
ボ
ト
ム
は
１
３
０
円

を
割
り
込
ん
で
い
る
状
態

だ
。
他
店
と
の
価
格
差
は

最
大
10
円
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
集
客
や
販
売
量
に

も
当
然
影
響
を
お
よ
ぼ
し

て
く
る
。
帯
広
市
内
関
係

者
は
「
顧
客
か
ら
は
安
値

店
の
価
格
を
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
真
っ
当
な
利
益
と
い

う
点
を
考
え
れ
ば
、
自
店

が
法
外
な
高
値
で
販
売
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
の
見
方
を
示
す
。

　
こ
れ
ま
で
業
界
は
、
安

値
に
よ
る
消
費
者
サ
ー
ビ

ス
に
徹
す
る
あ
ま
り
、
適

正
な
利
益
の
追
求
と
い
う

本
来
企
業
が
果
た
す
べ
き

使
命
を
二
の
次
に
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
Ｓ
Ｓ
数
の

減
少
と
い
う
地
域
に
と
っ

て
は
負
の
問
題
を
引
き
起

こ
し
た
こ
と
は
否
め
な

い
。

　
前
出
関
係
者
は
「
Ｓ
Ｓ

は
今
後
も
地
域
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
に
徹
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
Ｓ
Ｓ
を
存
続
し
て
い

く
こ
と
が
大
前
提
。
こ
の

使
命
を
軽
ん
じ
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
訴
え
る
。

時
代
に
変
化
す
る
。
Ｓ
Ｓ

ビ
ジ
ネ
ス
も
車
か
ら
生
活

提
案
に
変
化
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

　【
富
良
野
】
人
材
対
策

が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、

４
月
か
ら
の
「
働
き
方
改

革
」
の
対
応
を
模
索
し
て

い
る
特
約
店
筋
で
は
「
収

益
態
勢
が
崩
れ
て
く
る
」

と
話
し
、
残
業
削
減
や
休

暇
取
得
の
義
務
づ
け
に
疑

問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　
顧
客
と
の
関
係
性
が
強

い
郡
部
市
場
の
Ｓ
Ｓ
で

は
、
需
要
家
の
ニ
ー
ズ
を

断
る
こ
と
は
難
し
く
、
人

間
関
係
を
崩
す
可
能
性
も

あ
る
。
特
約
店
幹
部
は

「
地
域
の
需
要
家
か
ら
は

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
が
発

生
す
る
。
そ
れ
を
こ
ち
ら

の
事
情
で
断
る
こ
と
は
Ｓ

Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
全
体
に
も
影

響
す
る
」
と
話
し
、
４
月

か
ら
の
労
務
対
策
に
頭
を

痛
め
て
い
る
。

　
と
く
に
主
要
産
業
が
農

業
の
た
め
、
Ｓ
Ｓ
に
は
車

だ
け
で
な
く
農
機
具
の
修

理
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

タ
イ
ヤ
交
換
・
軽
整
備
な

ど
が
持
ち
込
ま
れ
る
。
そ

れ
が
農
作
業
が
終
わ
っ
た

時
間
帯
や
作
業
が
始
ま
る

早
朝
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

ま
た
Ｓ
Ｓ
が
便
利
屋
と
し

て
機
能
し
て
い
る
市
場
も

あ
り
、
定
休
日
の
制
定
や

残
業
の
削
減
は
難
し
い
状

況
だ
。「
地
元
の
カ
ー
デ

ィ
ー
ラ
ー
な
ど
で
は
本
社

の
指
示
と
し
て
休
ん
で
い

る
が
、
地
元
で
生
き
る
Ｓ

Ｓ
で
は
顧
客
の
生
活
に
合

わ
せ
た
営
業
態
勢
が
必
要

だ
」
と
特
約
店
で
は
話

し
、
法
律
で
は
解
決
し
な

い
状
況
を
説
明
す
る
。

　
郡
部
市
場
の
Ｓ
Ｓ
で

は
、
地
域
の
経
済
活
動
と

密
接
な
関
係
を
維
持
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
Ｓ

Ｓ
が
一
方
的
に
定
休
日
を

設
定
し
た
り
、
正
社
員
の

休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は

地
域
の
経
済
活
動
に
も
影

響
す
る
こ
と
に
な
る
。「
働

き
方
改
革
を
進
め
れ
ば
、

確
実
に
顧
客
と
の
関
係
に

は
変
化
が
出
る
。
Ｓ
Ｓ
ビ

ジ
ネ
ス
に
は
プ
ラ
ス
に
な

ら
な
い
」
と
特
約
店
で
話

し
、
法
律
を
優
先
す
る
労

務
対
策
の
問
題
点
を
指
摘

す
る
。

　【
北
見
】
昨
年
９
月
の

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
の

発
生
以
来
、
郡
部
の
自
治

体
で
も
燃
料
油
の
供
給
な

ど
に
関
心
を
高
め
て
い
る

が
、
道
東
の
自
治
体
で
は

災
害
協
定
に
基
づ
き
、
地

元
の
燃
料
企
業
と
の
関
係

を
見
直
す
発
言
が
増
え
て

い
る
。

　
道
東
の
自
治
体
担
当
者

は
「
災
害
協
定
の
内
容
を

具
体
的
な
取
り
組
み
に
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
地
元

の
石
油
組
合
と
の
関
係
を

強
化
し
た
い
」
と
話
し
、

災
害
時
対
応
に
つ
い
て
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。
道
内
で

　【
稚
内
】
宗
谷
石
協
（
菅

原
耕
理
事
長
）
は
２
月
25

日
、
稚
内
市
で
「
第
64
回

通
常
総
会
」
を
開
催
し
、

菅
原
理
事
長
が
将
来
の
コ

ス
ト
増
問
題
を
指
摘
し

「
利
益
を
確
保
で
き
経
営

環
境
の
整
備
が
必
要
」
と

し
て
、
健
全
経
営
の
維
持

を
訴
え
た
（
写
真
）。

　
冒
頭
菅
原
理
事
長
は

「
来
年
に
は
セ
ー
ル
ス
ル

ー
ム
内
に
喫
煙
ル
ー
ム
の

整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

う
し
た
投
資
へ
備
え
る
経

営
が
必
要
」
と
話
し
将
来

の
コ
ス
ト
増
を
備
え
た
利

益
確
保
の
必
要
性
を
強
調

し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
続
き
審
議

　【
滝
川
】
空
知
石
協
（
米

倉
慎
一
理
事
長
）
は
２
月

21
日
、
滝
川
市
内
の
ホ
テ

ル
ス
エ
ヒ
ロ
で
「
第
63
回

通
常
総
会
」
を
開
催
。
平

成
30
年
度
事
業
報
告
、
同

収
支
決
算
、
31
年
度
事
業

計
画
案
、
同
収
支
予
算
案

を
は
じ
め
全
議
案
を
原
案

通
り
可
決
・
承
認
し
た
。

前
年
同
月
比

100
・
２
％

道
管
内
１
月
自

動
車
保
有
台
数

　【
札
幌
】
北
海
道
運
輸

　【
留
萌
】
留
萌
石
協
（
対

馬
健
一
理
事
長
）
は
２
月

27
日
、
留
萌
市
内
で
「
平

成
31
年
度
通
常
総
会
」
を

開
催
し
、
任
期
満
了
に
と

も
な
う
役
員
改
選
で
対
馬

理
事
長
の
続
投
を
決
定

し
、
新
た
に
小
平
支
部
の

石
黒
氏
を
副
理
事
長
に
選

出
し
た
（
写
真
）。

　
総
会
の
冒
頭
、
対
馬
理

事
長
は
「
少
子
高
齢
化
や

2019年１月自動車保有車両数調べ 北海道運輸局自動車技術安全部管理課
地域別

車種別
札幌 函館 旭川 室蘭 釧路 帯広 北見 局計 前年同月計 前年同

月比

貨
物
用

普通 72,167 12,682 25,513 19,343 17,670 25,021 18,151 190,547 188,992 100.8%

小型 82,380 13,383 27,181 17,650 12,924 16,172 12,759 182,449 182,444 100.0%

被牽引 6,143 409 1,382 13,663 3,605 1,885 993 28,080 27,595 101.8%

計 160,690 26,474 54,076 50,656 34,199 43,078 31,903 401,076 399,031 100.5%

乗合 6,746 1,134 2,004 1,536 819 932 874 14,045 14,181 99.0%

乗
用

普通 448,988 63,797 111,598 81,501 59,384 68,579 54,800 888,647 866,525 102.6%

小型 496,214 84,338 129,868 103,114 69,888 81,740 60,618 1,025,780 1,054,569 97.3%

計 945,202 148,135 241,466 184,615 129,272 150,319 115,418 1,914,427 1,921,094 99.7%

特種（殊） 58,132 9,658 19,999 12,136 12,600 16,532 12,346 141,403 139,464 101.4%

登録車計 1,170,770 185,401 317,545 248,943 176,890 210,861 160,541 2,470,951 2,473,770 99.9%

小型二輪 28,709 4,100 8,467 5,075 3,709 4,324 4,231 58,615 57,525 101.9%

軽
自
動
車

貨物 86,547 28,613 41,278 28,086 22,147 26,752 24,783 258,206 258,812 99.8%

乗用 385,430 95,936 121,950 93,214 68,210 77,389 63,275 905,404 896,553 101.0%

特殊用途車 3,677 522 855 515 387 373 414 6,743 6,777 99.5%

二輪 45,644 5,182 11,489 8,681 4,592 5,707 5,371 86,666 85,304 101.6%

その他 194 39 185 11 24 8 30 491 489 100.4%

計 521,492 130,292 175,757 130,507 95,360 110,229 93,873 1,257,510 1,247,935 100.8%

総計 1,720,971 319,793 501,796 384,525 275,959 325,414 258,645 3,787,103 3,779,230 100.2%

前年同月計 1,713,878 320,512 501,655 384,071 276,298 324,222 258,603 3,779,230 

前年同月比 100.4% 99.8% 100.0% 100.1% 99.9% 100.4% 100.0% 100.2%

「
１
円
の
利
益
も
無
駄
に
し
な
い
」

帯
広
市
内
セ
ル
フ
143
円

郡部市場ＳＳ

収
益
に
影
響 

義
務
づ
け
に
疑
問

「
働
き
方
改
革
」不
安
視

道内ＳＳ
顧客との新しい関係模索

営業基盤強化へガソリン
需要減退

武蔵輝彦理事長

米倉慎一理事長

は
各
地
で
自
治
体
と
の
災

害
協
定
を
締
結
し
、
災
害

時
の
燃
料
油
供
給
へ
の
態

勢
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

が
、
協
定
に
も
と
づ
き
地

元
の
Ｓ
Ｓ
と
自
治
体
が
関

係
強
化
を
進
め
る
ケ
ー
ス

は
少
な
く
、
具
体
的
な
災

害
時
対
応
の
組
織
づ
く
り

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
石
協
で
は
地
域
Ｓ
Ｓ
の

地
下
タ
ン
ク
の
在
庫
や
ロ

ー
リ
ー
台
数
な
ど
の
調
査

を
進
め
、
地
域
ご
と
の
燃

料
油
供
給
の
能
力
な
ど
に

つ
い
て
、
デ
ー
タ
の
蓄
積

を
進
め
て
い
る
。
自
治
体

で
は
石
協
が
持
つ
デ
ー
タ

を
ベ
ー
ス
に
災
害
時
の
組

織
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

し
て
い
る
。
各
地
石
協
で

も
自
治
体
や
行
政
機
関
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
増
加
を

指
摘
し
て
お
り
、
災
害
協

定
の
具
体
化
の
進
展
に
期

待
は
大
き
い
。
今
後
各
地

の
自
治
体
が
実
施
す
る
災

害
訓
練
へ
の
参
加
や
、
Ｓ

Ｓ
業
界
の
地
域
社
会
へ
の

積
極
的
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

局
自
動
車
技
術
安
全
部

は
、
今
年
１
月
末
時
点
の

管
内
に
お
け
る
自
動
車
保

有
台
数
を
ま
と
め
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
二
輪
を
含
め

た
総
台
数
は
３
７
８
万
７

０
７
６
台
で
前
年
同
月
比

１
０
０
・
２
％
と
前
年
よ

り
増
加
し
た
＝
別
表
参

照
。

　
各
車
種
別
に
み
る
と
貨

物
用
は
、
40
万
１
０
７
６

台
で
１
０
０
・
５
％
と
増

加
し
、
乗
合
用
は
１
万
４

０
４
５
台
で
99
・
０
％
と

こ
ち
ら
は
減
少
と
な
っ

た
。

　
乗
用
は
１
９
１
万
４
４

２
７
台
で
99
・
７
％
と
減

少
、
軽
自
動
車
は
１
２
５

万
７
５
１
０
台
で
１
０
０

・
８
％
と
な
り
、
こ
ち
ら

は
順
調
な
伸
び
を
示
し

た
。

　
管
内
別
で
は
札
幌
が
１

７
２
万
９
７
１
台
で
１
０

０
・
４
％
、
函
館
が
31
万

９
７
９
３
台
で
99
・
８

％
、
旭
川
が
50
万
１
７
６

９
台
で
１
０
０
・
０
％
、

室
蘭
が
38
万
４
５
２
５
台

で
１
０
０
・
１
％
、
釧
路

が
27
万
５
９
５
９
台
で
99

・
９
％
、
帯
広
が
32
万
５

４
１
４
台
で
１
０
０
・
４

％
、
北
見
が
25
万
８
６
４

５
台
で
１
０
０
・
０
％
と

な
っ
た
。

省
エ
ネ
車
の

普
及
で
、
厳

し
い
経
営
環

境
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年

９
月
に
発
生

し
た
胆
振
東

部
地
震
で

は
、
Ｓ
Ｓ
が

防
災
拠
点
と

し
て
認
知
さ

れ
た
。
Ｓ
Ｓ

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た

一
年
だ
っ
た
。
今
年
４
月

か
ら
は
、
働
き
方
改
革
な

ど
厳
し
い
条
件
が
求
め
ら

れ
る
。
収
益
を
確
保
し
、

人
が
集
ま
る
業
界
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
合

活
動
も
組
合
員
の
減
少
で

厳
し
い
が
、
組
合
も
大
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
組
合
の
大
改
革
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
続
き
審
議

に
入
り
、
30
年
度
事
業
報

告
、
同
決
算
報
告
、
31
年

度
事
業
計
画
案
、
同
予
算

案
を
事
務
局
提
案
通
り
承

認
。
役
員
改
選
を
行
い
３

人
の
選
考
委
員
で
12
人
の

理
事
と
２
人
の
監
事
を
選

任
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ

た
理
事
会
で
対
馬
理
事
長

の
続
投
を
決
定
。
副
理
事

長
に
澤
井
篤
司
、
石
山
公

介
両
副
理
事
長
を
再
選

し
、
石
黒
朋
幸
小
平
支
部

長
を
新
た
に
副
理
事
長
に

選
任
し
た
。

　
続
投
が
決
定
し
た
対
馬

理
事
長
は
「
若
手
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
の
で
き
る
２
年

間
に
し
た
い
」
と
若
手
経

営
者
へ
の
期
待
を
寄
せ

た
。
総
会
の
あ
と
懇
親
会

を
開
催
し
て
全
日
程
を
終

了
し
た
。

に
入
り
、
平
成
30
年
事
業

報
告
、
同
収
支
決
算
報

告
、
31
年
度
事
業
計
画

案
、
同
収
支
予
算
案
が
提

案
さ
れ
、
提
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。
事
業
報
告
の
な

か
で
官
公
需
需
要
販
売
量

が
昨
年
比
０

・
５
％
の
減

少
だ
っ
た
こ

と
や
昨
年
５

月
に
営
業
委

員
会
と
所
長

会
で
苫
小
牧

東
部
国
家
備

蓄
基
地
、
サ

ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
工
場
、
エ

ア
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
移
動
式

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
研

修
会
を
実
施
し
た
こ
と
な

ど
を
報
告
。

　
総
会
終
了
後
の
懇
親
会

で
は
稚
内
市
の
工
藤
広
市

長
が
出
席
し
、
あ
い
さ
つ

で
灯
油
祭
り
の
開
催
な
ど

の
組
合
活
動
を
高
く
評
価

し
た
。

　【
岩
見
沢
】
南
空
知
石

協
（
武
蔵
輝
彦
理
事
長
）

は
２
月
25
日
、
岩
見
沢
市

内
の
北
海
道
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ

で
「
平
成
31
年
度
通
常
総

会
」
を
開
催
。
30
年
度
事

業
報
告
、
同
収
支
決
算
、

の
で
は
な
い
か
。
こ
う
し

た
点
を
踏
ま
え
、
わ
れ
わ

れ
が
し
っ
か
り
と
協
力
し

て
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
31
年
度
の
事
業
計
画
案

で
は
前
年
度
を
同
様
「
組

織
活
動
の
強
化
対
策
」「
流

通
適
正
化
対
策
」「
農
受

対
策
」「
品
質
管
理
お
よ

び
環
境
保
全
」「
構
造
改

革
・
経
営
支
援
事
業
（
国

庫
補
助
事
業
）」「
情
報
活

動
お
よ
び
教
育
対
策
」「
共

同
購
買
・
共
済
・
保
険
斡

旋
事
業
」「
資
金
確
保
事

業
」「
行
政
協
力
事
業
」

「
労
務
対
策
事
業
」
の
10

項
目
が
中
心
。
社
会
的
使

命
を
果
た
し
、
組
合
員
各

社
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
に
各
情
報
の
提
供
を
は

じ
め
、
計
画
に
あ
る
事
業

を
順
次
実
行
し
て
い
く
構

え
だ
。

31
年
度
事
業
計
画
案
、
同

収
支
予
算
案
を
は
じ
め
と

す
る
全
議
案
を
原
案
通
り

可
決
・
承
認
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
武
蔵
理

事
長
は
「
昨
年
の
胆
振
東

部
地
震
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
た
と
同
時
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
も
露
呈
し

た
。
と
く
に
官
公
需
関
係

の
災
害
協
定
な
ど
、
普
段

か
ら
の
お
つ
き
合
い
の
仕

方
、
情
報
・
連
携
を
密
に

し
て
い
た
と
こ
ろ
と
そ
う

で
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
対

応
の
難
し
さ
に
み
な
さ
ま

そ
れ
ぞ
れ
ご
苦
労
さ
れ
た

も
協
定
の
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
。
Ｓ
Ｓ
過
疎

や
人
手
不
足
な
ど
業
界
の

抱
え
る
問
題
も
山
積
す
る

が
、
組
合
員
が
一
致
団
結

し
て
難
局
を
乗
り
越
え
、

市
民
の
安
全
安
心
を
守
れ

る
よ
う
な
活
動
に
徹
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
31
年
度
の
事
業
計
画
案

と
し
て
は
前
年
度
と
同
様

「
共
同
購
買
事
業
・
共
済

事
業
」「
行
政
協
力
事
業
」

「
組
織
強
化
に
関
す
る
事

業
」「
情
報
活
動
」
な
ど

に
加
え
、「
流
通
お
よ
び

給
油
所
安
定
化
対
策
」
と

し
て
流
通
秩
序
の
適
正
化

　
総
会
に
先
立
ち
米
倉
理

事
長
は
「
昨
年
の
胆
振
東

部
地
震
で
は
、
こ
の
地
域

こ
そ
大
き
な
被
害
は
な
か

っ
た
が
、
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

の
事
態
に
陥
っ
た
。
こ
う

し
た
状
況
の
な
か
、
業
界

は
住
民
の
安
心
安
全
を
守

る
と
い
う
使
命
を
し
っ
か

り
と
果
た
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
」
と
振

り
返
っ
た
。「
そ
の
結
果
、

新
た
に
防
災
協
定
を
結
び

た
い
と
い
う
関
係
機
関
の

話
も
あ
り
、
石
協
と
し
て

対
策
や
官
公
需
対
策
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま

た
労
働
環
境
の
改
善
や
員

外
・
異
業
種
と
の
協
調
も

新
た
な
事
業
内
容
と
し
て

掲
げ
た
。

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う

役
員
改
選
で
は
、
米
倉
慎

一
理
事
長
（
米
倉
商
事
）

ほ
か
副
理
事
長
の
三
品
優

次
氏
（
第
一
興
産
）、
関

光
宏
氏
（
キ
セ
キ
カ
ナ
モ

ノ
）
を
再
任
。
今
季
限
り

で
退
任
す
る
千
徳
晃
己
副

理
事
長
（
千
徳
商
事
）
に

代
わ
り
矢
野
克
之
氏
（
矢

野
商
会
）
を
新
副
理
事
長

に
選
任
し
た
。

　【
帯
広
】
帯
広
石
協
（
髙

橋
勝
坦
理
事
長
）
は
２
月

26
日
、
帯
広
市
内
の
ホ
テ

ル
で
「
平
成
31
年
度
通
常

総
会
」
を
開
催
。
30
年
度

事
業
報
告
、
同
収
支
決

算
、
31
年
度
事
業
計
画

案
、
同
収
支
予
算
案
を
は

じ
め
全
議
案
を
可
決
・
承

認
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
髙
橋

理
事
長
は
元
売
統
合
に
よ

る
業
界
再
編
な
ど
を
例
に

「
世
の
中
の
潮
目
が
変
わ

り
始
め
て
い
る
」
と
示

し
、
昨
年
を
振
り
返
っ

た
。「
胆
振
東
部
地
震
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供

給
に
尽
力
し
た
。
業
界
、

組
合
と
し
て
非
常
用
発
電

機
の
備
え
、
安
定
供
給
に

ど
れ
ほ
ど
の
重
責
を
担
っ

て
い
る
か
勉
強
さ
せ
ら
れ

た
」。
さ
ら
に
「
今
後
災

害
発
生
時
に
ど
う
対
応
す

る
か
。
燃
料
油
備
蓄
や
発

電
機
設
置
状
況
な
ど
デ
ー

タ
を
あ
げ
、
設
備
管
理
の

詳
細
を
共
有
し
安
定
供
給

に
資
す
る
仕
組
み
を
整
え

る
こ
と
が
必
要
」
と
、
組

合
に
専
門
委
員
会
な
ど
の

機
関
を
設
け
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

　
31
年
度
事
業
計
画
案
で

は
①
市
場
正
常
化
・
経
営

安
定
化
に
関
す
る
活
動
②

石
油
製
品
安
定
供
給
確
保

支
援
事
業
と
し
て
、
国
庫

補
助
金
・
融
資
等
に
関
す

る
申
請
の
円
滑
推
進
③
組

合
員
の
知
識
・
技
術
の
向

上
を
目
的
と
し
た
研
修
と

福
利
厚
生
④
官
公
需
適
格

組
合
資
格
獲
得
に
よ
る
営

業
推
進
―
の
４
項
目
を
掲

げ
た
。
賦
課
金
の
額
と
徴

収
時
期
は
従
来
通
り
。

各
地
石
協
で
総
会
開
催

留
萌
石
協 

対
馬
理
事
長
続
投

南
空
知
石
協 「
協
力
体
制
を
整
備
」

宗
谷
石
協 「
コ
ス
ト
増
へ
対
応
」

空
知
石
協 

米
倉
理
事
長
を
再
選

帯
広
石
協 「
安
定
供
給
に
重
責
」

道東自治体

地元業者・組合と関係強化

災害協定
ベースに 安定供給見直し

髙橋勝坦理事長
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静岡県SS特集

　【
甲
府
】
山
梨
県
内
Ｓ

Ｓ
業
者
が
、
安
定
市
況
を

維
持
継
続
し
て
い
る
。
同

県
内
で
は
昨
秋
以
降
、
大

半
の
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
が
系
列

仕
切
り
値
上
げ
を
看
板
価

格
に
着
実
に
転
嫁
し
て
お

り
、
２
月
下
旬
時
点
で
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
看
板
価
格
は

レ
ギ
ュ
ラ
ー
㍑
１
５
０
円

の
背
中
が
見
え
る
水
準
ま

で
底
上
げ
が
進
み
、
採
算

販
売
へ
の
意
識
の
高
ま
り

を
皮
膚
感
覚
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
か
つ
て
同
県
内
市
況
は

首
都
圏
地
区
と
同
様
に
利

益
の
出
な
い
、
し
烈
な
価

格
競
争
に
陥
っ
て
い
た
。

ガ
ソ
リ
ン
マ
ー
ジ
ン
は
軽

く
５
円
以
下
、
逆
ザ
ヤ
で

の
販
売
も
め
ず
ら
し
く
な

か
っ
た
。
山
梨
県
内
Ｓ
Ｓ

業
者
は
今
後
ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
価
格
設
定
を
し

て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
ガ
ソ
リ
ン
需
要
減
時

代
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ

う
か
。
山
梨
県
内
大
手
特

約
店
幹
部
役
員
に
Ｓ
Ｓ
業

者
の
今
の
本
音
を
聞
い
て

み
た
。

　
－
－
－
山
梨
県
内
の
今
年

２
月
時
点
の
常
住
人
口
は

約
81
万
６
０
０
０
人
。
限

ら
れ
た
市
場
規
模
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ま

で
し
烈
な
価
格
競
争
が
続

い
て
き
た
の
か

　
こ
れ
は
山
梨
県
内
だ
け

に
該
当
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
国
内
各
地
で

続
い
て
い
た
し
烈
な
価
格

競
争
は
元
売
の
代
理
戦
争

的
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
の

も
事
実
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
か
つ
て
は
相
応
の
ガ

ソ
リ
ン
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
出

せ
ば
元
売
か
ら
そ
れ
な
り

の
事
後
調
整
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
い

う
道
理
に
か
な
っ
て
い
な

い
こ
と
は
長
く
は
続
か
な

い
。
山
梨
県
内
で
も
数
年

前
の
ひ
ど
い
と
き
に
は
ガ

ソ
リ
ン
マ
ー
ジ
ン
は
５
円

以
下
、
局
地
的
に
マ
イ
ナ

ス
マ
ー
ジ
ン
に
陥
っ
た
地

区
も
あ
っ
た
。
値
下
げ
し

て
も
そ
う
簡
単
に
ガ
ソ
リ

ン
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
伸
び
る

時
代
で
は
な
い
。
一
人
勝

ち
も
で
き
な
い
。
多
く
の

山
梨
県
内
Ｓ
Ｓ
業
者
が
利

益
を
出
せ
な
い
非
常
に
厳

し
い
経
営
状
態
が
長
期
化

し
て
い
た
。

　
－
－
－
元
売
の
経
営
統

合
、
合
併
に
よ
っ
て
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
が
進

ん
だ
。
結
果
と
し
て
昨
秋

頃
か
ら
山
梨
県
内
市
況
が

安
定
し
て
い
る
。
セ
ル
フ

Ｓ
Ｓ
も
仕
入
れ
コ
ス
ト
上

昇
を
販
売
価
格
に
着
実
に

転
嫁
し
て
い
る
。
山
梨
県

内
Ｓ
Ｓ
業
者
に
ど
の
よ
う

な
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た

の
か

　
多
く
の
山
梨
県
内
Ｓ
Ｓ

業
者
は
ガ
ソ
リ
ン
で
利
益

を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
「
あ
の
頃
に
は
も
う

戻
り
た
く
な
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
か
な
り
強
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ガ

ソ
リ
ン
マ
ー
ジ
ン
で
足
り

な
い
分
を
カ
ー
ケ
ア
収
益

で
補
う
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

や
は
り
経
営
の
屋
台
骨
の

ガ
ソ
リ
ン
マ
ー
ジ
ン
で
総

経
費
を
捻
出
す
る
、
ガ
ソ

リ
ン
マ
ー
ジ
ン
で
再
投
資

で
き
る
経
営
を
し
て
い
く

べ
き
だ
。
山
梨
県
内
を
含

め
て
地
方
は
超
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
、
省
燃
費
自

動
車
の
急
増
に
と
も
な
っ

て
ガ
ソ
リ
ン
需
要
減
が
予

測
を
超
え
る
勢
い
で
加
速

し
て
い
る
。
需
要
減
に
見

合
っ
た
売
り
方
が
必
要

だ
。
一
般
的
な
小
売
業
の

売
り
上
げ
総
利
益
率
（
粗

利
益
率
）
は
20
％
前
後
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
来

な
ら
ば
Ｓ
Ｓ
業
界
も
主
力

の
燃
油
販
売
で
20
％
超
の

粗
利
益
率
が
あ
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
。

　
－
－
－
全
国
的
に
地
場
フ

ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
業
者
の

廃
業
が
と
ま
ら
な
い
。
山

梨
県
内
は
ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
。
Ｓ
Ｓ
業
界
を

活
性
化
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を

し
て
い
け
ば
い
い
の
か

　
山
梨
県
内
を
含
め
て
国

内
各
地
で
は
「
も
う
こ
れ

以
上
地
場
フ
ル
Ｓ
Ｓ
業
者

を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
い
う
深
刻
な
状
況

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事

業
承
継
を
し
た
く
て
も
で

き
な
い
状
態
だ
。
地
場
フ

ル
Ｓ
Ｓ
業
者
は
、
地
方
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
拠
点

と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
大
規
模

災
害
時
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
拠
点
と
し
て
〝
最
後

の
砦
（
と
り
で
）〞
と
い

う
存
在
だ
。
Ｓ
Ｓ
店
頭
の

ガ
ソ
リ
ン
販
売
だ
け
で
は

な
く
寒
冷
地
の
山
梨
県
内

で
は
、
冬
季
は
灯
油
の
配

達
需
要
も
大
き
い
。
確
か

に
今
後
は
山
梨
県
内
Ｓ
Ｓ

業
者
も
収
益
源
の
多
角
化

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
Ｓ
Ｓ

業
界
で
、
儲
か
ら
な
い
か

ら
と
い
う
理
由
で
落
下
傘

部
隊
の
よ
う
に
他
業
界
に

進
出
し
て
も
な
か
な
か
う

ま
く
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
甘
い
も
の
で
は
な

い
。
他
業
界
の
ほ
う
が
、

し
烈
な
生
存
競
争
と
な
っ

て
い
る
。
国
、
政
府
、
県

は
、
地
場
フ
ル
Ｓ
Ｓ
業
者

が
持
続
的
な
経
営
が
で
き

る
施
策
を
も
っ
と
強
力
に

打
ち
出
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、

付
加
価
値
の
分
野
で
潤
滑

油
、
切
削
油
の
販
売
を
伸

ば
し
て
い
る
静
岡
県
内
地

場
フ
ル
Ｓ
Ｓ
業
者
店
主
は

直
近
の
大
手
販
売
業
者
の

動
き
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　「
あ
る
大
手
商
社
が
全

元
売
の
潤
滑
油
、
切
削
油

の
カ
タ
ロ
グ
に
載
っ
て
い

る
ス
ペ
ッ
ク
に
対
応
で
き

る
と
い
う
営
業
ト
ー
ク
で

大
手
工
場
な
ど
の
需
要
家

に
対
し
、
低
価
格
を
武
器

に
猛
烈
な
売
り
込
み
を
か

け
て
き
て
い
る
。
各
元
売

が
〝
売
り
た
い
商
品
〞
な

の
で
ガ
ソ
リ
ン
販
売
と
同

じ
よ
う
に
、
し
烈
な
価
格

競
争
に
陥
っ
て
し
ま
う
潤

滑
油
、
切
削
油
も
少
な
く

な
い
。
一
方
で
需
要
家
は

価
格
と
は
違
う
部
分
を
重

視
し
て
い
る
場
合
が
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」。

　
潤
滑
油
や
切
削
油
を
工

場
で
使
用
す
る
需
要
家

（
企
業
）
は
納
入
業
者

（
石
油
販
売
業
者
）
に
い

っ
た
い
何
を
一
番
に
求
め

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
―
。

　
需
要
家
と
と
も
に
潤
滑

油
や
切
削
油
を
開
発
し
て

い
る
水
面
下
の
動
き
に
詳

し
い
技
術
者
は
「
例
え
ば

自
動
車
向
け
の
特
殊
な
ネ

ジ
を
製
造
し
て
い
る
需
要

家
の
場
合
、
潤
滑
油
や
切

削
油
を
切
り
替
え
る
の
は

大
き
な
リ
ス
ク
を
と
も
な

う
。
新
し
い
潤
滑
油
や
切

削
油
で
以
前
と
同
じ
高
品

質
な
製
品
を
担
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

仮
に
新
し
い
潤
滑
油
や
切

削
油
で
製
造
し
た
製
品
の

納
入
先
の
メ
ー
カ
ー
で
事

故
な
ど
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
た
場
合
、
莫
大

な
損
賠
賠
償
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
か

す
。

　
２
月
中
旬
に
静
岡
県
内

地
場
フ
ル
Ｓ
Ｓ
業
者
は
、

特
殊
な
製
品
を
製
造
し
て

い
る
有
力
企
業
（
需
要

家
）
に
切
削
油
を
納
入
し

た
。
一
般
的
な
ス
ペ
ッ
ク

の
切
削
油
よ
り
も
数
倍
の

価
格
設
定
だ
。
同
地
場
フ

ル
Ｓ
Ｓ
業
者
店
主
は
「
特

殊
な
製
品
を
製
造
し
て
い

る
有
力
企
業
（
需
要
家
）

に
、
あ
る
大
手
商
社
が
同

じ
ス
ペ
ッ
ク
だ
と
言
っ
て

か
な
り
安
価
な
切
削
油
を

提
案
し
た
と
い
う
が
、
需

要
家
が
一
番
求
め
て
い
る

の
は
確
実
に
高
品
質
な
製

品
を
製
造
す
る
こ
と
で
、

最
終
的
に
は
安
い
だ
け
の

同
大
手
商
社
の
提
案
は
否

決
と
な
っ
た
。
技
術
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
地
場
フ
ル
Ｓ
Ｓ

業
者
に
も
必
ず
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
は
ず
だ
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　【
静
岡
】
静
岡
県
内
地
場
フ
ル

サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
業
者
は
潤
滑
油
、

切
削
油
の
販
売
に
お
い
て
技
術
、

知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
必
要
に

な
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
付
加

価
値
の
分
野
が
生
き
残
り
の
〝
カ

ギ
〞
と
な
っ
て
き
そ
う
だ
。
ガ
ソ

リ
ン
需
要
減
時
代
を
迎
え
る
な
か

元
売
筋
や
大
手
商
社
筋
で
は
「
潤

滑
油
、
切
削
油
だ
け
は
伸
ば
す
こ

と
が
で
き
る
要
素
が
大
き
い
」
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
般
的
な

元
売
カ
タ
ロ
グ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
ス
ペ
ッ
ク
の
潤
滑
油
、
切
削
油

に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
価
格
競

争
に
陥
り
や
す
い
。
ガ
ソ
リ
ン
販

売
同
様
に
儲
か
ら
な
い
商
品
群
に

な
り
か
ね
な
い
。
低
価
格
を
武
器

に
し
た
大
量
販
売
的
な
潤
滑
油
、

切
削
油
で
は
従
来
の
よ
う
な
適
正

利
益
を
期
待
で
き
な
い
商
環
境
を

招
い
て
い
る
。

　【
袋
井
市
＝
静
岡
】
複

数
の
水
面
下
の
動
き
に
詳

し
い
事
情
通
の
話
に
よ
る

と
、
静
岡
県
内
な
ら
び
に

周
辺
他
県
・
地
域
の
指
標

値
に
な
っ
て
い
る
静
岡
県

温
室
農
業
協
同
組
合
（
静

岡
県
温
）
Ｌ
Ｓ
Ａ
重
油
２

月
価
格
は
、
前
月
比
㍑
２

円
値
上
げ
の
71
円
40
銭

（
税
抜
き
）
で
決
着
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
１
月
中
旬
か
ら
２

月
中
旬
の
系
列
仕
切
り
、

業
転
玉
の
需
給
動
向
が
静

岡
県
温
価
格
に
反
映
さ
れ

た
も
よ
う
だ
。

　
水
面
下
の
動
き
に
詳
し

い
事
情
通
は
「
系
列
仕
切

り
に
つ
い
て
言
え
ば
２
月

第
３
週
目
が
１
円
値
上

げ
、
第
４
週
目
が
２
円
、

３
月
最
初
の
週
が
１
円
値

上
げ
と
な
り
３
週
連
続
で

合
計
４
円
の
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
原
油
価
格
は
上
昇
基
調

に
放
た
れ
そ
う
な
雰
囲
気

が
、
ド
ル
円
為
替
相
場
は

円
安
基
調
が
そ
れ
ぞ
れ
続

き
、
米
国
株
価
も
下
げ
か

実
力
店
に
元
売
、
商

社
が
転
籍
オ
フ
ァ
ー

山
梨
県
内

地
場
Ｓ
Ｓ
業
者

　【
甲
府
】
元
売
の
経
営

統
合
、
合
併
に
よ
っ
て
系

列
ブ
ラ
ン
ド
（
サ
イ
ン
ポ

ー
ル
）
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
山
梨
県

内
地
場
Ｓ
Ｓ
業
者
も
大
勢

で
は
転
籍
志
向
は
小
さ
く

な
っ
て
き
て
い
る
も
の

の
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
元

売
系
列
か
ら
商
社
系
列

に
、
商
社
系
列
か
ら
元
売

系
列
に
転
籍
、
ま
た
Ｐ
Ｂ

（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
）
Ｓ
Ｓ
業
者
の
商
社
系

列
化
と
い
う
ケ
ー
ス
が
複

数
散
見
さ
れ
て
い
る
。

　
水
面
下
の
動
き
に
詳
し

い
事
情
通
は
「
実
力
の
あ

る
地
場
Ｓ
Ｓ
業
者
に
つ
い

て
は
元
売
や
商
社
系
か
ら

今
後
も
積
極
的
、
強
力
な

転
籍
の
オ
フ
ァ
ー
（
申
し

出
）、
囲
い
込
み
が
ま
だ

ま
だ
あ
る
と
み
て
い
る
。

と
く
に
中
堅
元
売
系
列
、

商
社
系
列
は
活
発
に
動
い

て
い
る
よ
う
だ
。
意
欲
的

な
地
場
Ｓ
Ｓ
業
者
に
と
っ

て
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感
じ

て
い
る
」
と
明
か
す
。

　【
静
岡
】
静
岡
県
石
商

・
協
（
鈴
木
裕
司
理
事

長
）
は
、
１
月
末
時
点
の

支
部
別
の
組
合
員
数
と
組

合
員
Ｓ
Ｓ
数
を
明
ら
か
に

し
た
＝
別
表
参
照
。

　
支
部
別
の
組
合
員
数
で

最
多
は
静
岡
82
だ
っ
た
。

ほ
か
は
賀
茂
26
、
熱
海
・

伊
東
18
、
田
方
25
、
御
殿

場
14
、
三
島
４
、
沼
津

43
、
富
士
32
、
富
士
宮

29
、
焼
津
・
藤
枝
37
、
榛

原
32
、
島
田
19
、
中
遠

20
、
菊
川
11
、
掛
川
９
、

袋
井
４
、
磐
田
10
、
湖
西

８
、
天
竜
13
、
浜
松
50
、

北
遠
５
、
合
計
４
９
１
。

　
組
合
員
Ｓ
Ｓ
数
で
最
多

は
浜
松
だ
っ
た
。
支
部
別

で
は
賀
茂
31
、
熱
海
・
伊

東
26
、
田
方
36
、
御
殿
場

32
、
三
島
14
、
沼
津
59
、

富
士
62
、
富
士
宮
40
、
静

岡
１
３
０
、
焼
津
・
藤
枝

63
、
榛
原
38
、
島
田
26
、

中
遠
29
、
菊
川
16
、
掛
川

18
、
袋
井
16
、
磐
田
27
、

湖
西
13
、
天
竜
15
、
浜
松

１
３
３
、
北
遠
５
。
合
計

は
８
２
９
だ
っ
た
。

ら
プ
ラ
ス
ト
レ
ン
ド
に
転

換
し
始
め
て
い
る
。
相
場

は
水
も
の
な
の
で
実
際
に

ど
の
よ
う
な
動
き
に
な
る

の
か
不
透
明
な
部
分
が
極

め
て
大
き
い
が
。
こ
の
調

子
だ
と
３
月
も
数
円
単
位

の
値
上
げ
に
な
る
可
能
性

が
か
な
り
高
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
小

型
ロ
ー
リ
ー
乗
務
員
の
人

手
不
足
感
が
ま
す
ま
す
強

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今

後
は
人
件
費
の
上
昇
も
避

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ

ろ
う
」と
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　【静岡】ＴＯＫＡＩホールディングス（本社静岡県
静岡市葵区常磐町・鴇田勝彦代表取締役社長兼ＣＥＯ）
と鈴与商事（本社静岡県静岡市清水区入船町、本部静
岡市葵区栄町・加藤正博代表取締役社長）はこのほ
ど、経済産業省と日本健康会議が共同で実施している

「健康経営優良法人2019（大規模法人部門）」に認定
された。
　ＴＯＫＡＩホールディングスは昨年に続き３年連続
の認定。また同社グループ企業の４社も新規に中小規
模法人部門で認定されたという。
　鈴与商事は健康づくり推進のため2017年９月に健康
宣言を制定し、健康経営推進委員会の発足や静岡県が
支援している制度「ふじのくに健康づくり推進ホワイ
ト事業所」に認定されるなど、健康経営の推進体制の
整備を進めてきた。

大
量
販
売
は
し
烈
な
価
格
競
争
に

静
岡
県
温
会
館

平成31年1月末現在
組合員支部別状況

支部 組合員数 SS支部 組合員
SS数

賀茂 26 賀茂 31
熱・伊 18 熱・伊 26
田方 25 田方 36
御殿場 14 御殿場 32
三島 4 三島 14
沼津 43 沼津 59
富士 32 富士 62
富士宮 29 富士宮 40
静岡 82 静岡 130
焼・藤 37 焼・藤 63
榛原 32 榛原 38
島田 19 島田 26
中遠 20 中遠 29
菊川 11 菊川 16
掛川 9 掛川 18
袋井 4 袋井 16
磐田 10 磐田 27
湖西 8 湖西 13
天竜 13 天竜 15
浜松 50 浜松 133
北遠 5 北遠 5
合計 491 合計 829

静岡県内地場
フルＳＳ業者

付
加
価
値
創
造
へ

〝
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
〞で
商
機

潤
滑
油
・
切

削
油
販
売

２
月  

２
円
高
の
71
円
40
銭

３
月
も
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
濃
厚
か

静岡県温
ＬＳＡ重油

マ
ー
ジ
ン
で
総
経
費
捻
出
を

粗
利
益
率
20
％
超
の
確
保
必
要

山梨県内大手
特約店幹部役員

組
合
員 

前
月
と

同

数 

491
、静
岡
が
最
多

静
岡
県
石
商
・
協  

１
月
末
Ｓ
Ｓ
829
、浜
松
133

健康経営優良法人に

「これ以上地場フル
ＳＳ業者減らせない」
国・政府・県は持続経営できる施策出すべき

需要家  高品質、技術力求める

ＴＯＫＡＩホールディングス 鈴与商事

　静
岡
県
内
で
も
給
油
所

の
業
態
化
、
複
合
化
が
消

費
者
か
ら
大
き
な
支
持
を

得
て
い
る
。
業
態
化
、
複

合
化
に
よ
っ
て
給
油
所
が

持
つ
集
客
機
能
、
付
加
価

値
サ
ー
ビ
ス
力
を
い
か
に

引
き
出
し
て
い
け
ば
い
い

の
か
。
両
者
の
間
で
相
乗

効
果
を
ど
こ
ま
で
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ

こ
で
注
目
し
て
ほ
し
い
の

が
国
内
最
強
ブ
ラ
ン
ド
同

士
の
組
み
合
わ
せ
だ
。
も

は
や
説
明
は
不
要
だ
ろ

う
。
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｊ
ｅ
ｔ

＋
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
最
大
手
の
セ
ブ
ン

－
イ
レ
ブ
ン
で
あ
る
。

　静
岡
県
内
東
部
地
区
で

は
初
の
セ
ブ
ン
－
イ
レ
ブ

ン
を
併
設
し
た
大
型
セ
ル

フ
Ｓ
Ｓ
が
昨
年
11
月
下
旬

に
誕
生
し
た
。
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ

エ
ネ
ル
ギ
ー
系
大
手
特
約

店
・
昭
和
油
業
（
本
社
静

岡
県
富
士
市
吉
原
・
佐
野

裕
永
代
表
取
締
役
社
長
）

が
同
社
の
旗
艦
店
で
も
あ

る
大
型
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
広

見
パ
ー
ク
Ｓ
Ｓ
（
富
士
市

伝
法
・
杉
山
和
功
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
に
併
設
す
る
格

好
で
「
セ
ブ
ン
－
イ
レ
ブ

ン
富
士
市
広
見
公
園
前

店
」
を
新
規
オ
ー
プ
ン
。

誰
も
が
異
論
な
し
の
ロ
ケ

ッ
ト
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と

だ
け
言
っ
て
お
こ
う
。

　昭
和
油
業
の
旗
艦
店
で

も
あ
る
広
見
パ
ー
ク
Ｓ
Ｓ

は
大
型
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
と
し

て
２
０
０
５
年
２
月
に
敷

地
面
積
約
４
５
０
坪
（
１

５
０
０
平
方
㍍
）
で
始

動
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
使

い
や
す
レ
イ
ア
ウ
ト
、
徹

底
し
た
ク
レ
ン
リ
ネ
ス
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
サ
ー
ビ

ス
に
よ
っ
て
静
岡
県
東
部

地
区
を
代
表
す
る
大
型
セ

ル
フ
Ｓ
Ｓ
に
成
長
。
す
で

　杉
山
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

「
既
存
の
お
客
さ
ま
と
と

も
に
新
規
の
お
客
さ
ま
も

間
違
い
な
く
増
え
て
い

る
」
と
強
調
。
さ
ら
に
渡

辺
雄
一
部
長
も
「
ま
だ
ま

だ
発
展
途
上
。
両
店
の
品

質
に
磨
き
を
か
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

目
標
は
あ
く
ま
で
高
い
。

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
、
ｎ

ａ
ｎ
ａ
ｃ
ｏ
を
中
心
に
国

策
で
あ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
も
万
全
の
体
制
。

今
夏
７
月
か
ら
は
非
接
触

決
済
ツ
ー
ル
「
Ｅ
ｎ
ｅ
Ｋ

ｅ
ｙ
」
が
い
よ
い
よ
始
動

す
る
。
ま
さ
に
次
世
代
型

給
油
所
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
目
が
離
せ
な
い
。

に
給
油
所
と
し
て
は
完
成

の
域
に
達
し
て
い
た
広
見

パ
ー
ク
Ｓ
Ｓ
に
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
で
あ
る
セ
ブ
ン
－

イ
レ
ブ
ン
を
併
設
し
た
複

合
店
と
し
て
、
一
体
運
営

に
よ
る
相
乗
効
果
で
売
上

増
と
、
運

営
コ
ス
ト

削
減
が
可

能
と
み
て
い
る
。

　セ
ブ
ン
－
イ
レ
ブ
ン
と

洗
車
用
ス
ペ
ー
ス
の
た
め

に
広
見
パ
ー
ク
Ｓ
Ｓ
の
南

側
と
西
側
に
１
０
１
２
坪

（
３
３
４
２
平
方
㍍
）
の

拡
張
を
決
断
。
既
存
の
広

見
パ
ー
ク
Ｓ
Ｓ
と
合
わ
せ

て
１
４
６
２
坪
（
４
８
２

５
平
方
㍍
）
内
に
「
大
型

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
」「
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」「
洗

車
機
２
基
」
が
稼
働
中

だ
。
給
油
所
の
業
態
化
、

複
合
化
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
が
大
き
な
相
乗
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
。

給
油
所
の
業
態
化
、複
合
化
で

高
い
相
乗
効
果
を
発
揮

給
油
所
の
業
態
化
、複
合
化
で

高
い
相
乗
効
果
を
発
揮

静
岡
県
東
部
地
区
で
は
初

静
岡
県
東
部
地
区
で
は
初

杉山和功マネージャー

昭和油業広見パークＳＳ

「セブン－イレブン富士市広見公園前店」を併設

２
基
の
門
型
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
洗

車
機（
エ
ム
ケ
ー
精
工
）を
設
置ＳＳ業者の間でも給油所の

業態化、複合化が進む

セブン－イレブンアプリの
スマートフォンへのダウン
ロードが増えている

国内最強ブランドの組み合わせ「ＥｎｅＪｅｔ」＋「セブン－イレブン」
昭和油業広見パークＳＳ＋セブン－イレブン富士市広見公園前店

約1500坪の敷地面積に
大型セルフＳＳ

コンビニエンスストア
洗車機２基が稼働

今夏７月から始動する非接触決済ツール「ＥｎｅＫｅｙ」への期待大きく
高品質で新たな価値観の提供によって新規顧客を生み出す

ＥＮＥＯＳカード、ｎａｎａｃｏを中心にキャッシュレス化に万全の体制



    

(７) 第２０４２１号 （第三種郵便物認可） 平成３１年（２０１９年）３月５日 （火曜日）
　
２
月
27
日
ま
で
の
元
売

仕
切
り
は
ガ
ソ
リ
ン
、
中

間
留
分
と
も
累
計
３
円
上

昇
し
た
。
対
し
て
陸
上
ス

ポ
ッ
ト
価
格
（
本
紙
調

べ
、
京
浜
地
区
・
製
油
所

渡
し
）
の
上
げ
幅
は
、
月

変
わ
り
の
リ
セ
ッ
ト
前
ま

で
は
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
が

２
円
、
灯
油
、
Ａ
重
油
は

２
円
50
銭
程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
。

　
足
元
の
市
場
環
境
を
み

る
と
、
コ
ス
ト
面
は
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
の
協
調
減
産

が
順
調
に
推
移
し
、
原
油

価
格
が
堅
調
な
動
向
を
み

せ
て
い
る
。
一
方
、
需
給

面
は
２
月
23
日
時
点
の
総

在
庫
量
（
半
製
品
含
む
）

が
ガ
ソ
リ
ン
前
年
同
期
比

１
０
２
・
６
％
、
灯
油
１

３
１
・
２
％
、
軽
油
１
２

７
・
３
％
、
Ａ
重
油
１
１

６
・
６
％
だ
っ
た
（
石
連

週
報
）。

　
暖
冬
に
よ
る
灯
油
販
売

の
低
調
を
受
け
て
、
中
間

留
分
が
前
年
水
準
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
が
、
元

売
段
階
の
在
庫
量
の
多
さ

は
、
必
ず
し
も
ス
ポ
ッ
ト

市
場
の
供
給
過
剰
感
に
は

結
び
つ
い
て
い
な
い
。
３

月
を
乗
り
切
れ
ば
、
製
油

所
定
期
修
理
が
本
格
化
す

る
た
め
、
元
売
は
現
在
の

在
庫
水
準
を
数
字
ほ
ど
に

は
過
剰
と
と
ら
え
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
る
。
卸
業

者
に
と
っ
て
は
、
利
益
を

確
保
し
に
く
い
環
境
だ
。

　
３
月
入
り
と
と
も
に
陸
上
ス
ポ
ッ
ト
市
場
で
は
、
２
月
商
戦
中

に
価
格
が
下
が
り
過
ぎ
た
分
を
い
っ
た
ん
〝
リ
セ
ッ
ト
〞
す
る
動

き
が
み
ら
れ
、
前
週
末
の
中
心
値
は
元
売
仕
切
り
上
げ
（
全
油
種

㍑
１
円
）
以
上
に
引
き
上
が
っ
た
。
た
だ
値
上
げ
後
の
水
準
が
市

場
に
定
着
す
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
、
卸
業
者
に
は
厳
し
い
環

境
が
続
い
て
い
る
。

在庫高水準も定修間近
卸業者に厳しい環境続く

（2月19日～2月25日）シンガポール原油市況
（単位：㌦／†）2月23日、24日は土曜・日曜日につき休み。

油種、ＡＰＩ度数、（　）
は公式価格 2月19日 2月20日 2月21日 2月22日 2月25日

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

アラビア
ンライト 34(68.12) 67.01

～67.16
67.04
～67.19

67.47
～67.62

67.92
～68.07

68.22
～68.37

アラビア
ンミディ
アム

31(67.47) 66.36
～66.51

66.39
～66.54

66.82
～66.97

67.27
～67.42

67.57
～67.72

アラビア
ンヘビー 28(66.47) 65.76

～65.91
65.79
～65.94

66.22
～66.37

66.67
～66.82

66.97
～67.12

イ
ラ
ン

イラニア
ンライト 34(68.23) 66.71

～66.86
66.74
～66.89

67.17
～67.32

67.62
～67.77

67.92
～68.07

イラニア
ンヘビー 31(66.63) 65.11

～65.26
65.14
～65.29

65.57
～65.72

66.02
～66.17

66.32
～66.47

Ｕ
Ａ
Ｅ

マーバン 39(60.95) 67.00
～67.10

67.42
～67.52

67.31
～67.41

68.49
～68.59

68.97
～69.07

ドバイ 32 66.30
～66.30

66.22
～66.22

67.26
～67.26

67.15
～67.15

67.25
～67.25

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ミナス 34(57.46) 60.59
～60.69

64.98
～65.08

64.60
～64.70

65.64
～65.74

66.05
～66.15

オ
マ
ー
ン

オマーン 34(59.36) 66.51
～66.61

66.65
～66.75

66.47
～66.57

67.48
～67.58

67.98
～68.08

マ
レ
ー
シ
ア

タピス 44(63.56) 69.21
～69.23

69.50
～69.52

69.09
～69.11

70.16
～70.18

70.61
～70.63

業 転 市 況 の 推 移
（単位：円 /ℓ）

（注）製油所バージ渡しは取引単位1,000㎘、支払い条件30日サイト。油槽所ローリー取引は取引単位50㎘以上、支払い条件は30日サイトもしく
は現金取引。前週比は安値、高値の加重平均。

ガソリン・海上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) 107.5～108.8 2.0～1.8 107.5～108.8 2.0～1.8 107.5～108.8 2.0～1.8 107.5～108.8 2.0～1.8

2月第3週(2月11日～2月17日) 108.5～110.0 1.0～1.2 108.5～110.0 1.0～1.2 108.5～110.0 1.0～1.2 108.5～110.0 1.0～1.2

2月第4週(2月18日～2月24日) 110.5～111.0 2.0～1.0 110.5～111.0 2.0～1.0 110.5～111.0 2.0～1.0 110.5～111.0 2.0～1.0

2月第5週(2月25日～3月3日) 109.0～110.5 ▲1.5～▲0.5 109.0～110.5 ▲1.5～▲0.5 109.0～110.5 ▲1.5～▲0.5 109.0～110.5 ▲1.5～▲0.5

ガソリン・陸上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) 110.0～112.3 0.7～0.0 109.5～112.3 0.7～0.0 109.0～112.3 1.0～0.0 109.5～112.3 0.7～0.0

2月第3週(2月11日～2月17日) 109.8～113.3 ▲0.2～1.0 109.5～113.3 0.0～1.0 109.0～113.3 0.0～1.0 109.5～113.3 0.0～1.0

2月第4週(2月18日～2月24日) 110.3～115.0 0.5～1.7 110.3～115.0 0.8～1.7 110.3～115.0 1.3～1.7 110.3～115.0 0.8～1.7

2月第5週(2月25日～3月3日) 112.1～116.0 1.8～1.0 111.3～116.0 1.0～10 110.8～116.0 0.5～1.0 111.3～116.0 1.0～1.0

灯油・海上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) 58.5～60.0 0.0～0.5 58.5～60.0 0.0～0.5 58.5～60.0 0.0～0.5 57.5～59.5 ▲0.5～0.5

2月第3週(2月11日～2月17日) 59.2～60.0 0.7～0.0 59.2～60.0 0.7～0.0 59.0～60.0 0.5～0.0 57.8～58.5 0.3～▲1.0

2月第4週(2月18日～2月24日) 60.2～62.0 1.0～2.0 60.2～62.0 1.0～2.0 60.0～61.5 1.0～1.5 58.8～60.5 1.0～2.0

2月第5週(2月25日～3月3日) 60.3～62.0 0.1～0.0 60.3～62.0 0.1～0.0 59.8～61.5 ▲0.2～0.0 58.8～60.5 0.0～0.0

灯油・陸上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) 60.0～61.5 0.2～0.2 60.3～61.5 0.5～0.2 60.0～61.5 0.5～0.2 60.0～61.5 0.5～0.2

2月第3週(2月11日～2月17日) 60.0～62.0 0.0～0.5 60.0～62.0 ▲0.3～0.5 60.0～62.0 0.0～0.5 60.0～62.0 0.0～0.5

2月第4週(2月18日～2月24日) 60.5～64.0 0.5～2.0 60.5～64.0 0.5～2.0 60.5～64.0 0.5～2.0 60.5～64.0 0.5～2.0

2月第5週(2月25日～3月3日) 62.0～65.0 1.5～1.0 61.5～65.0 1.0～1.0 61.0～65.0 0.5～1.0 61.0～65.0 0.5～1.0

軽油・海上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) 60.0～60.5 0.5～0.0 60.0～60.5 0.5～0.0 60.0～60.5 0.5～0.0 60.0～60.5 0.5～0.0

2月第3週(2月11日～2月17日) 60.5～61.5 0.5～1.0 60.5～61.5 0.5～1.0 60.5～61.5 0.5～1.0 60.5～61.5 0.5～1.0

2月第4週(2月18日～2月24日) 61.5～62.0 1.0～0.5 61.5～62.0 1.0～0.5 61.5～62.0 1.0～0.5 61.5～62.0 1.0～0.5

2月第5週(2月25日～3月3日) 62.0～63.0 0.5～1.0 62.0～63.0 0.5～1.0 62.0～63.0 0.5～1.0 62.0～63.0 0.5～1.0

軽油・陸上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) 59.3～61.0 0.3～0.0 59.3～61.0 0.3～0.0 59.3～61.0 0.3～0.0 59.3～61.0 0.3～0.0

2月第3週(2月11日～2月17日) 59.6～62.0 0.3～1.0 59.6～62.0 0.3～1.0 59.6～61.5 0.3～0.5 59.6～62.0 0.3～1.0

2月第4週(2月18日～2月24日) 60.4～64.0 0.8～2.0 60.4～63.5 0.8～1.5 60.0～63.5 0.4～2.0 60.4～64.0 0.8～2.0

2月第5週(2月25日～3月3日) 61.3～65.0 0.9～1.0 61.3～65.0 0.9～1.5 61.3～65.0 1.3～1.5 61.3～65.0 0.9～1.0

Ａ重油・海上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) 57.8～58.2 0.8～0.5 57.8～58.2 0.8～0.5 57.8～58.2 0.8～0.5 57.8～58.2 0.8～0.5

2月第3週(2月11日～2月17日) 58.5～59.0 0.7～0.8 58.5～59.0 0.7～0.8 58.5～59.0 0.7～0.8 58.5～59.0 0.7～0.8

2月第4週(2月18日～2月24日) 59.0～59.5 0.5～0.5 59.0～59.5 0.5～0.5 59.0～59.5 0.5～0.5 59.0～59.5 0.5～0.5

2月第5週(2月25日～3月3日) 59.2～60.2 0.2～0.7 59.2～60.2 0.2～0.7 59.2～60.2 0.2～0.7 59.2～60.2 0.2～0.7

Ａ重油・陸上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) 58.3～59.2 0.5～0.0 59.0～59.5 1.2～0.3 58.3～59.2 0.5～0.0 58.3～59.2 0.5～0.0

2月第3週(2月11日～2月17日) 58.3～60.0 0.0～0.8 58.5～60.0 ▲0.5～0.5 58.0～60.0 ▲0.3～0.8 58.3～60.0 0.0～0.8

2月第4週(2月18日～2月24日) 59.3～62.0 1.0～2.0 59.3～62.0 0.8～2.0 59.0～62.0 1.0～2.0 59.3～62.0 1.0～2.0

2月第5週(2月25日～3月3日) 60.5～63.0 1.2～1.0 60.5～63.0 1.2～1.0 60.0～63.0 1.0～1.0 60.5～63.0 1.2～1.0

ＨＳＣ重油・海上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) － － － － － － － －

2月第3週(2月11日～2月17日) － － － － － － － －

2月第4週(2月18日～2月24日) － － － － － － － －

2月第5週(2月25日～3月3日) － － － － － － － －

ＬＳＣ重油・海上 京　浜 前週比 中　京 前週比 阪　神 前週比 瀬戸内 前週比

2月第2週(2月4日～2月10日) － － － － － － － －

2月第3週(2月11日～2月17日) － － － － － － － －

2月第4週(2月18日～2月24日) － － － － － － － －

2月第5週(2月25日～3月3日) － － － － － － － －

原油・製品の輸入価格（CIF）の推移

（速）は速報。それ以外は確報。製品CIF のナフサは石化用

 
原油 ClF 為 替

レート
（円/㌦） 

 
製品ClF（円/㎘） 為 替

レート
（円/㌦） 円/㎘ ㌦/† ガソリン ナフサ 灯　油 軽　油 A重油 C重油

2018年7月 53,418 76.68 110.75 2017年12月 51,385 45,891 55,620 54,788 47,490 44,433 112.42
2018年8月 53,890 76.96 111.33 2018年1月 53,313 46,930 59,039 60,222 55,832 46,680 112.46
2018年9月 53,151 76.04 111.13 2月 52,175 46,865 58,350 55,475 49,870 48,722 109.33

2018年10月 56,234 79.19 112.90 3月 50,413 43,958 56,730 54,100 53,196 46,200 106.56
2018年11月 58,080 81.71 113.00 4月 51,734 43,675 59,243 54,224 54,031 47,577 106.24

（速）2018年12月 51,004 71.67 113.14 5月 55,980 46,697 69,053 62,768 60,008 54,141 109.10
上旬 46,090 65.70 111.54 6月 57,947 49,750 70,833 63,688 56,166 55,362 109.81
中旬 42,276 62.05 108.32 7月 58,214 51,151 74,267 62,984 62,358 57,721 110.75
下旬 42,161 61.71 108.63 8月 59,080 51,777 69,729 64,396 61,545 56,993 111.33

（速）2019年1月 43,099 62.66 109.35 9月 60,365 51,707 66,767 67,087 64,894 55,753 111.13
上旬 42,876 62.31 109.40 10月 63,150 53,580 72,282 72,470 69,097 59,594 112.90
中旬 　 　 　 11月 58,072 54,812 67,819 69,650 64,103 63,140 113.00
下旬 　 　 　（速）2018年12月 51,281 48,426 63,864 62,153 68,302 57,455 113.14

（速）2019年2月 　 　 　（速）2019年1月 46,856 40,108 53,721 53,487 54,883 50,570 109.35

原油・石油製品供給統計週報（石連週報）
1. 週間製油所稼働状況

3. 原油・半製品・装置原料週末在庫量

（注）前年比は、石油連盟が昨年公表したデータをもとに算出。

項　　　　　目 当 週 前 週 前 週 比 前 年 比
（2月17日～2月23日）（2月10日～2月16日） % %

週間原油処理量（㎘） 3,531,022 3,581,835 -50,813 98.6 96.9
常圧蒸留装置設計能力（B/D） 3,518,800 3,518,800 0 100.0 100.0
週間常圧蒸留装置稼働率（%） 90.2 91.5 - - -

品　　　　　目 当 週 前 週 前 週 比 前 年 比
（2月17日～2月23日）（2月10日～2月16日） % %

ガソリン 1,630,781 1,737,451 -106,670 93.9 99.0
ナフサ 1,557,378 1,408,130 149,248 110.6 109.2
ジェット燃料油 836,542 719,766 116,776 116.2 106.6
灯油 1,538,837 1,733,009 -194,172 88.8 128.3
軽油 1,480,259 1,620,034 -139,775 91.4 124.2
LSA重油（硫黄分0.1%以下） 290,402 296,678 -6,276 97.9 116.4
HSA重油（硫黄分0.1%超） 496,950 520,911 -23,961 95.4 115.9
A重油計 787,352 817,589 -30,237 96.3 116.1
LSC重油（硫黄分0.5%以下） 642,872 649,318 -6,446 99.0 132.1
HSC重油（硫黄分0.5%超） 1,306,803 1,329,533 -22,730 98.3 93.5
C重油計 1,949,675 1,978,851 -29,176 98.5 103.5

合　　　計 9,780,824 10,014,830 -234,006 97.7 111.0

品　　　　　目 当 週 前 週 前 週 比 前 年 比
（2月17日～2月23日）（2月10日～2月16日） % %

原油 12,050,318 12,324,613 -274,295 97.8 102.7
粗ガソリン 2,569,578 2,559,459 10,119 100.4 105.0
粗灯油 561,507 604,942 -43,435 92.8 139.8
粗軽油 862,470 841,528 20,942 102.5 132.7
粗A重油 579,189 585,752 -6,563 98.9 117.4
装置原料 2,626,590 2,717,340 -90,750 96.7 100.5

合　　　計 7,199,334 7,309,021 -109,687 98.5 109.0

2. 石油製品週末在庫量

東京商品取引所の先物取引価格と出来高の推移

中京石油市場の先物取引価格と出来高の推移

プ
ラ
ッ
ツ
ド
バ
イ
原
油

2月限（3月1日より3月限) 3月限（3月1日より4月限) 4月限（3月1日より5月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 45,200 45,230 45,050 45,080 80 85 46,780 46,920 46,350 46,390 -260 34 46,420 46,570 46,040 46,140 -190 124 

2月26日 45,000 45,000 44,560 44,660 -420 64 45,210 45,320 44,690 44,830 -1,560 151 44,820 44,970 44,420 44,610 -1,530 131 

2月27日 44,670 44,790 44,660 44,790 130 12 45,370 45,540 45,340 45,420 590 111 45,110 45,300 45,110 45,190 580 48 

2月28日 44,650 44,890 44,650 44,810 20 12 46,240 46,240 45,950 45,960 540 90 45,870 45,870 45,690 45,720 530 112 

3月1日 46,190 46,760 46,180 46,700 740 164 46,030 46,500 46,010 46,500 780 188 45,680 46,220 45,680 46,220 800 93 

5月限（3月1日より6月限) 6月限（3月1日より7月限) 7月限（3月1日より8月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 46,120 46,250 45,720 45,830 -140 154 45,820 45,940 45,400 45,480 -180 787 45,400 45,580 45,040 45,130 -130 2,920 

2月26日 44,540 44,700 44,130 44,250 -1,580 217 44,210 44,410 43,790 43,960 -1,520 1,112 43,880 44,080 43,460 43,600 -1,530 5,451 

2月27日 44,950 45,030 44,820 44,840 590 196 44,550 44,730 44,500 44,590 630 742 44,250 44,400 44,150 44,240 640 3,025 

2月28日 45,550 45,570 45,410 45,420 580 150 45,250 45,260 45,110 45,170 580 621 44,970 44,970 44,780 44,820 580 2,873 

3月1日 45,460 45,970 45,440 45,930 760 266 45,100 45,630 45,100 45,630 810 2,145 44,790 45,310 44,790 45,290 - 783 

バ
ー
ジ
ガ
ソ
リ
ン

3月限（2月26日より4月限) 4月限（2月26日より5月限) 5月限（2月26日より6月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 54,800 55,000 54,300 55,000 0 64 56,410 56,700 55,870 56,050 -340 9 56,600 56,750 56,030 56,150 -260 30 

2月26日 54,900 55,100 53,800 53,800 -2,250 21 54,870 55,120 53,790 54,170 -1,980 57 55,300 55,400 54,240 54,600 -1,840 110 

2月27日 54,310 54,310 54,190 54,300 500 12 54,560 54,800 54,390 54,610 440 22 55,090 55,340 55,040 55,250 650 44 

2月28日 54,970 55,020 54,760 54,990 690 19 55,160 55,440 55,140 55,440 830 14 55,850 56,110 55,760 56,070 820 32 

3月1日 55,230 56,000 55,220 56,000 1,010 16 55,790 56,560 55,750 56,560 1,120 38 56,400 57,180 56,400 57,180 1,110 47 

6月限（2月26日より7月限) 7月限（2月26日より8月限) 8月限（2月26日より9月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 56,830 57,000 56,240 56,440 -280 42 56,750 57,040 56,250 56,400 -230 50 56,710 57,000 56,170 56,270 -310 401 

2月26日 55,350 55,420 54,410 54,740 -1,660 194 55,140 55,340 54,250 54,390 -1,880 755 55,120 55,120 54,050 54,200 - 337 

2月27日 54,990 55,380 54,990 55,260 520 109 54,810 55,170 54,770 54,990 600 752 54,640 55,070 54,570 54,900 700 675 

2月28日 55,880 56,080 55,780 56,070 810 92 55,830 55,870 55,560 55,810 820 302 55,500 55,700 55,410 55,670 770 366 

3月1日 56,350 57,110 56,300 57,110 1,040 80 56,080 56,900 56,070 56,900 1,090 318 56,000 56,760 55,980 56,760 1,090 460 

バ
ー
ジ
灯
油

3月限（2月26日より4月限) 4月限（2月26日より5月限) 5月限（2月26日より6月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 61,500 61,500 60,500 60,900 -130 22 61,990 61,990 61,400 61,520 -160 6 61,420 61,670 61,420 61,670 -180 4 

2月26日 60,390 60,500 59,900 60,250 -1,270 30 60,400 60,630 60,000 60,290 -1,380 23 60,400 60,400 59,970 60,240 -1,350 22 

2月27日 60,660 61,130 60,660 61,100 850 15 61,000 61,070 60,810 61,070 780 16 60,460 61,090 60,460 61,080 840 9 

2月28日 61,880 62,000 61,880 61,940 840 6 61,740 61,860 61,610 61,860 790 15 61,600 61,770 61,600 61,770 690 15 

3月1日 62,210 62,600 62,210 62,600 660 7 62,340 62,660 62,340 62,660 800 3 62,150 62,670 62,150 62,670 900 4 

6月限（2月26日より7月限) 7月限（2月26日より8月限) 8月限（2月26日より9月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 61,650 61,650 61,410 61,590 -120 14 61,450 61,670 61,110 61,290 -120 31 61,140 61,460 60,790 60,870 -120 70 

2月26日 60,270 60,270 59,610 59,880 -1,410 50 59,930 59,970 59,170 59,420 -1,450 160 59,930 60,080 59,300 59,640 - 30 

2月27日 60,610 60,620 60,540 60,610 730 10 60,050 60,340 60,010 60,120 700 74 60,140 60,460 60,140 60,240 600 75 

2月28日 61,280 61,350 61,210 61,350 740 17 60,850 61,070 60,820 61,070 950 109 60,950 61,000 60,780 60,960 720 116 

3月1日 61,920 62,280 61,870 62,150 800 17 61,350 61,830 61,340 61,740 670 120 61,290 61,800 61,290 61,730 770 203 

バ
ー
ジ
軽
油

3月限（2月26日より4月限) 4月限（2月26日より5月限) 5月限（2月26日より6月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月26日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月27日 - - - - -500 - - - - - -500 - - - - - -500 -

2月28日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

3月1日 - - - - 2,500 - - - - - 2,500 - - - - - 2,500 -

6月限（2月26日より7月限) 7月限（2月26日より8月限) 8月限（2月26日より9月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月26日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - - -

2月27日 - - - - -500 - - - - - -500 - - - - - -500 -

2月28日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

3月1日 - - - - 2,500 - - - - - 2,500 - - - - - 2,500 -

中
京
ロ
ー
リ
ー
ガ
ソ
リ
ン

3月限（2月26日より4月限) 4月限（2月26日より5月限) 5月限（2月26日より6月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 58,300 58,400 57,900 57,900 -190 86 - - - - 0 - - - - - 0 -

2月26日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月27日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月28日 58,950 58,950 58,950 58,950 450 1 58,900 58,900 58,900 58,900 700 1 - - - - -500 -

3月1日 59,500 59,500 59,500 59,500 550 1 59,600 59,600 59,600 59,600 700 1 - - - - 0 -

6月限（2月26日より7月限) 7月限（2月26日より8月限) 8月限（2月26日より9月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月26日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - - -

2月27日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月28日 - - - - 500 - - - - - 1,000 - - - - - 0 -

3月1日 57,700 58,290 57,700 58,290 590 2 57,600 58,090 57,600 58,090 490 2 - - - - 0 -

中
京
ロ
ー
リ
ー
灯
油

3月限（2月26日より4月限) 4月限（2月26日より5月限) 5月限（2月26日より6月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 61,510 61,700 60,000 60,000 -840 111 - - - - 0 - - - - - 0 -

2月26日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月27日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月28日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

3月1日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

6月限（2月26日より7月限) 7月限（2月26日より8月限) 8月限（2月26日より9月限)

始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高 始値 高値 安値 終値 前日比 出来高
2月25日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月26日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - - -

2月27日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

2月28日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

3月1日 - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 -

（注）ガソリンはレギュラーガソリン。ガソリン税を含まない。価格は油槽所渡しのバージ価格。出来高の単位は枚。1枚は100㎘。5月7日以降は日中取引分を掲載。

（単位：円/㎘）

（単位：円/㎘）

為替（TTS）レートの推移
（単位 :円 / ドル）

TTS
10月平均 113.82
11月平均 114.36
12月平均 113.51
1月平均 109.98
2月1日 109.94 

2日
3日
4日 110.53 
5日 111.03 
6日 110.84 
7日 110.94 
8日 110.84 
9日

10日
11日
12日 111.55 
13日 111.55 
14日 111.98 
15日 111.44 
16日
17日
18日 111.54 
19日 111.53 
20日 111.75 
21日 111.70 
22日 111.78 
23日
24日
25日 111.78 
26日 112.01 
27日 111.59 
28日 111.87 

今月の平均 111.38
1月11日~2月10日の平均 110.34

（12月11日~1月10日の平均） 112.17
1月21日~2月20日の平均 110.89

（12月21日~1月20日の平均） 110.32
1月26日~2月25日の平均 111.08

（12月26日~1月25日の平均） 110.25



  

第２０４２１号 （第三種郵便物認可） 平成３１年（２０１９年）３月５日 （火曜日） (８)

　【
東
京
】
東
京
都
石
油

業
協
同
組
合
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
は
２
月
26
日
、
石
油

会
館
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
、
セ
ミ
ナ
ー
「
働

き
方
改
革
法
施
行
で
何
が

変
わ
り
、
ど
う
対
応
す
る

か
」
を
実
施
し
た
。
東
京

都
と
東
京
し
ご
と
財
団
が

推
進
す
る
団
体
課
題
別
人

材
力
支
援
事
業
の
一
環

で
、
中
小
企
業
診
断
士
・

社
会
保
険
労
務
士
で
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
久
保
裕
滋

氏
を
講
師
に
招
き
、
石
油

販
売
業
者
へ
の
働
き
方
改

革
法
の
影
響
と
対
応
を
レ

ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
久
保
氏
は
４
月
１
日
か

ら
順
次
施
行
さ
れ
る
、
働

き
方
改
革
関
連
法
の
要
点

と
し
て
①
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
②
年
次
有
給
休

暇
の
５
日
間
強
制
取
得
③

正
規
と
非
正
規
雇
用
労
働

者
間
の
不
合
理
な
待
遇
差

禁
止
－
に
つ
い
て
概
要
を

説
明
し
、
対
策
を
提
示
し

た
。

　
①
と
②
は
４
月
１
日
施

行
、
③
は
２
０
２
０
年
４

月
１
日
施
行
で
、
①
と
③

は
中
小
企
業
（
石
油
小
売

業
の
場
合
、
資
本
金
５
０

０
０
万
円
以
下
ま
た
は
常

時
雇
用
50
人
以
下
）
に

は
、
１
年
間
の
猶
予
期
間

が
設
け
ら
れ
る
。

　
中
小
企
業
を
含
む
全
業

者
が
、
４
月
１
日
か
ら
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
②
で
、
年
次
有
給
休

暇
を
10
日
以
上
付
与
さ
れ

る
全
労
働
者
（
管
理
職
含

む
。
パ
ー
ト
契
約
で
も
勤

務
状
況
に
よ
っ
て
該
当
す

る
場
合
が
あ
る
）
に
、
年

５
日
以
上
の
有
休
を
取
得

さ
せ
る
こ
と
を
義
務
化
す

る
も
の
。
久
保
氏
は
「
こ

れ
ま
で
有
給
休
暇
の
申
請

は
、
働
く
人
の
権
利
と
い

う
認
識
だ
っ
た
が
、
４
月

以
降
は
、
本
人
が
〝
休
み

は
要
ら
な
い
〞
と
い
っ
た

場
合
で
も
、
最
低
５
日
は

取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
、
使

用
者
が
刑
事
罰
の
対
象
に

な
る
」
と
、
制
度
の
概
要

を
か
み
砕
い
て
説
明
し

た
。

　
さ
ら
に
「
そ
の
人
が
１

日
に
稼
ぐ
売
り
上
げ
×
５

日
分
は
減
収
に
な
る
。
法

律
に
対
応
し
な
が
ら
、
収

益
上
の
ダ
メ
ー
ジ
を
い
か

に
カ
バ
ー
す
る
の
か
。
生

産
性
を
ど
う
や
っ
て
上
げ

る
の
か
、
違
う
人
を
雇
う

の
か
、
定
休
日
を
設
け
る

の
か
と
い
っ
た
対
応
策
と

合
わ
せ
て
、
経
営
上
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
、
今
回

の
法
律
の
二
面
性
を
強
調

し
た
。

　
労
働
者
自
身
が
自
ら
の

事
情
で
有
休
を
消
化
す
る

場
合
も
あ
り
、
経
営
者
側

の
対
応
と
し
て
は
「
半
年

程
度
は
よ
う
す
を
み
て
、

残
り
半
年
で
５
日
に
足
り

て
い
な
い
分
を
、
本
人
と

相
談
し
な
が
ら
〝
こ
の
日

に
休
ん
で
〞

と
指
定
す
る

の
が
現
実
的

か
も
し
れ
な

い
」
と
対
策

の
一
例
を
紹

介
し
た
。

　
※
時
間
外

労
働
、
正
規

非
正
規
待
遇

差
を
含
む
、

働
き
方
改
革

関
連
法
対
策

の
詳
細
は
後

報
。

ガ
ソ
リ
ン
前
月
比

１
円
値
上
が
り

東
松
山
市
２
月
分

燃
料
油
購
入
価
格

　【
東
松
山
市
＝
埼
玉
】

東
松
山
市
は
、
２
月
分
の

燃
料
油
購
入
価
格
を
確
定

す
る
と
と
も
に
、
市
内
の

納
入
指
定
業
者
に
対
し
価

格
通
知
を
行
っ
た
。

　
２
月
購
入
価
格
は
、
前

月
価
格
に
く
ら
べ
て
ガ
ソ

リ
ン
㍑
１
円
、
軽
油
と
Ａ

重
油
そ
れ
ぞ
れ
２
円
の
値

上
が
り
改
定
と
な
っ
た
。

改
定
で
は
期
中
の
元
売
各

社
に
よ
る
仕
切
り
上
昇
分

が
お
お
む
ね
反
映
さ
れ
た

格
好
。
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油

・
Ａ
重
油
で
価
格
対
応
に

１
円
差
が
生
じ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
直
近
の
市
購

入
価
格
と
Ｓ
Ｓ
の
現
金
市

況
と
の
格
差
が
一
部
反
映

さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
こ
れ
に
よ
り
２
月
分

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
購
入
価
格

は
１
５
８
円
76
銭
（
消
費

税
込
み
）
で
確
定
し
た
。

　
２
月
分
の
油
種
別
・
数

量
別
購
入
価
格
は
次
の
通

り
（
消
費
税
抜
き
）。

　
▽
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
４
７

円
▽
ハ
イ
オ
ク
１
５
７
円

▽
軽
油
１
２
６
円
▽
Ａ
重

油
・
６
♂
以
上
95
円
、
６

♂
未
満
98
円
、
１
♂
未
満

１
０
１
円
。

受
動
喫
煙
防
止

対
策
で
説
明
会

25
日
に
東
京
都

　【
東
京
】
東
京
都
福
祉

保
健
局
は
25
日
、
東
京
都

社
会
福
祉
保
険
医
療
研
修

セ
ン
タ
ー
で
第
２
回
の
受

動
喫
煙
防
止
策
に
関
す
る

施
設
管
理
者
向
け
の
説
明

会
を
開
く
。
受
動
喫
煙
防

止
策
に
関
す
る
新
た
な
制

度
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ

れ
る
ほ
か
「
受
動
喫
煙
に

よ
る
健
康
被
害
と
受
動
喫

煙
防
止
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
義
、
受
動
喫
煙
防
止
策

の
具
体
的
な
取
り
組
み
の

事
例
紹
介
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
対
象
は
飲
食
店
や
宿
泊

施
設
、
娯
楽
施
設
、
企
業

の
施
設
管
理
者
な
ど
で
、

参
加
費
は
無
料
。
午
前
の

部
が
午
前
10
時
30
分
か
ら

午
後
12
時
30
分
ま
で
、
午

後
の
部
が
午
後
２
時
か
ら

４
時
ま
で
。
参
加
申
し
込

み
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
東
京
都
福
祉
保

健
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
い

ず
れ
か
で
行
う
。
申
し
込

み
締
め
切
り
は
３
月
18

日
。

　【
東
京
】
コ
ス
モ
石
油

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
東
支

店
（
関
島
実
支
店
長
）
は

２
月
27
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京

駅
日
本
橋
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
で
店
主
・
部

課
長
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
た
。
当
日
は
支
店
管

内
の
特
約
店
経
営
者
や
幹

部
ら
約
１
０
０
人
が
集
ま

り
「
Ｏ
ｉ
ｌ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ

　

ｆ
ｏ
ｒ

　
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
１

９
」「
カ
ー
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
１
０

９
」「
コ
ス
モ
で
ん
き
」

な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
た
。

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
関
島
支
店
長
は
「
２
０

１
８
年
か
ら
〝
Ｏ
ｉ
ｌ
＆

Ｎ
ｅ
ｗ
〞
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
第
６
次
中
期
経
営
計
画

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
な
か
で
コ
ス
モ
石
油
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
２
０
１

９
年
度
の
販
促
方
針
と
し

て
、〝
Ｏ
ｉ
ｌ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ
〞

に
基
づ
い
た
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

簡
単
に
い
う
と
〝
Ｏ
ｉ

ｌ
〞
の
部
分
で
は
従
来
の

石
油
製
品
や
マ
イ
カ
ー
リ

ー
ス
に
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
、〝
Ｎ
ｅ

ｗ
〞
の
部
分
で
は
顧
客
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
、

カ
ー
ラ
イ
フ
だ
け
で
な
く

ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
全
般
を
取

り
込
む
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
取
り
組
み
方
針

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

激
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
な

か
で
勝
ち
残
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　「
Ｏ
ｉ
ｌ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ

　

ｆ
ｏ
ｒ

　
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
１

９
」
で
は
①
店
舗
当
た
り

の
来
店
客
数
拡
大
②
カ
ー

ケ
ア
商
材
増
販
③
マ
イ
カ

ー
リ
ー
ス
の
市
場
価
値
向

上
④
コ
ス
モ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
の
支
払
い
方

法
多
様
化
へ
の
対
応
⑤
働

き
手
に
対
す
る
コ
ス
モ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
度
訴

求
―
な
ど
を
通
じ
て
環
境

変
化
に
対
応
、
勝
ち
残
る

こ
と
を
目
指
す
。

　「
Ｏ
ｉ
ｌ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ
」

の
う
ち
、
既
存
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
生
か
す
「
Ｏ
ｉ

ｌ
」
の
部
分
に
つ
い
て
は

「
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
利

用
に
よ
る
異
業
種
他
社
と

の
相
互
送
客
拡
大
」「
カ

ー
ド
の
魅
力
度
向
上
」「
車

検
予
約
サ
イ
ト
の
展
開
」

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
パ
ッ
ク

商
品
の
開
発
」「
マ
イ
カ

ー
リ
ー
ス
の
準
加
盟
店
制

度
の
開
始
」「
電
子
マ
ネ

ー
取
り
扱
い
拡
大
と
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
の
開
発
開

始
」「
専
用
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
設
置
に
よ
る
ス
タ
ッ

フ
募
集
の
サ
ポ
ー
ト
」
な

ど
を
展
開
。

　
ま
た
将
来
の
価
値
を
創

出
す
る
「
Ｎ
ｅ
ｗ
」
部
分

に
つ
い
て
は
「
カ
ー
ラ
イ

フ
専
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
フ
ォ
ー
ム
ア
プ
リ
活
用

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
実
践
」「
く

る
ま
の
相
談
窓
口
に
お
け

る
Ａ
Ｉ
活
用
」「
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
商
品
の
開

発
」「
買
取
ブ
ラ
ン
ド
の

立
ち
上
げ
」「
電
気
事
業

へ
の
取
り
組
み
開
始
」
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
度
の
特
約

店
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
全
国
企
画
の

表
彰
に
加
え
、
支
店
独
自

に
「
マ
イ
カ
ー
リ
ー
ス
加

盟
店
情
報
共
有
会
」「
マ

イ
カ
ー
リ
ー
ス
接
客
ロ
ー

プ
レ
コ
ン
テ
ス
ト
」「
ト

ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ミ
ー

　
地
元
販
売
業
者
に
よ
れ

ば
「
広
域
大
手
業
者
が
１

３
３
円
程
度
の
価
格
看
板

を
掲
げ
る
な
か
で
、
地
場

業
者
の
大
半
が
１
４
８
円

程
度
の
現
金
価
格
を
設
定

し
て
い
る
」
と
い
う
。
現

金
価
格
で
比
較
し
て
も
安

値
と
の
格
差
は
15
円
以

上
。
掛
け
売
り
で
は
現
金

価
格
に
10
円
程
度
上
乗
せ

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い

た
め
、
安
値
と
の
格
差
は

25
円
に
お
よ
ぶ
こ
と
に
な

る
。

　
前
出
の
地
元
販
売
業
者

に
よ
れ
ば
、
10
年
以
上
前

か
ら
、
地
場
業
者
の
多
く

が
安
値
店
と
15
円
前
後
の

格
差
で
ガ
ソ
リ
ン
を
販
売

し
て
い
る
と
い
う
。

　「
安
値
店
の
掲
げ
る
価

格
で
は
５
円
マ
ー
ジ
ン
す

ら
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
価
格
差
が
気
に
な
ら

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

安
易
に
価
格
追
随
す
れ
ば

こ
ち
ら
が
潰
れ
て
し
ま

う
。
数
量
に
関
し
て
い
え

ば
、
漸
減
し
て
い
る
の
は

確
か
。
た
だ
こ
れ
に
つ
い

て
は
安
値
店
と
の
価
格
差

と
い
う
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン

需
要
そ
の
も
の
の
後
退
が

理
由
で
は
な
い
か
と
み
て

い
る
」。

　
過
去
に
は
広
域
業
者
で

な
く
て
も
岩
槻
エ
リ
ア
で

ガ
ソ
リ
ン
を
安
値
販
売
し

て
い
た
販
売
業
者
は
あ
っ

た
。
し
か
し
市
場
か
ら
の

撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

の
は
高
値
組
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
量
販
志
向
の
安

値
店
だ
っ
た
と
い
う
。

　
販
売
業
者
は
「
う
ち
の

直
近
に
も
安
値
店
は
あ
っ

た
が
、
結
局
は
会
社
そ
の

も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
Ｓ
Ｓ
経
営
に
必
要

な
利
益
が
得
ら
れ
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然

の
結
末
だ
ろ
う
。
地
場
業

者
の
多
く
は
そ
う
し
た
状

況
を
目
の
当
た
り
に
し
な

が
ら
Ｓ
Ｓ
を
経
営
し
て
き

た
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
経
営

を
危
う
く
す
る
こ
と
は
し

な
い
」
と
話
す
。

　
販
売
業
者
が
前
述
し
て

い
る
よ
う
に
、
ガ
ソ
リ
ン

販
売
数
量
は
漸
減
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
安
値
と
の

価
格
差
が
主
要
因
で
は
な

い
。
た
だ
「
客
の
移
動
そ

の
も
の
は
、
実
は
頻
繁
に

お
き
て
い
る
」
と
販
売
業

者
は
つ
け
加
え
る
。

　「
顧
客
が
突
然
来
店
し

な
く
な
っ
た
り
、
い
ま
ま

で
見
た
こ
と
の
な
い
給
油

客
が
増
え
た
り
と
、
そ
れ

な
り
に
客
の
移
動
は
あ

る
。
ま
た
〝
最
近
見
な
く

な
っ
た
な
〞
と
い
う
客

が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
戻

っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

ガ
ソ
リ
ン
を
高
く
感
じ
た

顧
客
が
、
市
内
の
ほ
か
の

Ｓ
Ｓ
に
行
く
ケ
ー
ス
は
ま

ち
が
い
な
く
あ
る
。
た
だ

地
場
業
者
は
ど
こ
も
似
た

よ
う
な
価
格
で
ガ
ソ
リ
ン

を
売
っ
て
い
る
の
が
岩
槻

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
価
格
が

変
わ
ら
な
い
と
わ
か
れ

ば
、
最
終
的
に
価
格
以
外

の
要
素
で
Ｓ
Ｓ
を
選
ぶ
こ

と
に
な
り
、
再
び
来
店
し

て
く
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
よ
う
だ
。
安
値
店
と

大
き
な
価
格
差
は
あ
る

が
、
地
場
の
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
Ｓ
Ｓ
で
し
か
給
油
は
し

な
い
と
い
う
層
も
多
く
、

そ
れ
が
地
場
Ｓ
Ｓ
の
経
営

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
」。

　
一
般
的
に
い
え
ば
安
値

店
と
の
価
格
差
が
減
販
を

招
く
の
で
は
と
石
油
販
売

業
者
が
懸
念
す
る
の
は
当

然
で
、
業
態
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
よ
っ
て
は
そ
の
懸
念

　【
さ
い
た
ま
】
ガ
ソ
リ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
燃
料
油
マ
ー
ジ

ン
の
確
保
は
、
石
油
販
売
業
者
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
だ
。
元

売
の
統
合
な
ど
で
一
昨
年
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
小
売
市
場
は
回
復
し

て
き
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
再
び
価
格
競
争
が
再
燃
。
㍑
１

２
０
円
台
の
安
値
看
板
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、
混
迷
す
る
エ
リ

ア
も
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
地
場
業
者
の
多
く
が
現
金
で
20
円
近

く
、
掛
け
売
り
も
含
め
た
仕
上
が
り
マ
ー
ジ
ン
で
は
二
十
数
円

に
も
な
る
マ
ー
ジ
ン
を
確
保
し
て
い
る
の
が
岩
槻
市
場
だ
。

は
現
実
の
も
の
に
な
る
。

た
だ
岩
槻
市
場
で
地
場
業

者
が
「
安
値
と
の
価
格

差
」
よ
り
も
「
自
社
の
経

営
」
を
優
先
さ
せ
た
結

果
、
今
日
ま
で
生
き
残
っ

て
き
た
と
い
う
の
は
間
違

い
な
い
事
実
。

　
や
や
緩
み
の
見
え
て
き

た
ガ
ソ
リ
ン
小
売
市
場

で
、
地
場
業
者
が
ど
の
よ

う
な
価
格
施
策
を
と
る
べ

き
か
を
考
え
る
材
料
に
も

な
る
だ
ろ
う
。

テ
ィ
ン
グ
」

「
研
修
・
評

価
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
を

予
定
。「
カ

ー
ケ
ア
サ
ポ

ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
０
１

９
」
で
は
、

①
全
国
セ
ル

ア
ウ
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
②

優
秀
販
売
ス

タ
ッ
フ
座
談

会
③
カ
ー
ケ

ア
デ
ー
タ
サ
イ
ト
「
カ
ー

ケ
ア
宝
箱
」
―
も
展
開
す

る
。

　
今
年
１
月
か
ら
中
部
電

力
管
内
の
直
営
Ｓ
Ｓ
を
対

象
に
開
始
し
た
「
コ
ス
モ

で
ん
き
」
に
つ
い
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
ガ

ソ
リ
ン
専
用
車
な
ど
が
廃

止
さ
れ
る
流
れ
な
ど
を
背

景
に
「
い
ま
の
う
ち
に
電

気
（
の
顧
客
）
を
会
員
化

す
る
こ
と
が
必
要
」
と
説

明
し
た
。
①
脱
石
油
に
備

え
た
ユ
ー
ザ
ー
の
囲
い
込

み
②
「
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
」「
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
」
エ
コ
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
た
基
盤
づ
く

り
―
を
目
指
し
、
４
月
か

ら
は
一
般
家
庭
向
け
の
電

力
販
売
も
開
始
す
る
。

　【
相
模
原
市
＝
神
奈
川
】

Ｈ
Ｃ
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
）
の
灯
油
販
売
に
今
季

異
変
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｓ
に
と
っ
て
灯
油
販

売
の
競
合
店
と
な
る
Ｈ

Ｃ
。
Ｈ
Ｃ
を
販
売
の
ウ
リ

に
す
る
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ

Ｓ
同
様
の
ア
テ
ン
ド
給
油

と
と
も
に
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

よ
り
安
値
設
定
が
例
年
展

　【
川
崎
市
＝
神
奈
川
】

腐
ら
な
い
ガ
ソ
リ
ン
に
設

定
さ
れ
た
タ
イ
ム
サ
ー
ビ

ス
販
売
へ
の
批
判
が
噴
出

し
て
い
る
。

　
大
手
県
外
業
者
に
よ
る

運
営
で
、
市
内
に
複
数
店

舗
展
開
す
る
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

の
販
売
戦
術
。
道
路
境
界

個
所
に
設
置
す
る
看
板
に

は
、
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
に
設
定
さ
れ
た
〝
タ
イ

ム
サ
ー
ビ
ス
〞
の
も
と
、

ガ
ソ
リ
ン
特
価
販
売
中
の

告
知
が
躍
る
。
ま
た
市
内

で
競
合
す
る
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ

と
の
価
格
を
比
較
す
る

と
、
表
示
価
格
が
割
安
販

売
と
な
っ
て
い
る
当
該
Ｓ

Ｓ
の
勢
力
。
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
Ｓ
Ｓ
営
業
時
間
の
大
半

を
巻
き
込
ん
だ
連
日
の
特

価
販
売
告
知
実
態
に
対

し
、
競
合
Ｓ
Ｓ
は
同
調
せ

ず
無
視
し
た
様
相
を
見
せ

な
が
ら
も
、
一
方
で
「
経

営
感
覚
を
疑
う
」
な
ど
と

い
っ
た
地
元
販
売
業
者
の

批
判
が
渦
巻
い
て
い
る
。

　
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
さ
れ
る
代
表
的
な
商
品

で
い
え
ば
、
消
費
期
限
が

と
も
な
い
閉
店
後
は
廃
棄

処
分
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
弁
当
類

だ
ろ
う
。
こ
れ
は
食
品
衛

生
管
理
と
と
も
に
、
廃
棄

処
分
に
と
も
な
う
環
境
問

題
が
背
景
に
あ
る
た
め
、

や
む
を
得
な
い
措
置
で
割

引
販
売
さ
れ
て
い
る
も

の
。
一
方
、
ガ
ソ
リ
ン
は

食
品
と
異
な
り
腐
ら
な
い

商
品
特
性
の
た
め
、
食
品

同
様
当
て
は
め
た
と
こ
ろ

で
具
体
的
な
因
果
関
係
は

見
つ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り

販
売
業
者
が
特
価
販
売
の

告
知
に
対
し
、
ガ
ソ
リ
ン

市
況
下
落
の
誘
発
要
件
と

し
て
安
易
な
安
売
り
告
知

と
み
な
し
て
批
判
し
た
と

こ
ろ
で
不
思
議
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
ま
し
て
販
売
油

種
の
な
か
で
最
も
販
売
量

が
多
く
、
さ
ら
に
価
格
競

争
が
激
し
い
商
品
で
あ
る

こ
と
は
過
去
か
ら
周
知
さ

れ
て
い
る
事
実
で
も
あ

る
。

　
地
元
販
売
業
者
か
ら
は

ほ
か
に
も
「
嫌
が
ら
せ
販

売
」
と
い
っ
た
声
や
「
量

販
目
当
て
の
意
図
以
外
に

な
い
」
と
い
っ
た
批
判
も

相
次
ぐ
。
さ
ら
に
「
販
売

量
が
増
え
れ
ば
元
売
か
ら

バ
ッ
ク
マ
ー
ジ
ン
が
も
ら

え
る
か
ら
と
言
わ
れ
た
ほ

う
が
か
え
っ
て
ス
ッ
キ
リ

す
る
」「
ス
ー
パ
ー
の
残

り
物
販
売
に
見
る
数
量
制

限
が
当
該
Ｓ
Ｓ
に
は
ま
っ

た
く
な
く
、
果
た
し
て
販

売
告
知
方
法
と
し
て
は
い

か
が
な
も
の
か
」
な
ど
の

声
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
批
判
と
と
も

に
「
特
価
表
示
で
得
ら
れ

た
販
売
量
と
と
も
に
、
一

体
ど
れ
だ
け
利
益
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
た
の
か
教
え

て
も
ら
い
た
い
。
車
に
欠

か
せ
な
い
ガ
ソ
リ
ン
は
黙

っ
て
い
て
も
来
店
購
入
し

て
も
ら
え
る
商
品
。
い
つ

ま
で
競
合
他
社
を
あ
お

り
、
利
益
放
出
さ
せ
る
商

慣
習
と
つ
き
合
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。
時
代

遅
れ
も
は
な
は
だ
し
い
」

と
厳
し
く
注
文
す
る
批
判

も
あ
が
っ
て
い
る
。

　
手
を
変
え
品
を
変
え
た

薄
利
多
売
戦
術
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
。

開
さ
れ
る
が
「
Ｈ
Ｃ
価
格

は
冬
季
通
じ
て
セ
ル
フ
Ｓ

Ｓ
よ
り
高
め
の
設
定
で
推

移
し
て
い
る
。
加
え
て
計

量
機
付
近
に
常
駐
ス
タ
ッ

フ
は
お
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
で
ス
タ
ッ
フ
を
呼

び
出
す
仕
組
み
に
変
わ
っ

た
」（
Ｓ
Ｓ
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
と
察
知
す
る
。

　
セ
ル
フ
給
油
に
対
し
フ

ル
給
油
が
高
値
設
定
に
な

る
の
は
人
件
費
の
観
点
か

ら
ご
く
自
然
な
こ
と
。
し

か
し
こ
れ
ま
で
業
転
玉
を

背
景
に
す
る
Ｈ
Ｃ
で
は
、

元
売
系
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
よ
り

安
く
仕
入
れ
て
安
く
販
売

し
て
き
た
だ
け
に
、
こ
の

異
変
に
対
し
「
蛇
口
の
根

元
が
タ
イ
ト
に
な
っ
た
こ

と
を
裏
づ
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」と
分
析
す
る
。

　
ま
た
常
駐
ス
タ
ッ
フ
か

ら
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
へ
の

仕
組
み
に
変
更
し
た
こ
と

に
対
し
て
「
Ｈ
Ｃ
も
人
手

不
足
に
陥
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
」
と
の
認
識
を
示
し

「
顧
客
意
識
を
踏
ま
え
る

と
、
寒
空
の
な
か
で
ス
タ

ッ
フ
に
す
ぐ
駆
け
つ
け
て

も
ら
え
な
い
こ
と
は
購
入

す
る
う
え
で
マ
イ
ナ
ス
。

さ
ら
に
セ
ル
フ
給
油
と
は

い
え
、
安
価
設
定
の
セ
ル

フ
Ｓ
Ｓ
の
看
板
を
目
の
当

た
り
に
し
て
き
た
来
店
客

な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
足
が

向
き
に
く
く
な
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
」
と
の
考
え

を
示
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｈ
Ｃ
灯
油
は
、

一
部
Ｈ
Ｃ
で
２
〜
３
年
前

に
配
達
告
知
を
始
め
た
こ

と
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
。
こ
の
点
に
つ
い
て

「
配
達
に
関
し
て
積
極
的

な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。

配
達
参
入
し
た
頃
と
く
ら

べ
て
活
況
さ
も
う
か
が
え

な
い
。
元
よ
り
灯
油
購
入

客
の
流
れ
で
多
く
見
ら
れ

る
の
は
、
５
缶
以
上
ま
と

め
買
い
し
て
家
庭
で
ボ
イ

ラ
ー
に
移
し
替
え
る
消
費

行
動
。
店
頭
価
格
に
く
ら

べ
て
㍑
10
円
程
度
割
高
と

な
る
配
達
価
格
の
高
値
感

を
嫌
っ
て
い
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
人
手
不
足

と
購
買
動
向
の
変
化
と
が

相
ま
っ
た
動
き
で
は
な
い

か
」
と
の
見
方
も
示
す
。

　
Ｓ
Ｓ
同
様
、
Ｈ
Ｃ
も
人

手
不
足
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
実
情
が
う
か
が
い

知
れ
る
て
ん
末
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　【
東
京
】「
あ
お
り
運

転
」
が
メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁

に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
な

か
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
江
戸
川
区
内
の
販
売

業
者
が
昨
年
販
売
し
た
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
数

は
８
台
。
利
益
面
で
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
経
営
者
は

「
顧
客
と
の
信
頼
関
係
を

高
め
る
こ
と
に
役
立
っ
て

い
る
」
と
説
明
す
る
。

　
販
売
業
者
に
よ
れ
ば
、

売
れ
て
い
る
の
は
カ
メ
ラ

１
台
の
「
シ
ン
グ
ル
タ
イ

プ
」
で
１
万
５
０
０
０
円

未
満
の
も
の
。
給
油
客
す

べ
て
に
声
を
か
け
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
常
連
客

が
中
心
。
い
ち
げ
ん
客
で

も
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
搭
載
し
て
い
な
い
新
車

に
対
し
て
は
「
早
め
に
つ

け
た
ほ
う
が
い
い
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　「
あ
お
り
運
転
対
策
だ

け
で
な
く
、
事
故
が
起
き

た
と
き
の
こ
と
も
考
え
る

と
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

は
必
須
の
も
の
。
あ
お
り

運
転
で
も
事
故
で
も
相
手

の
あ
る
こ
と
な
の
で
、
水

か
け
論
に
な
り
が
ち
だ

が
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
の
画
像
が
あ
れ
ば
ス
ム

ー
ズ
に
解
決
す
る
。〝
い

ま
は
（
速
度
取
り
締
ま
り

の
）
レ
ー
ダ
ー
探
知
機
よ

り
ド
ラ
レ
コ
を
つ
け
る
時

代
で
す
よ
〞
と
勧
め
て
い

る
。
も
っ
と
も
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
本
体
を
卸
価

格
で
仕
入
れ
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
収
益
は

５
０
０
０
円
程
度
の
作
業

料
の
み
。
そ
れ
自
体
の
利

益
を
目
的
と
す
る
の
で
は

な
く
、
常
連
客
を
守
る
意

味
の
ほ
う
が
大
き
い
」。

　
一
時
期
は
品
薄
に
な
っ

て
い
た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
だ
が
、
現
在
は
と
く

に
入
手
が
難
し
い
と
い
う

こ
と
も
な
い
。
あ
お
り
運

転
や
事
故
、
さ
ら
に
ノ
ロ

ノ
ロ
運
転
で
交
通
の
流
れ

を
乱
す
「
あ
お
ら
せ
運

転
」
の
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
顧
客
を
守
る
た

め
、
Ｓ
Ｓ
が
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
搭
載
を
勧
め
る

の
は
妥
当
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　【
さ
い
た
ま
】
需
要
期

を
迎
え
て
受
注
台
数
が
伸

び
て
い
る
Ｓ
Ｓ
の
車
検
。

県
内
の
販
売
業
者
は
「
新

車
購
入
の
場
合
、
２
回
目

以
降
の
車
検
を
Ｓ
Ｓ
で
受

注
で
き
る
こ
と
が
多
い
。

全
体
的
に
車
齢
が
伸
び
て

い
る
た
め
、
受
注
機
会
そ

の
も
の
は
増
え
て
い
る
」

と
話
す
と
と
も
に
「
ラ
イ

バ
ル
で
あ
る
カ
ー
デ
ィ
ー

ラ
ー
と
よ
り
積
極
的
に
戦

う
に
は
、
Ｓ
Ｓ
の
車
検
が

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
理
由

や
、
不
具
合
に
対
し
て
即

応
で
き
る
整
備
体
制
に
つ

い
て
も
っ
と
消
費
者
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き
で

は
」
と
指
摘
す
る
。

　
販
売
業
者
は
カ
ー
デ
ィ

ー
ラ
ー
が
行
う
車
検
に
つ

い
て
「
壊
れ
そ
う
な
部
品

は
事
前
に
交
換
す
る
〝
予

防
整
備
〞
が
基
本
。
ま
だ

使
え
る
パ
ー
ツ
で
も
、
半

年
後
に
寿
命
が
く
る
と
判

断
す
れ
ば
交
換
す
る
の

で
、
故
障
の
可
能
性
が
低

く
な
る
一
方
、
整
備
費
用

は
高
く
な
る
。
カ
ー
デ
ィ

ー
ラ
ー
の
場
合
、
来
店
頻

度
が
低
い
の
で
、
極
端
な

話
、
２
年
間
も
た
せ
る
整

備
が
必
要
」
と
説
明
。

　
こ
れ
に
対
し
て
Ｓ
Ｓ
で

は
「
来
店
頻
度
が
高
い
の

で
、
不
具
合
が
発
生
す
れ

ば
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

し
、
普
段
か
ら
よ
う
す
を

見
て
い
る
た
め
、
最
も
効

率
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
パ

ー
ツ
交
換
の
提
案
が
で
き

る
。
半
年
使
え
る
パ
ー
ツ

で
あ
れ
ば
急
い
で
交
換
す

る
必
要
は
な
い
か
ら
、
そ

の
分
だ
け
消
費
者
は
支
出

を
先
送
り
で
き
、
車
検
時

の
費
用
も
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
話
し
、
言
葉

を
続
け
る
。「
こ
う
し
た

背
景
を
知
ら
ず
に
〝
カ
ー

デ
ィ
ー
ラ
ー
は
信
頼
性
が

高
い
〞
と
考
え
る
消
費
者

は
少
な
く
な
い
は
ず
。
顧

客
と
の
接
点
が
多
い
Ｓ
Ｓ

だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
に
安
心
な
車
検
が
で

き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
消

費
者
に
伝
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
」。

関島実支店長

ミーティングのようす

セミナーの模様

不具合に即応できる
埼玉県内販売業者

「車検販売でもアピールを」

顧客の信頼醸成に寄与
─ ドライブレコーダー販売

コ
ス
モ
関
東

岩槻市場

安
値
店
と
一
線
画
し
生
き
残
る

地
場
業
者
20
円 

マ
ー

ジ
ン 

確
保

「〝
Ｏ
ｉ
ｌ
＆
Ｎ
ｅ
ｗ
〞で
勝
ち
残
り
」

店
主
・
部
課
長 

ミ

ー

テ
ィ
ン
グ 

開
催

都
内
販
売
業
者

都
石
協
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム 

セ
ミ
ナ
ー
開
く

〝
働
き
方
改
革
〞影
響
と
対
応

今
季
Ｈ
Ｃ
灯
油
に
異
変

高
値
設
定
や
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
対
応 

人
手
不
足
影
響
か
神奈川県内

多
店
舗

展

開 

大
手
県
外
業
者
を
注
視

タ
イ
ム
セ
ー
ル
に
批
判

川崎市内
販売業者



  

(９) 第２０４２１号 （第三種郵便物認可） 平成３１年（２０１９年）３月５日 （火曜日）

　【信越】新潟と長
野両県の2018年３月
実績はともに灯油が
前年を下回った。１

～２月販売量が増え
た分、ホームタンク
の在庫消化が進まな
かったとみられる。

ガソリン 灯油 軽油
新
潟
県

96.0% 100.6% 102.0%

99.2% 72.5% 102.4%

長
野
県

97.5% 105.2% 101.2%

99.2% 83.0% 101.3%

3月3油種伸び率
上段2017年,下段2018年

　
配
送
員
の
新
規
採
用
が

で
き
ず
社
員
の
高
齢
化
も

着
実
に
進
み
、
季
節
配
送

員
の
確
保
も
ま
ま
な
ら
な

い
と
、
県
内
の
販
売
業
者

の
経
営
を
支
え
て
き
た
灯

油
配
達
業
務
の
維
持
が
近

い
将
来
の
課
題
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
業
者
は

配
達
業
務
を
維
持
す
る
た

め
に
「
ポ
リ
缶
配
達
は
３

缶
以
上
」
な
ど
の
制
約
を

設
け
て
き
た
。
１
回
の
配

達
量
を
増
や
す
こ
と
で
配

達
件
数
を
減
ら
し
て
効
率

を
あ
げ
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
だ
。

　
し
か
し
別
の
業
者
は
、

生
産
性
の
観
点
か
ら
配
達

料
の
別
建
て
の
必
要
性
を

指
摘
す
る
。
年
間
で
半
年

は
休
眠
状
態
に
あ
る
ロ
ー

リ
ー
や
油
槽
所
な
ど
も
維

持
費
は
か
か
る
。
も
ち
ろ

ん
人
件
費
も
あ
る
。
そ
れ

ら
を
加
味
し
て
㍑
20
円
以

上
の
マ
ー
ジ
ン
が
必
要
と

い
う
の
が
業
界
に
共
通
し

て
み
ら
れ
る
配
達
価
格
の

概
念
だ
。
し
か
し
生
き
物

で
あ
る
市
況
は
自
社
単
体

で
は
解
決
で
き
な
い
問
題

だ
。
そ
こ
で
配
達
料
を
別

建
て
に
す
れ
ば
市
況
に
左

右
さ
れ
ず
経
費
は
回
収
で

き
る
。
条
件
を
設
定
す
れ

ば
配
達
効
率
の
改
善
に
つ

な
が
り
客
に
メ
リ
ッ
ト
を

提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
。

　
10
年
以
上
前
、
配
達
料

の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
業

者
が
い
る
。「
人
時
生
産

性
で
３
５
０
０
円
稼
い
で

も
ら
わ
な
い
と
給
与
が
払

え
な
い
」
と
考
え
た
。
灯

油
は
１
０
０
㍑
未
満
は
１

回
１
０
０
０
円
、
軽
油
は

30
分
ま
で
２
０
０
０
円
、

そ
れ
を
超
え
た
ら
４
０
０

０
円
と
い
う
設
定
に
し

た
。
当
時
は
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ

フ
が
配
達
業
務
を
担
当
し

て
い
た
た
め
、
配
達
に
出

か
け
る
と
Ｓ
Ｓ
の
油
外
収

益
が
落
ち
る
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
も
あ
り
、
そ
れ
を
解

消
す
る
手
段
が
配
達
料
の

徴
収
だ
っ
た
。
業
者
は
ポ

リ
缶
を
す
ぐ
持
っ
て
き
て

と
い
う
注
文
を
「
本
当
は

お
断
り
し
た
い
が
断
れ
な

い
。
採
算
に
あ
わ
な
い
仕

事
を
減
ら
し
た
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
客
数
は
多

少
減
少
し
た
が
配
達
料
が

か
か
ら
な
い
「
６
缶
以
上

で
注
文
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
効
率
化
に

つ
な
が
っ
た
。

　
前
出
の
業
者
は
、
大
手

宅
配
業
者
が
人
手
不
足
か

ら
料
金
を
値
上
げ
し
た
社

会
環
境
の
変
化
を
受
け

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
し
配
達
料
を
別
建
て

に
し
て
も
、
総
額
で
市
場

価
格
と
遜
色
な
け
れ
ば
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
み
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
通
り
同
業
他
社
に

価
格
を
合
わ
せ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
料
金
を
別
建
て

に
し
て
生
産
性
の
向
上
に

努
め
て
い
く
の
か
判
断
を

迫
ら
れ
そ
う
だ
。

　【
新
潟
】
販
売
業
者
に
と
っ
て
重
荷
と
な
り
始
め
た
灯
油
の
配
達
業
務
。
新
潟
県
内
の
販
売
業
者
は
「
商
品
の
本

体
価
格
と
配
達
料
を
別
建
て
に
す
る
こ
と
で
利
益
を
明
確
化
し
、
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
配
達
業
務
の
維
持

に
つ
な
が
る
」
と
指
摘
す
る
。
配
達
料
別
建
て
の
動
き
は
以
前
に
も
あ
っ
た
が
結
局
、
周
辺
の
販
売
価
格
を
参
考
に

値
決
め
す
る
と
い
う
慣
習
か
ら
抜
け
切
れ
ず
定
着
し
な
か
っ
た
。
配
達
を
効
率
化
す
る
こ
と
が
配
達
業
務
を
安
定
的

に
維
持
す
る
た
め
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
一
策
と
み
ら
れ
る
配
達
料
の
別
建
て
に
県
内
業
者
が
ど
う
対
応
す
る
か

注
目
さ
れ
る
。

　
配
送
員
の
人
手
不
足
や

高
齢
化
な
ど
か
ら
灯
油
配

送
の
効
率
化
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
配
送
業
務
を
維
持

す
る
う
え
で
課
題
と
な

る
。
配
送
効
率
化
を
図
る

た
め
足
踏
み
を
続
け
て
き

た
定
期
配
送
に
再
び
力
を

入
れ
る
業
者
も
出
て
き

た
。
し
か
し
効
率
化
を
図

る
う
え
で
最
も
効
果
が
あ

が
る
と
み
ら
れ
る
定
期
配

送
だ
が
弱
点
が
あ
る
。
配

送
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
勘
と

経
験
に
頼
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
ベ
テ
ラ
ン
配
送
員
で

も
使
用
量
の
変
動
が
大
き

な
客
先
の
残
量
を
読
み
切

る
こ
と
は
困
難
で
、
在
庫

切
れ
と
背
中
合
わ
せ
だ
。

　
他
方
、
配
送
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
て
い
る
大
手
業

者
も
い
る
が
、
配
送
予
測

は
こ
れ
ま
で
の
使
用
状
況

を
基
に
し
た
も
の
で
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
も
高
い
。

ま
た
Ｈ
Ｔ
（
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
）
に
セ
ン
サ
ー
を
つ
け

て
在
庫
管
理
す
る
業
者
も

い
る
が
、
電
源
の
確
保
と

セ
ン
サ
ー
や
通
信
機
器
な

ど
の
コ
ス
ト
は
重
く
普
及

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
一
方
、
配
送
セ
ン
タ
ー

か
ら
遠
方
の
客
先
へ
の
配

達
は
残
量
が
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
減
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

届
け
る
の
が
最
も
効
率
が

い
い
が
、
そ
う
都
合
よ
く

は
い
か
な
い
。
出
向
い
て

も
あ
ま
り
給
油
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
少

な
く
な
い
と
い
う
。

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
Ｈ
Ｔ

の
残
量
が
把
握
で
き
れ
ば

こ
う
し
た
課
題
を
一
気
に

ク
リ
ア
で
き
る
。
そ
こ
で

注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
Ｌ

Ｐ
Ｗ
Ａ
と
い
う
新
し
い
通

信
技
術
。
長
距
離
の
デ
ー

タ
通
信
が
で
き
て
消
費
電

力
も
少
な
い
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
だ
。
扱
う
デ
ー
タ

量
が
少
な
く
伝
送
速
度
も

遅
い
た
め
乾
電
池
で
１
、

２
年
持
つ
と
さ
れ
る
。
電

気
の
コ
ン
セ
ン
ト
が
な
く

て
も
Ｈ
Ｔ
に
セ
ン
サ
ー
と

通
信
機
を
設
置
し
、
通
信

網
に
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
と
呼
ば
れ

る
Ｉ
ｏ
Ｔ
向
け
の
通
信
技

術
を
使
っ
て
在
庫
を
管
理

す
る
仕
組
み
で
通
信
料
金

も
安
価
だ
。

　
関
心
を
示
す
業
者
は

「
定
期
配
送
の
す
べ
て
の

客
に
つ
け
る
必
要
は
な

い
」
と
言
い
切
る
。
経
験

と
勘
で
配
送
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
極
め
ら
れ
る
客
は

多
い
。
設
置
が
必
要
と
な

る
の
は
使
用
量
の
変
動
が

激
し
く
配
送
予
測
が
難
し

い
客
や
、
配
達
時
間
を
要

す
る
遠
方
の
客
だ
け
で
よ

　【
長
野
】
県
内
の
販
売
業
者
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
向
け
通
信
技

術
と
し
て
注
目
さ
れ
る
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
展
開
に

関
心
を
寄
せ
る
声
が
あ
が
り
始
め
た
。
灯
油

定
期
配
送
で
の
困
り
ご
と
に
、
使
用
量
の
予

測
が
困
難
な
客
や
遠
隔
地
の
客
が
い
る
。
Ｉ

ｏ
Ｔ
で
残
量
管
理
で
き
れ
ば
配
送
計
画
が
組

み
や
す
く
な
り
効
率
化
が
図
れ
て
人
手
不
足

対
策
に
も
つ
な
が
る
た
め
だ
。

　【
新
潟
】
２
月
14
日
以

降
の
系
列
仕
切
り
上
げ
を

受
け
て
25
日
か
ら
新
潟
県

内
各
地
で
価
格
転
嫁
が
進

ん
だ
。
新
潟
地
域
と
そ
の

周
辺
で
は
㍑
６
円
程
度
の

値
上
げ
で
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
３
６
円
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
た
が
、
一

部
店
舗
の
動
き
が
鈍
く
市

況
の
悪
化
を
心
配
す
る
声

も
聞
か
れ
る
。

　
村
上
地
域
は
各
油
種
４

円
上
が
り
フ
ル
サ
ー
ビ
ス

Ｓ
Ｓ
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
ボ

ト
ム
１
３
８
円
、
大
勢
１

４
３
円
。
軽
油
は
大
勢
１

２
５
円
、
灯
油
89
円
。
セ

ル
フ
は
一
部
１
３
７
円
が

残
っ
て
い
る
が
、
お
お
む

ね
各
油
種
フ
ル
Ｓ
Ｓ
の
大

勢
か
ら
２
円
安
い
値
付
け

と
な
っ
た
。

　
新
発
田
地
域
は
フ
ル
Ｓ

Ｓ
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
４
円
高

の
１
３
８
円
、
セ
ル
フ
は

６
円
高
の
１
３
６
円
。
フ

ル
、
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
と
も
に

軽
油
は
据
え
置
き
か
ら
８

円
高
の
１
２
０
〜
１
２
６

円
、
灯
油
は
据
え
置
き
か

ら
７
円
高
の
85
〜
88
円
と

な
っ
た
。

　
豊
栄
地
域
は
フ
ル
Ｓ
Ｓ

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
３
円
高

の
１
３
９
円
、
軽
油
が
据

え
置
き
の
１
２
２
〜
１
２

４
円
、
灯
油
は
据
え
置
き

の
88
円
。
セ
ル
フ
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
が
３
円
高
の
１
３

６
円
、
軽
油
は
８
円
高
の

１
２
０
円
、
灯
油
は
３
円

高
の
88
円
。

　
新
潟
地
域
は
フ
ル
Ｓ
Ｓ

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
３
８
〜

１
４
２
円
、
軽
油
が
１
２

２
〜
１
２
８
円
。
セ
ル
フ

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
ボ
ト
ム

１
３
３
円
、
中
値
１
３
５

〜
１
３
６
円
と
な
っ
た
ほ

か
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

１
２
９
・
９
円
の
看
板
も

見
ら
れ
る
。
軽
油
は
ボ
ト

ム
１
１
３
円
、
中
値
１
１

５
〜
１
２
１
円
の
ほ
か
、

プ
リ
カ
１
１
０
・
９
円
と

な
っ
た
。
灯
油
は
お
お
む

ね
79
〜
91
円
。

　
新
津
地
域
は
セ
ル
フ
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
６
円
上
が

り
１
３
６
円
と
な
っ
た
。

阿
賀
野
地
域
は
フ
ル
Ｓ
Ｓ

が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
３
円
高
の

１
４
１
〜
１
４
３
円
。
五

泉
地
域
は
３
〜
４
円
上
が

り
フ
ル
Ｓ
Ｓ
で
１
４
３

円
、セ
ル
フ
で
１
４
１
円
。

　
西
下
越
地
域
も
お
お
む

ね
６
円
の
値
上
げ
と
な
っ

た
が
一
部
店
舗
は
上
げ
幅

を
抑
え
て
い
る
。
国
道
１

１
６
号
線
沿
い
は
セ
ル
フ

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
１
３
６

円
。
同
じ
く
国
道
８
号
線

沿
い
は
フ
ル
Ｓ
Ｓ
が
ボ
ト

ム
１
３
３
円
、
大
勢
１
３

６
円
、
セ
ル
フ
１
３
３
円

と
な
っ
た
。

　
一
方
、
十
日
町
地
域
で

は
量
販
店
に
引
っ
張
ら
れ

る
か
た
ち
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー

が
３
円
値
下
が
り
し
た
。

フ
ル
Ｓ
Ｓ
は
ボ
ト
ム
１
３

０
円
、
中
値
１
３
１
〜
１

３
５
円
。
セ
ル
フ
は
１
３

０
円
と
な
っ
た
。

　
上
越
地
域
は
動
き
が
な

く
フ
ル
Ｓ
Ｓ
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
が
ボ
ト
ム
１
３
６
円
、

中
値
１
３
８
円
〜
１
４
１

円
。
軽
油
は
１
２
３
〜
１

２
４
円
、
灯
油
は
81
円
。

セ
ル
フ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は

ボ
ト
ム
１
２
８
円
、
中
値

１
３
１
円
、
軽
油
１
１
２

円
、
灯
油
76
円
と
な
っ

た
。
２
月
20
日
に
３
円
の

値
上
げ
が
あ
り
セ
ル
フ
の

レ
ギ
ュ
ラ
ー
価
格
は
一
時

的
に
ボ
ト
ム
１
３
０
円
と

な
っ
た
も
の
の
、
一
部
店

舗
が
１
２
８
円
看
板
を
出

し
た
こ
と
か
ら
現
在
の
価

格
に
落
ち
着
い
た
。

ガ
ソ
リ
ン
30
銭

〜
２
円
50
銭
高

新
潟
市
内
小
口
業
転

　【
新
潟
】
新
潟
市
内
の

販
売
業
者
に
よ
る
と
、
２

月
27
日
の
同
市
内
小
口
業

転
価
格
（
税
抜
き
・
Ｓ
Ｓ

持
ち
届
け
）
は
レ
ギ
ュ
ラ

ー
ガ
ソ
リ
ン
が
前
週
比
㍑

30
銭
か
ら
２
円
50
銭
高
の

１
１
６
円
40
銭
〜
１
１
９

円
50
銭
、
軽
油
が
２
円
か

ら
３
円
20
銭
高
の
98
円
50

銭
〜
１
０
０
円
、
灯
油
は

２
円
40
銭
か
ら
２
円
50
銭

高
の
65
円
60
銭
〜
66
円
50

銭
だ
っ
た
。

　【
長
岡
市
＝
新
潟
】
石

油
連
盟
と
石
油
シ
ス
テ
ム

中
央
推
進
協
議
会
は
２
月

23
日
、
24
日
に
長
岡
市
内

で
開
催
さ
れ
た
「
日
報
　

住
ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
フ

ェ
ア
」
に
展
示
ブ
ー
ス
を

構
え
た
。
今
回
で
５
回
目

石
連
と
シ
ス
テ

ム
中
央
推
進
協

の
参
加
だ
が
長
岡
会
場
は

初
め
て
。
石
油
機
器
を
展

示
し
た
ほ
か
満
タ
ン
＆
灯

油
プ
ラ
ス
１
缶
運
動
や
機

器
の
点
検
、
不
良
灯
油
へ

の
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

　
ブ
ー
ス
に
は
５
社
９
製

品
を
展
示
（
写
真
）。
停

電
時
で
も
約
17
時
間
運
転

で
き
る
停
電
自
立
防
災
型

Ｆ
Ｆ
式
温
風
暖
房
機
（
サ

ン
ポ
ッ
ト
）、
暖
房
効
率

を
高
め
る
可
動
式
フ
ラ
ッ

プ
や
人
の
動
き
を
み
て
灯

油
の
消
費
量
を
抑
え
る
セ

ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
（
ダ
イ
ニ

チ
）、
安
全
性
の
高
さ
や

に
お
い
の
少
な
さ
が
長
所

の
温
水
ル
ー
ム
ヒ
ー
タ
ー

（
コ
ロ
ナ
）
と
い
っ
た
新

製
品
を
は
じ
め
、
定
番
の

自
立
型
給
湯
用
エ
コ
フ
ィ

ー
ル
（
長
府
製
作
所
）、

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
客
を
中
心

に
人
気
の
対
流
式
ス
ト
ー

ブ
（
ト
ヨ
ト
ミ
）
な
ど
が

来
場
者
を
出
迎
え
た
。

　
製
品
の
紹
介
に
加
え
国

が
行
っ
て
い
る
避
難
所
な

ど
へ
の
石
油
製
品
設
置
の

補
助
事
業
や
満
タ
ン
運

動
、
不
良
灯
油
に
つ
い
て

説
明
し
、
消
費
者
の
理
解

を
促
し
た
。
そ
れ
と
と
も

に
ブ
ー
ス
前
で
は
日
本
ガ

ス
石
油
機
器
工
業
会
が

「
給
湯
機
10
年
暖
房
機
８

年
経
っ
た
ら
点
検
・
取
り

替
え
を
」
と
書
か
れ
た
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配

り
、
石
油
機
器
の
寿
命
に

つ
い
て
注
意
喚
起
し
た
。

　
石
油
連
盟
調
査
・
流
通

業
務
部
の
難
波
隆
石
油
シ

ス
テ
ム
推
進
室
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
「
停
電
に
対
す
る

備
え
と
し
て
石
油
機
器
を

持
ち
た
い
」
と
い
う
消
費

者
の
防
災
意
識
の
高
ま
り

を
指
摘
し
、「
寒
冷
地
の

長
岡
で
は
灯
油
は
暖
房
と

し
て
多
く
使
わ
れ
て
い

る
」
と
、
来
場
者
の
石
油

機
器
へ
の
関
心
の
高
さ
に

期
待
を
寄
せ
た
。

　【
長
野
】
県
内
で
は
元

売
の
仕
切
価
格
が
年
明
け

以
降
㍑
７
円
か
ら
７
・
５

円
値
上
げ
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油

の
転
嫁
が
待
っ
た
な
し

だ
。
一
方
灯
油
は
今
シ
ー

ズ
ン
、
大
き
な
値
崩
れ
を

回
避
し
て
終
盤
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
現
行
価
格
の

ま
ま
で
臨
む
業
者
と
元
売

の
仕
切
り
ア
ッ
プ
を
受
け

て
転
嫁
に
踏
み
切
る
業
者

と
に
分
か
れ
そ
う
だ
。

　
灯
油
は
シ
ー
ズ
ン
入
り

以
降
、
１
月
を
除
い
て
暖

冬
で
販
売
量
が
大
幅
に
落

ち
込
み
、
２
月
も
前
年
を

10
％
以
上
下
回
る
と
み
ら

れ
る
。
販
売
量
の
減
少
に

と
も
な
う
危
機
感
か
ら
連

続
し
た
仕
切
り
値
下
げ
の

局
面
で
は
下
げ
幅
を
圧
縮

す
る
な
ど
利
益
確
保
の
姿

勢
が
販
売
業
者
に
共
通
し

て
み
ら
れ
、
Ｈ
Ｃ
（
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
）
店
頭
価
格

に
も
影
響
を
与
え
て
大
幅

な
値
崩
れ
を
回
避
し
シ
ー

ズ
ン
終
盤
を
迎
え
て
い

る
。

　
足
元
で
は
仕
切
価
格
の

大
幅
な
値
上
が
り
を
受
け

た
も
の
の
、
Ｈ
Ｃ
店
の
安

値
な
ど
を
材
料
に
「
こ
の

ま
ま
で
臨
み
た
い
」
と
す

る
声
が
聞
か
れ
る
一
方
、

「
仕
切
り
上
げ
幅
が
大
き

く
値
上
げ
に
踏
み
切
ら
ざ

る
を
得
な
い
」
と
転
嫁
に

動
く
業
者
と
に
二
分
す
る

と
み
ら
れ
る
。

　
２
月
最
終
週
の
各
地
の

市
況
は
、
長
野
市
を
中
心

と
す
る
北
信
地
域
が
Ｓ
Ｓ

店
頭
84
〜
86
円
、
配
達
95

〜
97
円
中
心
。
Ｈ
Ｃ
店
頭

78
〜
80
円
。
上
田
市
を
中

心
と
す
る
上
小
地
域
は
Ｓ

Ｓ
店
頭
86
〜
88
円
、
配
達

北
信
市
場
は
２
月
25
日
か

ら
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
の
店

頭
表
示
を
上
方
修
正
し

た
。
Ｐ
Ｂ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
）
セ
ル
フ
Ｓ

Ｓ
と
の
看
板
価
格
差
が
10

円
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら

上
げ
幅
は
２
円
に
と
ど
ま

っ
た
。
一
般
的
な
価
格
は

フ
ル
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
Ｓ
が
ハ

イ
オ
ク
１
６
０
〜
１
６
２

円
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
４
９

〜
１
５
１
円
、
軽
油
１
３

３
〜
１
３
５
円
。
セ
ル
フ

Ｓ
Ｓ
が
１
５
８
〜
１
６
０

円
、
１
４
７
〜
１
４
９

円
、
１
３
１
〜
１
３
３

円
。
灯
油
は
Ｈ
Ｃ
（
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
）
店
の
安
値

に
78
円
が
あ
る
こ
と
か
ら

96
円
。
Ｈ
Ｃ
店
頭
84
円
。

佐
久
地
域
は
Ｓ
Ｓ
店
頭
83

〜
86
円
、
配
達
95
〜
96
円

中
心
。
Ｈ
Ｃ
店
頭
83
〜
86

円
。

　
松
本
市
を
中
心
と
す
る

中
信
地
域
は
Ｓ
Ｓ
店
頭
79

〜
85
円
、
配
達
93
〜
95

円
。
Ｈ
Ｃ
店
頭
78
〜
82

円
。
木
曽
地
域
は
Ｓ
Ｓ
店

頭
90
〜
99
円
、
配
達
１
０

０
〜
１
０
２
円
。
Ｈ
Ｃ
店

頭
89
〜
90
円
。
諏
訪
地
域

は
Ｓ
Ｓ
店
頭
84
〜
89
円
、

配
達
92
〜
97
円
。
Ｈ
Ｃ
店

頭
83
〜
87
円
。
伊
那
市
を

中
心
と
す
る
上
伊
那
地
域

は
Ｓ
Ｓ
店
頭
83
〜
95
円
、

配
達
95
〜
１
０
５
円
。
Ｈ

Ｃ
店
頭
82
〜
89
円
。
飯
田

地
域
は
Ｓ
Ｓ
店
頭
80
円
台

後
半
か
ら
90
円
、
配
達
93

〜
95
円
中
心
。
Ｈ
Ｃ
店
頭

84
円
と
な
っ
て
い
る
。

　【
新
潟
】
全
国
的
に
み
て

も
競
争
が
激
し
い
新
潟
県
市

場
。
各
Ｓ
Ｓ
が
価
格
や
サ
ー

ビ
ス
で
集
客
に
力
を
入
れ
る

一
方
、
消
費
者
に
対
し
下
手

に
出
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
す

る
声
が
聞
か
れ
る
。
県
内
の

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
所
長
は
「
Ｓ
Ｓ

は
ど
ん
な
要
求
も
聞
い
て
く

れ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
よ
く

な
い
」
と
し
た
う
え
で
、
ス

タ
ッ
フ
と
来
店
客
が
互
い
に

会
話
し
や
す
く
な
る
よ
う
関

係
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
働
き
や
す
さ
と
収
益
を

確
保
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　
安
値
販
売
に
頼
ら
な
い
店

舗
運
営
を
目
指
し
顧
客
と
の

信
頼
関
係
の
構
築
を
重
要
課

題
と
す
る
経
営
者
は
多
い
。

地
域
に
よ
っ
て
は
価
格
に
し

か
興
味
を
示
さ
な
い
客
が
多

い
と
み
て
い
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ

向
け
の
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
と
呼
ば

れ
る
通
信
技
術
は
ま
だ
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。
地

方
へ
の
普
及
は
こ
れ
か
ら

だ
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
勘
と

経
験
を
必
要
と
し
な
い
Ｉ

ｏ
Ｔ
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
在
庫
管
理
が
、
年
々

厳
し
さ
を
増
す
配
送
業
務

を
維
持
す
る
う
え
で
救
世

主
に
な
る
日
は
そ
う
遠
く

な
さ
そ
う
だ
。

く
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
苦
労
し

て
い
る
よ
う
だ
。
関
係
構
築

に
は
ま
ず
ス
タ
ッ
フ
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
と
同
Ｓ

Ｓ
で
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
会

員
向
け
の
メ
ー
ル
に
、
近
況

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
世
間
話

を
ス
タ
ッ
フ
の
署
名
つ
き
で

つ
け
て
い
る
。
お
客
さ
ま
と

仲
良
く
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て

の
こ
と
だ
が
始
め
た
当
初
は

「
そ
ん
な
の
い
ら
な
い
」
と

ク
レ
ー
ム
さ
え
つ
い
た
。
同

Ｓ
Ｓ
所
長
は
「
メ
ー
ル
会
員

は
油
と
洗
車
の
割
引
情
報
し

か
見
て
く
れ
な
い
」
と
落
胆

し
た
。
だ
が
ク
レ
ー
ム
を
意

に
介
さ
ず
メ
ー
ル
で
会
話
を

望
む
姿
勢
を
示
し
続
け
た
結

果
、「
わ
が
ま
ま
な
客
が
多

か
っ
た
以
前
に
く
ら
べ
て
つ

き
合
い
や
す
い
お
客
さ
ま
の

割
合
が
増
え
た
」
と
変
化
が

生
じ
た
。

　
ま
た
同
Ｓ
Ｓ
で
は
関
係
構

築
が
難
し
い
客
に
は
見
切
り

を
つ
け
油
外
客
に
的
を
し
ぼ

り
、
有
料
の
会
員
制
で
手
厚

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
関
係

構
築
の
入
り
口
に
し
て
い

る
。
顧
客
に
は
会
計
時
に
な

る
べ
く
店
内
に
立
ち
寄
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
、
言

葉
を
か
わ
す
機
会
を
つ
く

る
。
そ
う
し
て
積
み
重
ね
た

信
頼
で
車
検
な
ど
の
付
加
価

値
の
高
い
商
品
の
受
注
に
つ

な
げ
て
い
る
。

　
客
質
が
改
善
す
れ
ば
提
案

や
交
渉
が
や
り
や
す
く
な
り

職
場
環
境
の
改
善
に
つ
な
が

る
。
人
手
不
足
が
叫
ば
れ
る

昨
今
、
客
だ
け
で
な
く
ス
タ

ッ
フ
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な

店
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
良
好
な
関
係
の
構
築

が
収
益
と
人
材
獲
得
に
つ
な

が
り
そ
う
だ
。

　【
長
野
】
コ
ー
プ
な
が

の
の
灯
油
価
格
（
４
日
か

ら
10
日
）
が
決
ま
っ
た
。

全
地
域
で
据
え
置
き
と
な

っ
た
。

　
各
地
の
価
格
（
税
込

み
）
は
次
の
通
り
。

　
▽
北
信
＝
１
０
０
㍑
未

満
97
円
、
１
０
０
㍑
以
上

95
円
、
Ｈ
Ｔ
（
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
）
お
ま
か
せ
給
油
94

円
▽
長
野
＝
１
０
０
㍑
未

満
97
円
、
１
０
０
㍑
以
上

95
円
、
Ｈ
Ｔ
お
ま
か
せ
給

油
94
円
▽
上
小
＝
１
０
０

㍑
未
満
97
円
、
１
０
０
㍑

以
上
95
円
、
Ｈ
Ｔ
お
ま
か

せ
給
油
94
円
▽
佐
久
＝
１

０
０
㍑
未
満
97
円
、
１
０

０
㍑
以
上
95
円
、
Ｈ
Ｔ
お

ま
か
せ
給
油
94
円
▽
大
北

＝
１
０
０
㍑
未
満
94
円
、

１
０
０
㍑
以
上
92
円
、
Ｈ

Ｔ
お
ま
か
せ
給
油
91
円

　
▽
松
本
（
木
曽
北
部
を

含
む
）
＝
１
０
０
㍑
未
満

94
円
、
１
０
０
㍑
以
上
92

円
、
Ｈ
Ｔ
お
ま
か
せ
給
油

91
円
▽
木
曽
南
部
＝
１
０

０
㍑
未
満
98
円
、
１
０
０

㍑
以
上
96
円
、
Ｈ
Ｔ
お
ま

か
せ
給
油
95
円
▽
諏
訪
＝

１
０
０
㍑
未
満
89
円
、
１

０
０
㍑
以
上
86
円
▽
上
伊

那
＝
１
０
０
㍑
未
満
95

円
、
１
０
０
㍑
以
上
93

円
、
Ｈ
Ｔ
お
ま
か
せ
給
油

92
円
▽
飯
伊
＝
１
０
０
㍑

未
満
95
円
、
１
０
０
㍑
以

上
93
円
、
Ｈ
Ｔ
お
ま
か
せ

給
油
92
円
。

転
嫁
に
踏
み
切
れ
な
か
っ

た
。
店
頭
価
格
は
フ
ル
Ｓ

Ｓ
84
円
、
セ
ル
フ
86
円
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
田
市
を
中
心
と
す
る

上
小
地
域
は
２
月
21
日
か

ら
転
嫁
を
実
施
し
た
。
上

げ
幅
は
３
油
種
と
も
３
円

が
大
勢
。
フ
ル
Ｓ
Ｓ
は
ハ

イ
オ
ク
１
６
０
〜
１
６
４

円
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
４
９

〜
１
５
３
円
、
軽
油
１
３

２
〜
１
３
６
円
。
セ
ル
フ

は
１
６
０
〜
１
６
２
円
、

１
４
９
〜
１
５
１
円
、
１

３
２
〜
１
３
４
円
。
灯
油

の
店
頭
価
格
は
フ
ル
Ｓ
Ｓ

89
円
、
セ
ル
フ
91
円
と
な

っ
て
い
る
。

　
佐
久
地
域
も
２
月
21
日

か
ら
転
嫁
を
実
施
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
、
灯
油

で
２
〜
３
円
と
上
げ
幅
が

分
か
れ
た
。
フ
ル
Ｓ
Ｓ
が

ハ
イ
オ
ク
１
６
０
〜
１
６

２
円
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
４

９
〜
１
５
１
円
、
軽
油
１

２
４
〜
１
３
４
円
。
セ
ル

フ
が
１
６
０
〜
１
６
２

円
、
１
４
９
〜
１
５
１

円
、
１
２
５
〜
１
３
３

円
。
店
頭
灯
油
は
フ
ル
Ｓ

Ｓ
86
〜
88
円
、
セ
ル
フ
85

〜
87
円
。

　【
長
野
】
１
月
第
３
週

か
ら
２
月
第
４
週
に
か
け

て
元
売
仕
切
り
が
㍑
７
〜

７
・
５
円
値
上
げ
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
長
野
市
か

ら
佐
久
市
に
か
け
て
の
東

北
信
地
域
の
業
者
は
末
端

転
嫁
に
踏
み
切
っ
た
。
上

げ
幅
は
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油

２
〜
３
円
、
灯
油
は
据
え

置
き
か
ら
３
円
と
対
応
が

分
か
れ
た
。
比
較
的
マ
ー

ジ
ン
が
取
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
安
値
と
の
格
差
を
嫌

い
対
応
が
バ
ラ
つ
い
た
。

　
長
野
市
を
中
心
と
す
る

新
潟
県
内
セ
ル
フ

Ｉ
ｏ
Ｔ
通
信
技
術 

注
目

働きやすさと収益を確保

リフォームフェアに出展

会話できる関係づくりに注力
メール送り親近感 会員制で対象絞り込む

ＨＴ残量管理容易に

新潟県内業者

生
産
性
の
向
上
で
業
務
維
持

灯
　
油

配
達
料

別
建
て 

利
益
明
確
化

灯
油
配
送
効
率
ア
ッ
プ
へ

長
野
県
内

販
売
業
者

シ
ー
ズ
ン
終
盤 

対
応
二
分

「
現
状
維
持
」「
値
上
げ
」

長野県内灯油

東
北
信
地
域 

仕
切
り
転
嫁
始
動

ガ
ソ
リ
ン
２
〜
３
円

６
円
浮
上 
一
方で 

値
下
げ
地
域
も

コ
ス
ト
転
嫁
進
む

新潟県内

「
満
タ
ン
」や
点
検
呼
び
か
け

暖
房
機
器
展
示
し
Ｐ
Ｒ

コ
ー
プ
な
が
の
灯
油
価
格

全
域
で
据
え
置
き 

４
〜
10
日
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　【
松
山
】
松
山
市
内
で

は
、
２
月
第
５
週
に
ガ
ソ

リ
ン
・
軽
油
価
格
を
㍑
３

円
引
き
上
げ
、
伊
予
市
や

西
条
市
な
ど
周
辺
地
域
並

み
の
市
況
に
修
復
し
て
い

る
。
元
売
仕
切
り
は
１
月

中
旬
以
降
、
５
段
階
で
８

円
〜
８
円
50
銭
引
き
上
げ

ら
れ
た
が
、
市
内
で
は
１

月
後
半
か
ら
合
計
９
円
底

上
げ
さ
れ
、
わ
ず
か
に
マ

ー
ジ
ン
が
拡
大
し
て
い
る

よ
う
だ
。

　
国
道
１
９
６
号
線
や
11

号
線
、
県
道
18
号
空
港
線

な
ど
主
要
幹
線
道
路
や
、

市
内
中
心
部
の
ガ
ソ
リ
ン

店
頭
価
格
は
フ
ル
サ
ー
ビ

ス
１
４
４
〜
１
４
９
円
、

セ
ル
フ
１
３
９
〜
１
４
３

円
、
軽
油
フ
ル
１
２
１
〜

１
２
７
円
、
セ
ル
フ
１
１

９
〜
１
２
３
円
中
心
（
現

金
フ
リ
）。

　
地
元
業
者
は
「
人
手
が

足
ら
ず
、
現
場
に
大
き
な

負
担
を
か
け
て
い
る
状
況

で
、
価
格
競
争
で
利
益
を

減
ら
し
て
い
る
場
合
で
は

な
い
。
新
た
な
人
材
獲
得

や
新
規
事
業
へ
の
設
備
投

資
の
た
め
に
、
利
益
を
積

み
重
ね
よ
う
と
意
識
を
高

め
る
べ
き
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
す
。

　
松
山
市
で
は
、
他
地
域

と
同
様
に
、
年
明
け
以
降

の
減
販
が
顕
著
で
、
少
し

で
も
値
上
げ
を
遅
ら
せ
て

数
量
を
伸
ば
し
た
い
と
考

え
る
業
者
が
少
な
く
な

い
。
し
か
し
安
売
り
に
よ

る
ガ
ソ
リ
ン
増
販
効
果
に

は
期
待
で
き
ず
、
薄
利
少

売
を
回
避
す
る
た
め
に
は

速
や
か
な
転
嫁
値
上
げ
が

肝
要
だ
ろ
う
。

　
岡
山
市
内
の
地
場
業
者

は
「
採
用
す
る
時
か
ら
始

め
る
べ
き
」
と
み
る
。「
単

な
る
数
合
わ
せ
で
は
な

く
、
自
社
の
考
え
を
理

解
、
賛
同
し
て
く
れ
る
人

材
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大

切
」
と
強
調
す
る
。
Ｓ
Ｓ

の
な
か
に
は
、
欠
員
を
補

充
す
る
場
合
、
と
り
あ
え

ず
穴
埋
め
的
（
安
易
）
な

採
用
を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
そ

ん
な
考
え
で
採
用
し
て

（
ス
タ
ッ
フ
が
）
育
た
な

い
と
か
、
言
う
こ
と
を
聞

か
な
い
、
と
い
う
の
は
通

用
し
な
い
」と
き
っ
ぱ
り
。

　
別
の
地
場
業
者
は
「
納

得
で
き
る
人
材
が
い
な
け

れ
ば
売
り
上
げ
が
減
ろ
う

と
採
用
し
な
い
」
と
い

う
。
採
用
ま
で
は
自
分
が

や
る
し
か
な
い
構
え
。「
最

悪
の
場
合
、
自
分
１
人
で

も
や
る
く
ら
い
覚
悟
が
あ

る
。
妥
協
し
て
採
用
は
し

な
い
」
と
揺
る
ぎ
な
い
。

　
優
秀
と
さ
れ
る
Ｓ
Ｓ
で

は
、
採
用
時
「
会
社
を
は

じ
め
経
営
者
（
所
長
）
の

考
え
」
を
説
明
す
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
こ
れ
に
は

「
同
意
し
な
い
者
は
採
用

し
な
い
」
と
い
う
意
志
が

あ
る
。
先
の
地
場
業
者
は

「
Ｓ
Ｓ
を
変
え
る
た
め
に

は
、
ス
タ
ッ
フ
（
の
意

識
）
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
ま
ず
Ｓ
Ｓ

サ
イ
ド
の
意
識
を
変
え
る

こ
と
が
大
切
だ
」
と
指

摘
。
人
員
不
足
は
避
け
た

い
が
「
妥
協
し
て
は
い
け

な
い
」
と
し
て
い
る
。

　【
岡
山
】
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
そ
の
ス
ピ
ー
ド
か
ら
「
Ｓ
Ｓ
も
変
わ
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
声
が
あ
る
。
こ
れ
は
旧
態
依
然
と
し
た
Ｓ
Ｓ
商
売
か
ら
「
時
代
と

消
費
者
ニ
ー
ズ
」
に
合
っ
た
商
売
へ
の
変
革
を
訴
え
る
も
の
。
そ
の
た
め
に
は
Ｓ
Ｓ
サ
イ
ド

の
意
識
改
革
が
欠
か
せ
な
い
。
な
か
で
も
Ｓ
Ｓ
改
革
の
成
否
を
左
右
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
意
識

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

　【
広
島
】
広
島
県
内
の

特
約
店
、
販
売
店
の
世
代

交
代
が
進
ん
で
い
る
。
店

舗
の
運
営
を
息
子
に
任
せ

た
郊
外
の
地
場
Ｓ
Ｓ
社
長

は
「
い
ま
の
若
者
は
し
っ

か
り
し
て
い
る
」
と
感
心

す
る
。
仕
切
価
格
か
ら
必

要
な
マ
ー
ジ
ン
を
得
る
た

め
の
価
格
設
定
を
徹
底
し

て
い
る
と
し
「
こ
れ
ま
で

私
た
ち
が
や
っ
て
き
た
よ

う
な
、
周
り
を
見
て
価
格

を
決
め
て
い
な
い
。〝
あ

そ
こ
が
下
げ
る
か
ら
こ
ち

ら
も
下
げ
る
〞
は
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
や
っ
て
い
け

な
い
」
と
評
価
す
る
。
Ｓ

Ｓ
の
周
囲
で
は
人
口
減
少

が
進
ん
で
い
る
。
隣
接
地

域
の
価
格
競
争
に
安
易
に

つ
き
合
わ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
自
分
の
考
え
を
し
っ
か

り
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

期
待
す
る
。

　
別
の
地
場
Ｓ
Ｓ
経
営
者

は
、
帰
郷
し
た
息
子
に
店

長
を
任
せ
て
い
る
。
新
た

に
カ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
施

工
事
例
写
真
を
飾
る
な
ど

こ
れ
ま
で
し
て
い
な
か
っ

た
取
り
組
み
に
「
い
ろ
い

ろ
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

で
好
き
に
や
ら
せ
て
い

る
」
と
自
主
性
を
尊
重
。

ま
た
「
売
り
込
み
よ
り
提

案
を
し
っ
か
り
す
る
」
と

い
う
社
風
は
変
え
ず
に
推

し
進
め
て
い
る
と
喜
ぶ
。

　
ど
ち
ら
の
経
営
者
も

「
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
が
、
客
や
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
」

と
し
て
い
る
。

　【
周
南
市
＝
山
口
】
Ｓ

Ｓ
業
界
を
問
わ
ず
会
社
の

命
令
系
統
は
い
わ
ゆ
る

「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
が
多

い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
進

ん
で
い
る
作
業
や
工
程
が

主
な
業
種
で
は
有
効
だ

が
、
個
人
の
能
力
が
売
り

上
げ
を
左
右
、
ま
た
個
人

の
能
力
が
大
き
く
影
響
す

る
職
種
に
限
っ
て
は
「
一

方
的
な
命
令
で
は
難
し

い
」
面
も
あ
る
。
現
場
の

声
を
聞
く
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

　
と
り
わ
け
小
売
業
（
接

客
業
）
は
「
個
人
の
感
情

が
入
る
」
こ
と
が
多
く

「
や
り
方
も
何
通
り
も
あ

り
、
す
べ
て
が
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
に
は
い
か
な
い
」

と
周
南
市
内
の
地
場
店

主
。「
ス
タ
ッ
フ
個
々
が

業
務
を
こ
な
し
な
が
ら

〝
正
解
〞
を
見
つ
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
強

調
。「
こ
れ
は
従
業
員
の

や
る
気
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
」
と
み
る
。

　
そ
の
う
え
で
「
や
る
気

は
個
人
の
感
情
に
左
右
さ

れ
る
。
命
令
さ
れ
る
だ
け

で
は
や
る
気
は
高
揚
し
な

い
の
も
確
か
」
と
同
店

主
。
こ
う
し
た
な
か
同
店

で
は
、
現
場
か
ら
の
要
望

を
優
先
す
る
こ
と
で
や
る

気
を
高
め
て
い
る
。「
ま

ず
は
要
望
を
聞
い
て
実
現

可
能
か
ど
う
か
を
詰
め

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
個

人
を
認
め
て
い
る
姿
勢
を

示
す
こ
と
が
大
切
」
と
い

う
。
ま
た
「
責
任
を
持
た

せ
る
こ
と
に
な
る
。
個
人

の
自
主
性
が
欠
か
せ
な
い

Ｓ
Ｓ
で
は
こ
の
や
り
方
が

良
い
」
と
別
の
地
場
店
主

も
同
調
す
る
。
な
か
で
も

「
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
に
は

自
覚
と
責
任
を
持
た
せ
る

意
味
で
効
果
が
あ
る
」
と

し
て
い
る
。

　
同
じ
声
か
け
で
も
ス
タ

ッ
フ
の
や
る
気
の
違
い
で

実
績
は
大
き
く
違
う
。
先

の
店
主
は
、
ス
タ
ッ
フ
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
標
数

値
や
取
り
組
み
方
を
決
め

さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
「
各
ス
タ
ッ
フ
が
責
任

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
目

標
に
対
す
る
達
成
意
識
も

高
ま
っ
た
」
と
指
摘
。「
言

わ
れ
な
い
こ
と
ま
で
自
主

的
に
動
く
よ
う
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

　【
四
国
中
央
市
＝
愛
媛
】

Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

阪
第
１
支
店
（
池
田
満
執

行
役
員
支
店
長
）
は
２
月

27
日
、
四
国
中
央
市
内
で

「
２
０
１
８
年
度
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
　
Ｓ
Ｓ
店
頭
ク
レ
ー

ム
対
応
研
修
」
を
開
催
し

た
。
四
国
地
区
の
特
約
店

か
ら
、
Ｓ
Ｓ
管
理
者
や
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
ス
タ
ッ
フ

約
30
人
が
参
加
し
た
。
同

研
修
は
、
Ｓ
Ｓ
で
起
こ
る

ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
方
法
を

学
び
、
時
間
と
精
神
的
負

担
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る

こ
と
が
目
的
。

　
エ
ス
・
ピ
ー
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
派
遣
・
受
託
・
警

備
部
の
児
玉
康
志
課
長
補

佐
が
講
師
を
務
め
「
的
確

な
ク
レ
ー
ム
対
応
で
更
な

る
Ｓ
Ｓ
の
信
頼
向
上
へ
」

を
テ
ー
マ
に
、
社
会
環
境

の
変
化
と
ク
レ
ー
ム
対
応

の
重
要
性
や
顧
客
対
応
の

初
期
動
作
な
ど
に
つ
い
て

講
義
し
た
。

　
児
玉
氏
は
「
接
客
や
サ

ー
ビ
ス
に
不
満
が
あ
っ
て

も
、
95
％
以
上
は
そ
の
場

で
苦
情
を
言
わ
ず
、
帰
っ

て
か
ら
言
う
サ
イ
レ
ン
ト

ク
レ
ー
マ
ー
。
残
り
の
４

％
が
苦
情
を
言
っ
て
く
る

が
、
不
満
や
意
見
、
要
望

を
言
う
ク
レ
ー
ム
と
、
法

外
で
過
剰
な
要
求
を
す
る

不
当
要
求
に
分
か
れ
る
。

初
動
対
応
を
誤
ら
ず
、
不

当
な
要
求
に
応
じ
な
い
こ

と
が
大
事
」
と
述
べ
た
。

　
初
動
対
応
は
「
話
を
聴

く
、
事
実
確
認
し
明
確
化

す
る
、
内
容
を
記
録
す

る
」
の
三
つ
の
基
本
が
ポ

イ
ン
ト
で
「
事
実
、
不

満
、
意
見
、
要
求
」
の
四

つ
の
要
素
か
ら
、
Ｃ
Ｓ

（
顧
客
満
足
）
対
応
か
Ｒ

Ｍ
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
対
応
か
の
区
別
が
重

要
と
し
た
。

　
同
社
の
平
澤
理
氏
が
ク

レ
ー
マ
ー
役
を
務
め
て
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行

い
、
実
際
に
Ｓ
Ｓ
で
起
き

た
手
洗
い
洗
車
に
よ
る
シ

ー
ト
濡
れ
や
ガ
ソ
リ
ン
噴

き
こ
ぼ
れ
に
よ
る
ボ
デ
ィ

ー
変
色
の
設
定
で
実
践
ク

レ
ー
ム
処
理
法
を
学
ん

だ
。
原
状
回
復
が
可
能
で

あ
れ
ば
損
害
賠
償
請
求
権

が
失
わ
れ
る
た
め
に
、
不

当
要
求
に
応
じ
ず
速
や
か

に
修
繕
作
業
を
行
う
こ
と

や
、
余
計
な
こ
と
を
言
わ

ず
に
冷
静
に
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
と
し
た
。

　【
高
松
】
四
国
地
区
の

特
約
店
幹
部
に
よ
る
と
、

例
年
通
り
次
年
度
も
４
月

支
給
分
の
給
与
か
ら
定
期

昇
給
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
と
い
う
。
昇
給
額

は
、
役
職
や
等
級
、
勤
続

年
数
な
ど
に
よ
っ
て
バ
ラ

つ
き
が
あ
る
が
、
率
に
し

て
１
・
５
〜
３
％
程
度
の

見
込
み
と
い
う
。

　
経
営
幹
部
は
「
Ｓ
Ｓ
自

体
は
ほ
と
ん
ど
儲
け
が
な

い
が
、
社
員
の
給
与
を
据

え
置
く
わ
け
に
い
か
な

い
。
待
遇
の
悪
さ
が
人
材

不
足
の
一
因
と
さ
れ
て
お

り
、
年
５
日
の
有
休
取
得

と
給
与
引
き
上
げ
を
同
時

に
実
現
し
た
い
」と
語
る
。

　
同
社
は
、
総
務
部
長
の

人
事
考
課
に
よ
る
人
物
評

価
や
、
事
前
目
標
に
対
す

る
販
売
実
績
の
達
成
率
な

ど
複
数
の
査
定
項
目
に
、

社
内
の
役
職
と
等
級
な
ど

を
加
味
し
て
昇
給
額
を
決

め
て
い
る
。
と
く
に
20
〜

30
代
の
若
年
層
は
入
社
後

の
昇
給
額
が
抑
え
ら
れ
て

き
た
た
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ア
ッ
プ
お
よ
び
離
職

率
低
減
を
目
的
に
一
定
額

の
引
き
上
げ
を
予
定
し
て

い
る
。

　
幹
部
は
「
働
き
方
改
革

に
対
し
て
改
悪
や
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
と
不
満
を
口
に
す

る
人
が
多
い
が
、
Ｓ
Ｓ
は

明
ら
か
に
業
務
内
容
の
割

に
給
与
水
準
が
低
い
。
経

営
者
が
意
識
を
あ
ら
た
め

な
い
と
、
優
秀
社
員
が
業

界
を
離
れ
、
運
営
が
難
し

く
な
る
Ｓ
Ｓ
が
増
え
る
だ

ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

　
全
社
員
の
定
期
昇
給
に

よ
っ
て
固
定
給
だ
け
で
も

月
に
数
十
万
円
の
人
件
費

負
担
が
増
し
、
有
給
休
暇

取
得
に
よ
る
パ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
で
年
間
で
相

当
額
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が

見
込
ま
れ
る
。
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
の
異
業
種
へ
の
流

出
防
止
や
働
き
や
す
い
職

場
実
現
の
た
め
に
は
、
い

ま
ま
で
以
上
に
利
益
に
対

す
る
意
識
向
上
が
必
要
と

な
り
そ
う
だ
。

　【
広
島
】
太
陽
石
油
中

国
支
店
（
北
川
博
光
支
店

長
）
は
２
月
26
日
、
広
島

市
南
区
の
会
議
場
で
「
明

る
い
ミ
ラ
イ
！
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
（
写
真
）。

支
店
内
の
特
約
店
や
販
売

店
な
ど
か
ら
管
理
職
を
中

心
に
約
40
人
が
参
加
し
、

自
身
や
社
員
の
や
る
気
を

向
上
さ
せ
る

モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
持
続
す
る
た
め
の

考
え
方
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
冒
頭
、
北
川
支
店
長

は
、
新
年
度
で
新
元
号
を

控
え
る
な
ど
、
ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
に
ふ
さ
わ
し
い

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
あ
い
さ

つ
。
Ｓ
Ｓ
現
場
で
ス
タ
ッ

フ
た
ち
は
悩
ん
だ
り
迷
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と

し
「
楽
し
み
な
が
ら
考
え

る
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
頭
を

切
り
替
え
る
方
法
を
学
ん

で
現
場
に
生
か
し
て
も
ら

い
、
日
頃
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を

解
消
し
て
最
高
の
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
ほ
し
い
」
と

期
待
し
た
。

　
講
師
の
西
川
順
子
さ
ん

（
マ
イ
メ
デ
ィ
ア
）
は
、

商
売
は
「
損

得
」
超
越
も

岡
山
市
内
地
場

　【
岡
山
】
商
売
は
利
益

を
確
保
し
な
け
れ
ば
続
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か

と
い
っ
て
「
儲
け
主
義
」

に
走
っ
て
は
成
り
立
た
な

い
。
地
域
か
ら
の
信
頼
と

支
持
を
得
る
た
め
に
も

「
損
得
抜
き
」
の
行
動

（
商
売
）
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
数
字
（
量
）

を
追
求
す
る
だ
け
の
商
売

は
通
用
し
な
い
。

　
岡
山
市
内
の
地
場
店
主

は
「
た
と
え
赤
字
で
も
、

納
入
（
販
売
）
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
」
と
地
場
企
業
と
し
て

安
定
供
給
を
優
先
す
る
姿

勢
の
大
切
さ
を
語
る
。
同

店
主
は
過
去
、
東
日
本
大

震
災
発
生
直
後
の
品
薄
状

態
の
時
「
高
値
の
系
列
外

玉
を
手
当
て
し
た
こ
と
も

あ
る
」
と
い
う
。「
燃
料

供
給
拠
点
と
し
て
〝
あ
り

ま
せ
ん
〞
で
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
そ
こ
に
は
「
地
域
（
顧

客
）
あ
っ
て
の
商
売
」
と

い
う
意
識
が
あ
る
。「
納

入
量
が
少
な
い
」
と
か

「
効
率
が
悪
い
」
と
い
っ

て
簡
単
に
切
る
こ
と
（
取

引
停
止
）
は
で
き
な
い
。

地
場
業
者
の
多
く
は
、
地

域
が
な
け
れ
ば
商
売
そ
の

も
の
が
成
り
立
た
な
い
。

「
こ
れ
こ
そ
が
元
売
と
の

決
定
的
な
違
い
。
元
売
と

同
じ
思
考
で
は
商
売
は
成

り
立
た
な
い
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
」
と
地
域
と
の

損
得
を
超
越
し
た
関
係
の

重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

生
き
方
と
働
き
方
が
合
致

し
て
い
な
い
と
社
員
は
業

務
や
会
社
に
不
満
を
持
つ

と
指
摘
。「
多
く
の
自
己

啓
発
法
が
あ
る
が
、
自
分

は
何
の
た
め
に
そ
の
手
法

を
実
践
し
て
い
る
の
か
は

っ
き
り
さ
せ
な
い
と
意
味

が
な
い
」
と
明
確
な
目
的

を
意
識
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
話
し
た
。
ま
た
腕
相

撲
な
ど
交
流
も
取
り
入

れ
、
目
的
意
識
の
高
め
方

な
ど
を
指
導
し
た
。

2019年1月中古車登録・届出状況 （中国運輸局自動車技術安全部）

県別
広島 福山 広島県 鳥取県 島根県 岡山県 山口県 中国

前　年
中国計

前年比 全国 前　年
全国計 前年比

車種別

貨

物

普 通 32 24 56 6 9 44 18 133 121 109.9% 2,381 2,214 107.5%

小 型 40 26 66 15 10 53 44 188 207 90.8% 4,367 4,228 103.3%

被牽引 0 1 1 0 0 0 0 1 3 33.3% 92 72 127.8%

計 72 51 123 21 19 97 62 322 331 97.3% 6,840 6,514 105.0%

乗 合 4 1 5 0 0 3 1 9 11 81.8% 207 199 104.0%

乗

用

普 通 387 160 547 110 127 449 309 1,542 1,247 123.7% 30,537 26,529 115.1%

小 型 307 110 417 113 143 413 269 1,355 1,339 101.2% 25,779 25,337 101.7%

計 694 270 964 223 270 862 578 2,897 2,586 112.0% 56,316 51,866 108.6%

特 種（殊） 13 5 18 3 2 17 5 45 50 90.0% 820 736 111.4%

登録車計 783 327 1,110 247 291 979 646 3,273 2,978 109.9% 64,183 59,315 108.2%

小型二輪 91 28 119 7 7 65 53 251 234 107.3% 4,434 3,903 113.6%

軽
自
動
車

貨 物 90 62 152 54 51 164 75 496 479 103.5%

乗 用 510 209 719 212 256 653 400 2,240 2,290 97.8%

計 600 271 871 266 307 817 475 2,736 2,769 98.8%

二 輪 225 71 296 17 12 129 59 513 510 100.6%

総 計 1,699 697 2,396 537 617 1,990 1,233 6,773 6,491 104.3%

前年総計 1,631 694 2,325 559 595 1,935 1,077 6,491 

前 年 比 104.2% 100.4% 103.1% 96.1% 103.7% 102.8% 114.5% 104.3%

乗
用
普
通
車

２
割
強
増
加

中
国
管
内
１
月
中
古

車
登
録
・
届
出
状
況

　【
広
島
】
中
国
運
輸
局

自
動
車
技
術
安
全
部
は
、

１
月
の
中
古
車
登
録
・
届

出
台
数
を
ま
と
め
た
。
二

輪
を
含
め
た
総
台
数
は
６

７
７
３
台
で
、
前
年
同
月

の
６
４
９
１
台
か
ら
前
年

同
月
比
１
０
４
・
３
％
と

増
加
し
た
＝
別
表
参
照
。

　
車
種
別
で
は
、
貨
物
の

普
通
が
１
３
３
台
、
１
０

９
・
９
％
、
小
型
１
８
８

台
、
90
・
８
％
、
被
牽
引

１
台
、
33
・
３
％
。
乗
合

９
台
、
81
・
８
％
だ
っ
た
。

　
乗
用
は
、
普
通
が
１
５

４
２
台
、
１
２
３
・
７

％
、
小
型
１
３
５
５
台
、

１

０

１
・
２

％
。
特
種

（
殊
）
が
45
台
、
90
・
０

％
、
小
型
二
輪
２
５
１

台
、
１
０
７
・
３
％
。
普

通
が
２
割
強
の
伸
び
で
全

体
を
押
し
あ
げ
た
。
台
数

で
も
小
型
を
上
回
っ
た
。

　
軽
自
動
車
は
、
貨
物
が

４
９
６
台
、
１
０
３
・
５

％
、
乗
用
２
２
４
０
台
、

97
・
８
％
。
二
輪
は
５
１

３
台
、
１
０
０
・
６
％
だ

っ
た
。

　
県
別
で
み
る
と
、
広
島

県
２
３
９
６
台
、
１
０
３

・
１
％
、
鳥
取
県
５
３
７

台
、
96
・
１
％
、
島
根
県

６
１
７
台
、
１
０
３
・
７

％
、
岡
山
県
１
９
９
０

台
、
１
０
２
・
８
％
、
山

口
県
１
２
３
３
台
、
１
１

４
・
５
％
。
岡
山
県
と
山

口
県
は
４
カ
月
連
続
で
前

年
同
月
を
上
回
っ
た
。

　
北
川
支
店
長
は
「
毎
年

こ
の
時
期
は
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
研
修
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
が
、
今
年
は
柔
ら

か
い
内
容
で
リ
フ
レ
ッ
シ

　【
広
島
】
広
島
市
内
Ｓ

Ｓ
で
、
冬
用
タ
イ
ヤ
か
ら

夏
用
タ
イ
ヤ
へ
の
履
き
替

え
需
要
が
動
き
始
め
た
。

郊
外
の
Ｓ
Ｓ
は
「
例
年
の

２
月
と
く
ら
べ
て
も
、
今

年
は
出
足
は
早
い
。
今
年

は
作
業
が
前
倒
し
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
予
想

す
る
。
一
方
で
、
毎
年
一

定
数
は
い
る
と
い
う
極
端

に
交
換
の
遅
い
人
に
対
し

て
は
「
早
め
の
履
き
替
え

作
業
を
促
し
た
い
」
と
し

て
い
る
。

　
昨
年
の
２
月
は
、
大
雪

に
見
舞
わ
れ
た
広
島
市
内

だ
が
、
今
年
は
沿
岸
部
で

の
積
雪
は
極
端
に
少
な
か

っ
た
。「
昨
年
ま
で
な
ら

〝
３
月
に
も
う
一
度
、
雪

が
降
る
か
も
し
れ
な
い
〞

と
考
え
る
人
は
多
か
っ
た

だ
ろ
う
が
、
今
年
は
そ
う

考
え
る
人
は
少
な
い
よ
う

だ
」
と
同
Ｓ
Ｓ
店
長
。
今

年
は
、
３
月
前
半
に
作
業

が
集
中
し
そ
う
だ
と
し
て

い
る
。

　
一
方
で
、
夏
ま
で
冬
タ

イ
ヤ
の
ま
ま
と
い
う
人
も

い
る
と
い
う
。
春
先
は
子

供
の
卒
業
式
や
入
学
式
な

ど
何
か
と
忙
し
い
時
期

で
、
予
定
を
立
て
に
く
い

こ
と
が
原
因
。
た
だ
「
冬

タ
イ
ヤ
だ
と
燃
費
が
悪
く

な
る
」
の
も
確
か
。
早
め

の
交
換
を
勧
め
て
い
る
。

ま
た
別
の
店
長
も
「
ウ
エ

ッ
ト
時
の
走
行
性
能
は
夏

タ
イ
ヤ
に
劣
る
の
で
大
変

危
険
」
と
指
摘
。
遅
く
と

も
梅
雨
前
ま
で
の
交
換
を

促
し
て
い
る
。

ュ
し
て
も
ら
っ
た
。
盛
り

上
が
っ
て
良
い
雰
囲
気
に

な
っ
た
」
と
セ
ミ
ナ
ー
の

狙
い
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
効
果
に
満
足
し
た
。

Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
が
夏
タ

イ
ヤ
へ
交
換
作
業

店頭クレーム対応研修
ＪＸＴＧ大阪第１

不当要求の対処法学ぶ

夏タイヤ履き替え開始
広島市内ＳＳ

例年より早く、作業前倒しか

岡山市内地場 人材採用「妥協なし」
自
社
の
考
え
確
認
が
必
須

〝
変
革
〞成
否
を
左
右

経
営
者
、世
代
交
代
進
む

採
販
や
提
案
で
自
主
性
尊
重
広島県内

ガ
ソ
リ
ン
市
況
上
昇

周
辺
地
域
並
み
に
修
復
松山市内

意
識
向
上
の
考
え
方
学
ぶ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ス
タ
ッ
フ
自
主
性
欠
か
せ
ず

「
現
場
の
声
を
優
先
」周南市内地場

四国地区特約店

意
欲
向
上
と
離
職
低
減
に

定
期
昇
給
、実
施
予
定

│ 

太
陽
石
油
中
国 

│

北川博光支店長 ロールプレイングの様子




